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例 言

１．本書は、石川県金沢市丸の内地内に所在する史跡金沢城跡の埋蔵文化財確認調査報告書である。

２．調査原因は公園整備事業であり、事業を所管する石川県土木部公園緑地課から石川県教育委員

会事務局文化財課への依頼に基づき、財団法人石川県埋蔵文化財センター（平成10・12年度）

および石川県金沢城調査研究所（平成15・16、18～ 21年度）が調査を実施した。

３．調査期間と担当職員は次のとおりである。

平成10年度 (1998)

期 間 平成10年７月 21日～ 10月 30日

担当者 三浦ゆかり（主任主事）、端 猛（主事）

平成12年度 (2000)第２次

期 間 平成12年５月 16日～ 6月 21日

担当者 冨田和気夫（課主査）、滝川重徳（主任主事）、湊屋玲美（主事）、土田友信（講師）

平成12年度 (2000)第３次

期 間 平成12年８月 10日～ 11月 22日

担当者 冨田和気夫（課主査）、滝川重徳（主任主事）、湊屋玲美（主事）、土田友信（講師）

平成15年度 (2003)

期 間 平成15年９月１日～12月 21日

担当者 冨田和気夫（調査専門員）、滝川重徳（係主査）、熊谷葉月（主任主事）、加藤克郎（主事）

平成16年度 (2004)

期 間 平成16年８月 17日～ 12月 22日

担当者 冨田和気夫（調査専門員）、滝川重徳（係主査）、熊谷葉月（主任主事）、加藤克郎（主事）

平成18年度 (2006)

期 間 平成18年９月 15日～ 11月１日

担当者 滝川重徳（専門員）、加藤克郎（主任主事）

平成19年度 (2007)

期 間 平成19年８月 17日～９月27日

担当者 滝川重徳（調査研究専門員）

平成20年度 (2008)

期 間 平成20年７月８日～９月22日

担当者 滝川重徳（調査研究専門員）、丹野修太（嘱託）、吉田千沙子（嘱託）

平成21年度 (2009)

期 間 平成21年５月 11日～７月６日

担当者 滝川重徳（調査研究専門員）

４．出土品整理は、平成14～ 22年度に財団法人石川県埋蔵文化財センター（平成25年度から公

益財団法人）に委託して実施した。

５�．報告書の作成は、滝川重徳（担当課長）、安中玲美（調査研究専門員）、荒木麻理子（調査研究

専門員）が担当した。なお、第６章第１～３節は、株式会社パレオ・ラボ（小林克也、伊藤 茂、

佐藤正教、廣田正史、山形秀樹、Zaur Lomtatidze、竹原弘展、藤根 久、米田恭子）による分

析報告である。執筆分担は目次に記した。

６．調査に関する記録・遺物は石川県金沢城調査研究所で保管している。



７．調査・報告にあたり、以下の機関・個人の指導・助言、協力を得た。

文化庁文化財第二課 石川県立歴史博物館 金沢市立玉川図書館 公益財団法人前田育徳会

東京大学総合図書館

市川浩文 金森安孝 金田明大 河村健史 北浦 勝 北垣聰一郎 北島俊朗 北野博司

楠 正勝 久保智康 齋藤慎一 嶋崎 丞（故人） 千田嘉博 中村利則 成瀬晃司 新谷洋二

西形達明 飛田範夫 平井 聖 麓 和善 堀 大介 堀内秀樹 宮里 学 森島康雄 横山隆昭

吉岡康暢 脇田 修（故人）（敬称略）



ซ ౛

１㸬ᮏ᭩のỈ平基‽はᾏᢤ㧗を⾲し、ᮾி‴平均ᾏ面ᶆ㧗（7.P）であるࠋ

㸰㸬方఩はᗙᶆ北であり、ᗙᶆはᅜ土交㏻┬࿌♧の᪥ᮏ 地系第Ϯ系に‽ᣐしたࠋ

３㸬石ᇉの,D␒ྕや࿧⛠は、ࠗ 㔠ἑᇛ㊧石ᇉಖᏑᐇែ調査ሗ࿌᭩Ϩ （࠘㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2016）の 

グ㍕にᣐっているࠋ

㸲㸬ᮏሗ࿌᭩୰の調査␒ྕ,Dはḟの㏻りであるࠋ

平成10ᖺᗘ㸸199803（㩾ႃᷳྎ調査区、北岸調査区、土ᶫ調査区）

平成12ᖺᗘ（第㸰ḟ）㸸200002（✄Ⲵᒇᩜୗ調査区）

平成12ᖺᗘ（第３ḟ）㸸200004（㩾ႃᷳྎ調査区、土ᶫ調査区）

平成15ᖺᗘ㸸200302（㩾ႃᷳྎ調査区、北岸調査区）

平成16ᖺᗘ㸸200402（北岸調査区）

平成18ᖺᗘ㸸200605（南岸調査区）

平成19ᖺᗘ㸸200705（南岸調査区）

平成20ᖺᗘ㸸200805（南岸調査区）

平成21ᖺᗘ㸸200905（㩾ႃᷳྎ調査区）

５㸬遺構 量図୰のࣂࢣ✀や⥺✀はୗグのࠕ平面図⥺✀⾲ࠖの㏻りであるࠋ

㸴㸬遺構断面図୰に౑⏝したሬり部ศについては、ḟの㏻りであるࠋ

上端線㸭ୗ端線

石(ᇙἐ部ศ) ୍Ⅼ㙐線

ᐇ線・ࣂࢣなࡋ

㑇ᵓቨの
ഴᩳኚ᥮線

長・▷ࣂࢣ
(ୗ端線なࡋ)

㑇ᵓ௨እ
(土㉁ቃ)

✀ࣂࢣ✀ࣂࢣ 上端線㸭ୗ端線

長・▷ࣂࢣ

୍Ⅼ㙐線

(ቨの࡛ࡳ☜ㄆ
（れた㑇ᵓࡉ

長・▷ࣂࢣ
(ୗ端線なࡋ)

㑇ᵓ(ᮍ᏶᥀)

㑇ᵓ(検出のࡳ)
長・▷ࣂࢣ
(ୗ端線なࡋ)

✀ࣂࢣ 上端線㸭ୗ端線

ᓴࣂࢣ

ᐇ線

ࣂࢣ▷・▷

ᐇ線

長・▷ࣂࢣ

ᐇ線
㏆ୡ௨๓

ࢳࣥࣞࢺ

㏆௦௨ᚋ

ᖹ㠃ᅗ⥺✀⾲

㸵㸬遺構図や遺物ᐇ 図の⦰ᑻは、ྛ図୰に♧したࠋ

㸶㸬ᮏᩥ୰に౑⏝される石ᇉ⏝ㄒは、ࠕ石ᇉ⏝ㄒ⾲ࠖཬࠕࡧ石ᇉྡ⛠ซ౛図ࠖの㏻りであるࠋ

㸷㸬遺物ྡはḟの␎ྕを౑⏝したࠋ

㹎㸸土ჾ・㝡☢ჾ・土〇ရ 㹒㸸瓦 㹑㸸石〇ရ 㹋㸸㔠ᒓ〇ရ 㹕㸸木〇ရ

10㸬遺物図∧୰の遺物␒ྕはࢦシック体がᮏ᭩ሗ࿌␒ྕ、明ᮅ体が遺物,D（調査 ,D␒ྕ �ᐇ ␒

ྕ）を♧すࠋ

11㸬㝡☢ჾ類の⫾土⾲グはࠕ☢ჾ⫾土⾲グ 瓦ࠕ㝡ჾ⫾土⾲グࠖに、瓦についてのィ 方ἲ等はࠕࠖ、

ィ 部఩ซ౛ࠖに♧した㏻りであるࠋ

12㸬ᘬ⏝ཧ⪃ᩥ⊩は、ཎ๎的に୍ᣓしてᕳᮎにᥖ㍕しているが、第㸴❶については⠇ẖにグ㍕し

ているࠋ

瓦

ᡞᐊ石（青） ᡞᐊ石（୰㛫色） ᡞᐊ石（色調୙明）

石ᇉ ルト࢓ࣇࢫ࢔、クリࣥࢥ ᡞᐊ石（㉥）



切石 ࡋりいࡁ 面や合端ࢆ࡛ࡲ加工ࡋた石材

粗加工石 ࡋい࠺ࡇ࠿ら࠶ ๭石ࢆノミ➼࡛粗く加工ࡋた石材

๭石 わりいࡋ ๭ࡗて、኱ࢆࡉࡁ整えたり、面ࢆసࡗたࡶの

⮬↛石 ࡋいࢇࡐࡋ 加工ࡋていない石ࠋ㔝面石・Ἑᕝ㌿石とࡶゝ࠺

┒土 ࡝りࡶ ᮏ᮶のᆅ面の上に┒られた土

ᤞ石 すていࡋ

わ࡝り

はり࠺ࡻࡕ

はらࡋࡔࡳ

せりࡋࡔ

いたࡵࡘ࠺ࡻࡌいࡋ

はࡁࡲࡕいࡋがࡁ

࠺ࡇ࠿い࠺ࡹࡋ

ᰩ石のෆ部にᢲࡉえ石・௓石に㐺ࡉない状ែ࡛⨨࠿れた石材

௓石 ࡋいい࠿ 石材のᅛᐃཬࡧ角ᗘ調整のたࡵᤣえ⨨く石材

ᢲࡉえ石 ࡋえいࡉ࠾ 石垣ࢆ⿵ᙉするたࡵに⿬㎸ࡵにධれた石材

ᰩ石 ࡋりいࡄ 築石の⿬㎸ࡵな࡝に⏝いられる෇♟

合端 ࡤい࠶ 石ྠኈの接Ⅼ

⬗ ࠺࡝ 石材の面と尻の間

石尻 いࡌࡋり 石材のᚋࢁ側

控 え࠿ࡦ 石材のዟ⾜ࡁ

ᑠ面 ら࡙ࡇ 角石の⟬ᮌ✚࡛ࡳ౑⏝ࡋた石材の⾲面のࡕ࠺、控がᑠࡉい面

኱面 ら࡙࠾࠾ 角石の⟬ᮌ✚࡛ࡳ౑⏝ࡋた石材の⾲面のࡕ࠺、控が኱ࡁい面

面 らࡘ 石材の⾲面のࡕ࠺、石垣の⾲面に఩⨨する部ศ

໙㓄 いࡤ࠺ࡇ 石垣の角ᗘࠋ┤線のノࣜと᭤線の࠿ࣜࢯらなる

┠ᆅ ࡌࡵ 石材ྠኈの㝽間

角脇石 すࡳわࡁいࡋ 角石の側に఩⨨する石材

角石 すࡳいࡋ 隅角部に౑⏝する石材

詰石 ࡋいࡵࡘ 築石の㝽間に詰ࡵるᑠ᣺りの石

築石 ࡋいࡁࡘ 石垣ࢆᵓ築する石材、ᖹ石（ࡦらいࡋ）とࡶゝ࠺

᰿石 ࡋいࡡ 石垣の᭱ୗ部の石

すࡪࡑ 石垣がᆅ面と接する部ศ

ኳ端石 てࡤࢇいࡋ 石垣の᭱上部の石材

ኳ端 てࡤࢇ 石垣の上面

石垣のᢡれ部ศ、እ側にᢡれるࡶのࢆ出角(࡛すࡳ）、ෆ側にᢡれるࡶのࢆධ角(いりすࡳ)と࿧ࡪ隅角部 ࡪく࠿࠺ࡄ

築石部 ࡪࡋいࡁࡘ 石垣の面部ศ

用 語 読 み 解 説

〈部

⟬ᮌ✚ࡳ ࡳ࡙ࡂࢇࡉ

ࡳ࡙ࡋと࠾

出隅ࢆᵓᡂする㸰面に長い石材の長㎶ࢆ஺஫にྥࡅて✚ࡳ上げる✚ࡳ᪉

ࡳ✚㇂ たに࡙ࡳ 石材の長㍈ࢆ஺஫にᩳࡵにࡋて✚ࡳ✚ࡴ᪉

஘✚ࡳ らࡳ࡙ࢇ ᶓ┠ᆅが㏻らࡎ、୙つ๎に✚ࡳ✚ࡴ᪉

ᕸ✚ࡳ ࡳの࡙ࡠ

ࡳら࡙࠿

ࡳり࡙ࡡ

石材ࢆᶓ᪉ྥに୪࡭ながら✚ࡳ✚ࡴ᪉

▼ᇉ⏝ㄒ⾲

ࡳ✚✵ 石材ࢆ⥭⤖・接╔ࡋない࡛✚ࡔࢇ工ἲ

角ࢠノࢩ ࡳすࡂのࡋ 出角の୍࡛ࡘ、㕌角状に⤌ࡲれる

ⴠとࡳ✚ࡋ ୗの石の㇂�く࡬�ࡳࡰ石ࢆⴠࡋていく✚ࡳ᪉

ࡳ✚⦏ た工ἲࡵてᅛࡋ⏝に౑ࡵの接合面や⿬㎸ࡳ✚石ࢆ➼ࢺク࣮ࣜࣥࢥ

㍯࡝り

࿘ᅖ加工

丁ᙇ

㖊ᕳࡁ石垣 ᩳ面上部ࡅࡔに㖊ᕳ状に石垣ࢆ築いたࡶのᩳࠋ面〈部ࡅࡔに築いた石垣ࢆ⭜ᕳ石垣とい࠺

Ꮞࡳ出ࡋ ኚᙧの୍ࠋࡘ⭾ら࡛ࢇᙇり出ࡋた状ែ

㏕出ࡋ ༢యの石材が石垣面࠿ら㣕ࡧ出ࡋた状ែ

石垣ᬑㄳ᫬に石✚の㏻りや໙㓄ࢆ♧すたࡵにᙇるỈ⣒や板

切石の石面のᅄ᪉୍ࢆᐃᖜ࡛ᖹ⁥にならす加工ࠋ࿘ᅖはࡘりとࡶゝ࠺

板状詰石 石垣面ࢆᖹ⁥に見せるたࡵ、石材の㝽間に合わせて加工ࡉれた板状の石材ࢆ詰石とするᢏἲ

石垣のቨ面ࢆᘼ状に‴᭤ࡉせるᵓ築᪉ἲ

▼ᇉྡ⛠ซ౛ᅗ

板状詰石

盛土

介石

栗石層（裏込め層）栗石層（裏込め層）

（小面） （大面）

根石掘方

前面盛土

角脇石角石

詰石

築石

根石

天端石

隅角部

築石部

地山

修築掘方修築掘方



g
h
i

a

b

c

de

f

谷瓦

谷瓦 a全長 b全幅

c谷部長 d平部長

e桟部切込長 f桟部切込幅

g桟部弧深 h平部弧深

i厚

da

e

b

c f

輪違い

輪違い a全長 b広端幅

c狭端幅 d厚   

e 高さ   ｆ高さ

cb

a

熨斗瓦

熨斗瓦・腰瓦 a全長 b全幅 c厚

a

b

腰瓦

c

c

d

e

fb

a

棟瓦
g

棟瓦 a 全長   b 全幅   c 桟部長

d 体部長  e 桟部厚  f 体部厚

g 高さ

a

b

c

d

e

f

g
h

i 桟瓦

桟瓦 a 全長  b 全幅  c 平部切込長

    d 平部切込幅    e 桟部切込長

      f 桟部切込幅   g 桟部弧深

h 平部弧深      i 厚

a

b

c

e
d

平瓦

平瓦 a 全長 b 広端幅

c 狭端幅 d 弧深

e 厚

a

j

軒桟瓦

a

b

c d

e

fg
h

i

j

軒平瓦

軒平瓦・軒桟瓦 a 上弧幅 b 下幅     c 右周縁

（軒部・平部）  d 左周縁 e 文様区幅 f 文様区厚

                g 瓦当厚 h 顎高   i 顎下部高

                j 弧深

a

b

c

d
e

f

g

丸瓦

丸瓦 a 全長   b 体部幅  c 玉縁長 

d 玉縁幅  e 体部高  f 体部厚

g 玉縁高

a b c

d軒丸瓦

軒丸瓦（軒部） a 瓦当径 b 文様区径

c 内区径 d 瓦当厚

瓦計測部位凡例

腰瓦側辺中央凹部分類表

タイプ 平面 側辺(断面)

方形凹

円形凹B

円形凹C

円形凹A

特徴

円形凹A

円形凹B

方形凹

底が平らに調整されている

Aのような調整なし

小型で断面は浅い皿状を呈する

底が平らに調整されている

タイプ

円形凹C

[石川県金沢城調査研究所2014d]

特 徴

土師器皿胎土分類

中砂多い、粗砂・極粗砂・海綿骨片目立つ

砂粒比較的少なく、均質（細分の余地大きい）

砂粒ごく少ない、均質

細砂多い、均質（粉質）

礫含み、粗砂・細砂多い（含有量の程度差大きい）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

１

２
礫無～微、粗砂・細砂少ない

（Ｂよりも粒子大きく、素地が粗い。E1より精良）

A

B

a

b

磁器胎土表記

平滑性 光沢 器壁の空洞

極めて平滑

平滑

凸凹目立つ

強い

弱い

目立たない

目立つ

1

2

3

砂粒

C

希少

細砂含む

粗砂以上含む

硬さ

Ⅰ

Ⅱ

硬質

軟質

陶器胎土表記

器壁の空洞

極めて平滑

平滑

凸凹目立つ

目立たない

目立つ

1

2

3

A

B

a

b

平滑性
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第１❶ ⤒⦋と⤒㐣

第１⠇ 調査に⮳る⤒⦋

㸯．㔠ἑᇛබᅬの㛤タࡿ⮳࡟⤒⦋

㔠ἑᇛは、16世⣖༙ࡤに成立した㔠ἑᚚᇽ（㔠ἑᆓ⯋）を前㌟とし、ኳṇ㸶ᖺ（1580）௨㝆、⧊

⏣ᨻᶒୗのᇛ㒌となったࠋኳṇ 11ᖺ（1583）には前⏣利ᐙがධᇛし、これより前⏣ᐙṔ௦ᙜ主 14

௦が⣙ 300ᖺ㛫にࢃたりᇛ主となり、Ụᡞᖥᗓ成立後᭱大の大ྡのᒃᇛとしてᶵ⬟したࠋ

明἞初ᖺからᪧ㔠ἑᇛෆはර部┬（のࡕの㝣㌷┬）のᡤ⟶となり、᫛࿴20ᖺ（1945）まで第஑ᖌ

ᅋྖ௧部やṌර第භ᪑ᅋྖ௧部、Ṍර第୐㐃㝲のර⯋が立ࡕ୪ぶ㝣㌷のᣐ点であったࠋ第஧ḟ世⏺大

ᡓ後の᫛࿴24ᖺ（1949）にはᩥ部┬のᡤ⟶となり㔠ἑ大Ꮫが㛤Ꮫし、㔠ἑᇛ㊧は大Ꮫ࢟ࣕࣥࢫࣃと

して利⏝されてࡁたࠋ

᫛࿴53ᖺ（1978）、ᇛෆ࢟ࣕࣥࢫࣃは㔠ἑᕷ㑹外のゅ㛫地区࡬の⛣㌿をỴ定し、平成５ᖺ（1993）

３᭶に⥲ྜ⛣㌿を᏶஢したࠋ大Ꮫ㊧地のྲྀりᢅいは、平成３ᖺ（1991）㸶᭶にタ⨨された㔠ἑ大Ꮫ

㊧地利⏝᠓ヰ఍で᳨ウされ、平成５ᖺ３᭶のࠕබᅬ的、ᩥ 化的利⏝を基ᮏとするࠖとのᥦゝをཷࡅて、

බᅬ化にྥࡅたືࡁがጞまったࠋ

┴は、このᥦゝにἢって、平成㸵ᖺ（1995）３᭶にࠕ㔠ἑᇛ㊧ᩚഛᐇ᪋タィሗ࿌᭩ࠖをとりまとࡵ、

平成㸶ᖺ（1996）１᭶に28.5Kaを㒔ᕷබᅬに利⏝する㒔ᕷィ⏬をỴ定し、同ᖺ３᭶にᅜから大Ꮫ㊧

地21.77Kaをྲྀᚓしたࠋ

㸰．㔠ἑᇛබᅬᩚഛ（➨୍ᮇᩚഛかࡽ➨୕ᮇᩚഛ）

平成㸶ᖺᗘにጞまった第୍期㔠ἑᇛබᅬᩚഛは、平成16ᖺᗘ（2004）までをබᅬとしての基盤ᩚ

ഛとする10࢝ᖺィ⏬に基࡙ࡁ、ձᩜ地⎔ቃのᩚഛ、調査（୙せᘓ物の᧔ཤ、石ᇉಟᬒ等）、ղᗈሙ、

ᅬ地等のᩚഛ（஧ࣀ୸等ྛ✀ᗈሙ、ᖿ⥺ᅬ㊰、౽┈᪋タ等）、ճᇛ㒌ᘓ造物の᚟ඖ（⳻ᷳ・஬༑㛫㛗

ᒇ・ᶫ∎㛛⥆ᷳ、ෆᇼ等）を㐍ࡵることとしたࠋまた、ಖᏑ目的として、石ᇉのグ㘓化（石ᇉ⌧ἣ 

量）やືែほ にも╔ᡭしたࠋ

බᅬの㛤タは、平成㸷ᖺᗘ（1997）のᮏ୸等のᬻ定㛤ᅬにጞまり、平成13ᖺ（2001）㸷᭶のࠕ全

ᅜ㒔ᕷ緑化いしかࠖ࢔࢙ࣇࢃの㛤ദを期に、බᅬィ⏬区ᇦのࡰ࡯全ᇦを㛤ᅬしたࠋ

බᅬᩚഛのᐇ᪋にඛ立ࡕ、┴ᩍ⫱ጤဨ఍ᩥ化㈈ㄢと┴土木部බᅬ緑地ㄢは、㔠ἑᇛ㊧が周▱の埋ⶶ

ᩥ化㈈ໟⶶ地であることから、ᕤ஦にకい埋ⶶᩥ化㈈にᙳ㡪が⏕じるሙྜは前もってⓎ掘調査等のಖ

ㆤᥐ⨨をㅮࡎる࡭く、஦前༠㆟を㐍ࡵていたࠋ

石ᇉ上面遺構ྎᷳ⳻ࡧーがᐇ᪋したෆᇼཬࢱࣥࢭ1997�に┴立埋ⶶᩥ化㈈�の⤖ᯝ、平成㸷ᖺᗘࡑ

の☜ㄆ調査を⓶ษりに、ᅬ地ᩚഛにಀるᕤ஦タィと埋ⶶᩥ化㈈調査がࡰ࡯同᫬୪⾜状ែでᛴࣆッࢳに

㐍ࡳ、平成10ᖺ �1998�には、᪂たにタ立された㈈ᅋἲே石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーを調査ᢸᙜと

して、いもりᇼ、ᮏ୸㝃ẁ㝵ẁ、⳻ᷳ南（஬༑㛫㛗ᒇᢡ᭤部）、୕ࣀ୸北౽ᡤのⓎ掘調査、平成11ᖺ

�1999�には、前ᖺᗘから⥅⥆のᘓ物᚟ඖᩚഛにకうෆᇼ・஬༑㛫㛗ᒇにຍ࠼て、᪂୸ᗈሙ（‵性植

物ᅬ）、୕ ࠋれたࢃ⾜୸ᅬ㊰等のᩚഛにಀるⓎ掘調査がࣀ୸౽ᡤ、஧ࣀ୸ఇ᠁ᡤ、᪂୸大ᡭ㛛౽ᡤ、㭯ࣀ

බᅬᩚഛにಀる調査は௨後もᘬࡁ⥅がれ、平成12ᖺᗘ �2000�には北ࣀ୸（ᚚᐑ・⸨ྑ⾨㛛୸）、

ᑿᆏ㛛、୕ࣀ୸北、㭯ࣀ୸、いもりᇼ、平成13ᖺᗘ �2001�には㢼࿅ᒇཱྀ㛛等、ᶫ∎㛛、ᑿᆏ㛛で、

ᅬ㊰ᩚഛにకう遺構☜ㄆ調査がᐇ᪋されているࠋ

石ᕝ┴は、௒後の㔠ἑᇛබᅬのᩚഛィ⏬を᳨ウするたࡵ、平成16ᖺ �2004�㸰᭶にࠕ㔠ἑᇛ᚟ඖ
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基ᮏ方㔪᳨ウጤဨ఍ࠖをタ⨨し、㔠ἑᇛබᅬの᚟ඖᩚഛの基ᮏ的な⪃࠼方、᚟ඖに㝿しての␃ព点等

について᳨ウをຍ࠼、ձ᚟ඖにあたってはྐᐇの༑ศな調査と᳨ドを⾜い、ྐᐇ性の㧗いᩚഛを⾜う

こと、ղ᚟ඖに㝿しての᫬௦タ定は基ᮏ的にỤᡞ᫬௦後期に⤫୍すること、ճ多ᵝなබᅬᶵ⬟にも㓄

៖すること、մ᚟ඖはࢰーูࣥのಖ全・ᩚഛやά⏝方㔪等を㋃ま࠼て㛗期的ど点も含ࡵたẁ㝵的なྲྀ

り⤌ࡳを㐍ࡵること、等の基ᮏ方㔪を♧したࠋ

この基ᮏ方㔪に基࡙ࡁ、平成26ᖺ（2014）までとする第஧期ᩚഛィ⏬が⟇定され、᚟ඖᩚഛのᣑ

඘をはかったࠋල体的には、ձ୕ᚚ㛛（Ἑ北㛛・ʟ ∎㛛・石ᕝ㛛）のᩚഛ、ղいもりᇼのẁ㝵的ᩚഛ、

ճ⋢Ἠ㝔୸ᗞᅬᩚഛであるࠋまた、ಖᏑ目的として⋢Ἠ㝔୸南西石ᇉのಖᏑಟ⌮も⾜っているࠋ

平成26ᖺをもって第஧期ᩚഛが᏶஢となることから、平成27ᖺ（2015）３᭶にࠕ㔠ἑᇛබᅬ第

୕期ᩚഛィ⏬⟇定᠓ヰ఍ࠖをタ⨨、同ᖺ㸴᭶には᮶ᅬ⪅࡬のࢣࣥ࢔ート調査などをᐇ᪋し、12᭶に

は第୕期ᩚഛを⟇定したࠋձ㰡多㛛の᚟ඖᩚഛ、ղ㭯ࣀ୸ఇ᠁ᡤ୍ᖏの෌ᩚഛ、ճ石ᇉのಖ全をᥖࡆ、

石ᇉのィ⏬的なࠕ㔠ἑᇛの石ᇉのಖᏑ⟶⌮ཬࡧಖ全対⟇にಀるィ⏬᭩ࠖをస成、基ᮏィ⏬の⟇定やࡑ

れに基࡙くಖ全対⟇のᐇ᪋を目ᣦし、⌧ᅾも஦ᴗを㐍ࡵているࠋ

３．㔠ἑᇛのㄪᰝ◊✲

බᅬᩚഛを㐍ࡵる୍方で、石ᕝ┴は、平成13ᖺ（2001）㸵᭶、㔠ἑᇛの調査◊✲、㛵㐃㈨ᩱのᩚ⌮・

཰㞟、㛵㐃ᇛ㒌の調査◊✲、調査成ᯝのᬑཬ・ၨⓎ等を目的として、┴ᩍ⫱ጤဨ఍ᩥ化㈈ㄢෆに㔠ἑ

ᇛ◊✲調査ᐊをタ⨨し、㔠ἑᇛにಀるᏛ⾡的な調査◊✲を推㐍することとしたࠋ（平成19ᖺ（2007）

石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤにᨵ⤌）

平成14ᖺᗘ（2002）からは、⤮図・ᩥ⊩、埋ⶶᩥ化㈈、ᘓ造物、ఏ⤫ᢏ⾡（石ᇉ）などを対㇟に

㔠ἑᇛの⥲ྜ的な調査◊✲に╔ᡭしたࠋ埋ⶶᩥ化㈈では、㔠ἑᇛ㊧のኚ㑄と構造を᥈る目的で平成

14ᖺᗘ（2002）よりᅜᗜ⿵ຓをᚓてᮏ୸୍ᖏの☜ㄆ調査をᐇ᪋しているࠋ平成24ᖺᗘ௨㝆は、とく

にᇛ㒌のᗞᅬに↔点をᙜて、ᮾࣀ୸のᗞᅬ遺構の☜ㄆや、ᗞᅬの構成せ⣲でもあるษ石積石ᇉの☜ㄆ

調査を⥅⥆しているࠋまた、平成19ᖺᗘ（2007）から 23ᖺᗘ（2011）には、石ᕝ㛛のಟ⌮にకう

遺構☜ㄆ調査もᐇ᪋した୍ࠋ方、㔠ἑᇛබᅬᩚഛ஦ᴗにకう埋ⶶᩥ化㈈☜ㄆ調査も主ᖿ部ᒁである土

木部の౫㢗によりᐇ᪋しているࠋ第஧期ᩚഛ஦ᴗでは平成10ᖺ（1998）から⥆くいもりᇼの調査を

ጞࡵ、平成 18ᖺ（2006）にはἙ北㛛（～ +20）、平成 20ᖺ（2008）に⋢Ἠ㝔୸（～ +25）、平成 22

ᖺ（2010）にᶫ∎㛛（～+24）を、第୕期ᩚഛでは、㰡多㛛のᩚഛにಀる遺構☜ㄆ調査をᐇ᪋しているࠋ

４．ᅜྐ㊧ᣦᐃ

こうしたなかで、ᩚഛ╔ᡭから 12ᖺ後の平成 20ᖺ �2008� １᭶ 11᪥に、㔠ἑᇛ㊧の主せ部ศ

275�155.14੍について、石ᕝ┴がᩥ部⛉Ꮫ大⮧にᅜྐ㊧ᣦ定の⏦ㄳを⾜い、平成20ᖺ５᭶ 16᪥に

ᅜのᩥ化ᑂ㆟఍のᩥ部⛉Ꮫ大⮧࡬の⟅⏦をᚓて、平成20ᖺ㸴᭶ 17᪥௜ᩥࡅ部⛉Ꮫ┬࿌♧第100ྕ

でᅜのྐ㊧にᣦ定されたࠋまた、平成 20ᖺ 12᭶ 24᪥には石ᕝ┴が⟶⌮ᅋ体にᣦ定されたࠋ⩣ 21

ᖺからࠗྐ㊧㔠ἑᇛ㊧ಖᏑ⟶⌮ィ⏬᭩࠘に╔ᡭし、23ᖺ㸲᭶に⟇定されたࠋ

㸳．ࡾࡶ࠸ᇼのㄪᰝ⤒⦋

上グと୍部㔜」するが、ᮏ㡯では௒ᅇሗ࿌するいもりᇼの状ἣについて⿵㊊するࠋいもりᇼについ

ては、බᅬ区ᇦෆ（ᇼ全体の南ᮾ部）を対㇟として、上グ１のࠕ㔠ἑᇛ㊧ᩚഛᐇ᪋タィሗ࿌᭩ࠖから

すでにᩚഛィ⏬が♧されて࠾り、㔠ἑᇛබᅬᩚഛの主せなせ⣲として఩⨨࡙ࡅられていたࠋたࡔし後

㏙する㏻り、近௦に埋ࡵ立てられた後、ඖのᇼの大部ศは㐨㊰⏝地となって࠾り、ᩚഛ࡬の大ࡁなㄢ

㢟となっていたࠋまたᙜ初ᩚഛィ⏬については、㒔ᕷබᅬとしてのᬒほ・ᶵ⬟がඃඛされ、⠊ᅖやᙧ
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状にㄢ㢟があったのがᐇ᝟であったࠋ平成㸶・㸷ᖺᗘに࣎ーリࣥࢢ調査・ヨ掘調査を⾜った後、平成

13ᖺ（2001）㸷᭶のࠕ全ᅜ㒔ᕷ緑化いしかࠖ࢔࢙ࣇࢃ㛤ദまでのᩚഛにྥࡅ、ᖹᡂ�0ᖺᗘからᮏ᱁

的に埋ⶶᩥ化㈈調査がᐇ᪋されたが、᳨ ฟ遺構とᙜ初ᩚഛィ⏬との調ᩚをせする状ἣが明☜になったࠋ

୍方で஧ࣀ୸⳻ᷳ・஬༑㛫㛗ᒇ・ᶫ∎㛛⥆ᷳの᚟ඖᩚഛをඃඛするィ⏬のኚ᭦をཷࡅて、緑化࢔࢙ࣇ

期㛫୰はᬻ定㥔㌴ሙとしてᩚഛする方㔪がᅛࡵられ、ᖹᡂ��ᖺᗘの埋ⶶᩥ化㈈調査は、10ᖺᗘの成

ᯝを⿵㊊する目的でᐇ᪋されたࠋ

平成13ᖺ 12᭶に⾜ったᗇෆ఍㆟（㔠ἑᇛ周㎶ᩚഛ㐃⤡調ᩚ఍㆟）のẁ㝵では、いもりᇼの᚟ඖは、

近世後期の⤮図や埋ⶶᩥ化㈈調査⤖ᯝを㋃ま࠼、地๭・構造等をỴ定することが基ᮏ方㔪となって࠾

り、ᕷ㐨や南岸௨南のᩜ地（ᇽᙧ）を༨ࡵる石ᕝ┴ᗇの⛣㌿（平成14ᖺ 12᭶ᮎ）後の状ἣとの㛵

ಀがㄢ㢟とされていて、௨㝆のいもりᇼのᩚഛィ⏬はこのὶれに࠾いて㐍ࡵられることとなったࠋᖹ

ᡂ�5࣭��ᖺᗘに࠾いては、ࡑれまでは☜ㄆされていなかったᇼᗏとこれに⮳るἲ面・石ᇉの埋ⶶᩥ

化㈈調査をᐇ᪋し、16・17ᖺᗘにはこれに㛵㐃して࣎ーリࣥࢢ調査も⾜ったࠋ

上グ㸰に♧したࠕ㔠ἑᇛ᚟ඖ基ᮏ方㔪᳨ウጤဨ఍ሗ࿌᭩ （ࠖ平成 17ᖺ３᭶）では、いもりᇼは、ࡑ

のᮾ側部ศについて、ࠕ㐣༙がබᅬ区ᇦෆにあり、ᇛ外周部のᇛ㒌ᬒほのྥ上を図るう࠼でຠᯝ的な

᚟ඖの⠊ᅖやẁ㝵的な᚟ඖᡭἲについて、ල体的に᳨ウを㐍ࡵることがᮃましいࠖとの方㔪が♧され

て࠾り、これをཷࡅて平成17ᖺᗘにᗇෆにࠕ㔠ἑᇛබᅬいもりᇼ᚟ඖ᳨ウ఍ࠖをタࡅ、༠㆟を㐍ࡵ

ることとなったࠋこの᳨ウ఍では、いもりᇼの全体᚟ඖをど㔝にධれながら、㔠ἑᇛබᅬ区ᇦෆでの

ẁ㝵的ᩚഛィ⏬の⟇定を目ᣦし、ᇼ・石ᇉ（ᇼ南ᮾの㩾ႃᷳྎ石ᇉ）の᚟ඖのࡳならࡎ、ᬒほやྲྀỈ

᤼Ỉ、Ỉ質☜ಖ等にࢃたりᐇົ的・ᢏ⾡的な᳨ウを㐍ࡵることとしたࠋな17࠾ᖺᗘには、㩾ႃᷳྎ

石ᇉの遺Ꮡ部᭱上面を㟢࿊さࡏるᬻ定的なᩚഛが⾜ࢃれたࠋ

௨後の埋ⶶᩥ化㈈調査に㛵しては、全体᚟ඖとのᩚྜ性を図る上で、ᇼの南岸の⠊ᅖ☜ㄆのᚲせ性

が༠㆟され、ᖹᡂ��࣭��ᖺᗘのබᅬ区ᇦ外の調査がල体化することとなったࠋまたᇼの‣Ỉ化にか

かり、වභᅬ側の㎮ᕭ⏝Ỉから┴ᗇ㊧地（⌧・しいのࡁᅬ地）を⤒⏤するルートが᳨ウされ、これが

ᖹᡂ�0ᖺᗘの調査のཎᅉとなったࠋ

平成18ᖺᗘ௨後は、ࠕ㔠ἑᇛἙ北㛛等の᚟ඖᩚഛᑓ㛛ጤဨ఍ࠖをタ⨨し、第஧期ᩚഛ஦ᴗとして୪

⾜していたἙ北㛛の᚟ඖᩚഛとేࡏ、タィ・᪋ᕤ上のᣦ㔪等について᳨ウし、ຓゝをᚓることとなっ

たࠋこの᳨ウసᴗに࠾いて、いもりᇼのᬻ定的な᚟ඖ⠊ᅖが☜定し、平成20ᖺᗘからᩚഛが㐍ࡵら

れるに⮳ったࠋまた㩾ႃᷳྎ石ᇉの᚟ඖについても方㔪が定ࡵられ、ᖹᡂ��ᖺᗘにはᷳྎ石ᇉ南面・

ᮾ面の調査、上面ṧᏑ部ศの積ࡳ┤し調査をᐇ᪋したࠋ

௨上の⤒⦋・⤒㐣を⤒て、平成21ᖺᗘの㩾ႃᷳྎ石ᇉ᚟ඖᩚഛを௨っていもりᇼのᩚഛは୍ẁⴠ

することとなったࠋ

第㸰⠇ 調査の⤒㐣

㸯．Ⓨ᥀ㄪᰝ

ᖹᡂ�0ᖺᗘ ᙜヱᖺᗘのⓎ掘調査については、土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅた石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ

఍が㈈ᅋἲே石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーにጤクし、㸲᭶１᪥௜ࡅでᴗົጤクዎ⣙を⥾⤖したᩥࠋ化㈈

ಖㆤἲ第57᮲第１㡯に基࡙くⓎ掘調査ᒆฟ᭩（㔠ἑᇛ㊧いもりᇼ等）については㸲᭶１᪥௜ࡅでᥦ

ฟしたࠋ

調査は㸵᭶21᪥に╔ᡭし、いもりᇼᮾ部（いもりᆏཱྀより南ᮾ）の北岸全ᇦを対㇟にᐇ᪋した（い

もりᇼ第１ḟ）ࠋᙜ初の᝿定㏻り、北岸全体が大つᶍに๐平をཷࡅて࠾り、⤮図に࠼ࡳる北西部ᷳྎ

は基♏部ศもኻࢃれていたࠋしかし๐平面での北岸ࣛࣥ࢖、南ᮾのᷳྎ（㩾ႃᷳྎ）の఩⨨が☜ㄆで
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られ、調査区北西にはこのᇼにకう土ᶫのᏑᅾがุ明ࡵた௚、よりᇛෆ側にඛ⾜するᇼのᏑᅾがㄆࡁ

したࠋたࡔしᩚഛィ⏬の見┤しにより、஧ࣀ୸஬༑㛫㛗ᒇの調査を᪩ᛴに㐍ࡵるᚲせが⏕じ、ᮏ地

点の遺構のヲ細᳨ウについてはḟᖺᗘ௨㝆にᣢࡕ㉺しとなった11ࠋ᭶１᪥には⌧地ㄝ明఍を⾜ったࠋ

⌧地のసᴗは10᭶ 30᪥に᏶஢し、調査面積は⣙3�300੍であるࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ ᙜ初は平成11ᖺᗘに調査をண定していたが、ᩚഛィ⏬の見┤しによりᙜヱᖺᗘの

調査となったࠋ土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅた石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍が㈈ᅋἲே石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࣥࢭ

化㈈ಖㆤἲ第57᮲第１㡯に基࡙くⓎ掘ᩥࠋでᴗົጤクዎ⣙を⥾⤖したࡅーにጤクし、㸲᭶３᪥௜ࢱ

調査ᒆฟ᭩（㔠ἑᇛ㊧いもりᇼ等）については㸲᭶㸵᪥௜ࡅでᥦฟしたࠋ

ᙜヱᖺᗘはᇛෆ全体のᩚഛ・ィ⏬上、いもりᇼについては㸰ᅇにศࡅて調査をᐇ᪋したࠋ第１ᅇ目

（いもりᇼ第㸰ḟ）は10ᖺᗘ調査の北西側のᘏ㛗部（✄Ⲵᒇᩜୗ）を対㇟とし、５᭶16᪥に╔ᡭし、

いもりᇼの⠏造ᖺ௦を♧၀するඖ࿴ᖺ㛫（1615ࠥ 24）㡭の≉ᚩをもつᇼ石ᇉを☜ㄆしたࠋ㸴᭶ 17

᪥には⌧地ㄝ明఍を⾜い、⌧地のసᴗは㸴᭶21᪥に᏶஢したࠋ第㸰ᅇ目（いもりᇼ第３ḟ）は、10

ᖺᗘ調査区北西部の土ᶫと南ᮾ部の㩾ႃᷳྎの㸰⟠ᡤについて、遺構の構造のヲ細᳨ウを㐍ࡵる࡭く

㸶᭶10᪥に╔ᡭしたࠋこの調査では土ᶫཬࡧ㩾ႃᷳྎ石ᇉの≉ᚩや成立・ᨵಟ㐣⛬がᩚ⌮され、い

もりᇼのኚ㑄の大␎について▱見をᚓた10ࠋ᭶ 19᪥には⌧地ㄝ明఍を⾜い、⌧地のసᴗは11᭶ 22

᪥に᏶஢したࠋᙜヱᖺᗘの調査面積はྜࡏࢃて⣙3�950੍であるࠋ

ᖹᡂ�5ᖺᗘ 上グ第１⠇でグ㏙した㏻り、平成13ᖺᗘ௨㝆、いもりᇼのᩚഛィ⏬はᨵࡵて᳨ウ

されることとなったࠋᙜヱᖺᗘと16ᖺᗘは、いもりᇼᮾ部北岸のᇼᗏまでの状ἣを☜ㄆすることを

目的に、土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅ、石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍஦ົᒁᩥ化㈈ㄢ㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊがⓎ掘

主体となって、埋ⶶᩥ化㈈調査をᐇ᪋したᩥࠋ化㈈ಖㆤἲ第58᮲の㸰第１㡯に基࡙くⓎ掘調査ሗ࿌

については㸲᭶21᪥௜ࡅでᥦฟしたࠋ

ᙜヱᖺᗘは南ᮾの㩾ႃᷳྎと北岸୰ኸ௜近の㸰⟠ᡤを対㇟とし、ࡑれࡒれ第１地点・第㸰地点と࿧

⛠したࠋᇼᗏまでは、㐣ᖺᗘの࣎ーリࣥࢢ等により10㹫を㉺࠼る῝さがண され、調査地点を㗰▮

ᯈでᅖࢇで壁面をಖㆤするᥐ⨨を᥇り、第１地点は㩾ႃᷳྎの南西側㸰㎶を、第㸰地点はᮾ・西・南

の３㎶をᅖうᙧ状としたࠋ調査は㸷᭶１᪥に╔ᡭしたࠋᇼの埋土については、上部が明἞40ᖺ（1907）

௨後の埋立土であるたࡵ、この部ศについては㔜ᶵで掘๐し、࠾よࡑ㸰㹫⛬ᗘの῝さを༢఩としてἲ

面の᳨ฟ・⢭査をேຊで⾜うことを⧞り㏉しᇼᗏに⮳った୍ࠋ定の῝さ௨後は、25Wクࣞーࣥを⏝い

て᤼土のᦙฟを⾜ったࠋこれらのసᴗの⤖ᯝ、㩾ႃᷳྎ石ᇉのつᶍや石積の≉ᚩ、ᇼの῝さ、ἲ面（土

⩚）のᙧ状・つᶍや堆積状ἣに㛵する▱見をᚓることがでࡁた12ࠋ᭶㸲᪥に 量、12᭶ 21᪥には

⌧地ㄝ明఍を⾜い、⌧地のసᴗも同᪥に᏶஢したࠋ調査面積は1�280੍であるࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ ᙜヱᖺᗘは平成15ᖺᗘ第㸰地点のᮾ西に㸰⟠ᡤの調査区をタࡅ（第３・㸲地点）、

いもりᇼ北岸の構造についてᡤ見を⿵㊊することとしたࠋ前ᖺᗘ同ᵝ、土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷ

化㈈ಖㆤἲᩥࠋ石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍஦ົᒁᩥ化㈈ㄢ㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊが埋ⶶᩥ化㈈調査をᐇ᪋した、ࡅ

第58᮲の㸰第１㡯に基࡙くⓎ掘調査ሗ࿌については㸴᭶28᪥௜ࡅでᥦฟしたࠋ調査は㸶᭶17᪥に

╔ᡭした15ࠋᖺᗘと同じく調査区を㗰▮ᯈで୕方をᅖࡳ、ᇼᗏまで調査を㐍ࡵた⤖ᯝ、15ᖺᗘ調査

でᚓたἲ面の≉ᚩが࠾࠾よࡑᇼᮾ部全体にཬぶ見㏻しをᚓた12ࠋ᭶㸰᪥に 量、12᭶ 19᪥には⌧

地ㄝ明఍を⾜い、⌧地のసᴗは12᭶ 22᪥に᏶஢したࠋ調査面積は1�280੍であるࠋな࠾ᮏᖺᗘと

⩣ᖺᗘにいもりᇼཬࡧඛ⾜するᮏ୸南ᇼの⠊ᅖを対㇟に地質࣎ーリࣥࢢをᐇ᪋したࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ ᙜヱᖺᗘの調査は、平成17ᖺᗘのࠕ㔠ἑᇛබᅬいもりᇼ᚟ඖ᳨ウ఍ࠖで༠㆟され

たように、いもりᇼ南岸の఩⨨を☜ㄆすることを目的としたࠋ調査地点は南岸に㸰⟠ᡤをタ定した（第

１・㸰地点）ࠋ㔠ἑᇛබᅬ区ᇦ外であり、㔠ἑᕷのᕷ㐨の୍部に┦ᙜしているࠋ前ᖺᗘと同ᵝ、土木

部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅ、石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍஦ົᒁᩥ化㈈ㄢ㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊが埋ⶶᩥ化㈈調査を
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ᐇ᪋したᩥࠋ化㈈ಖㆤἲ第99᮲第１㡯に基࡙くⓎ掘調査ሗ࿌については㸷᭶11᪥௜ࡅでᥦฟしたࠋ

調査は㸷᭶15᪥に╔ᡭし、ᇼ南岸の⫪部にຍ࠼、ᇼの南側にᗈがるᇽᙧ㤿ሙや㎮ᕭ⏝Ỉに㛵㐃する

遺構も୍部᳨ฟしたࠋ 量については、第１地点は10᭶５᪥、第㸰地点は10᭶ 30᪥にᐇ᪋したࠋ

また10᭶５᪥には第１地点を対㇟にሗ㐨ᶵ㛵にྥࡅて⌧地ㄝ明を⾜ったࠋ⌧地のసᴗは11᭶１᪥

に᏶஢したࠋ調査面積は50੍であるࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ ᙜヱᖺᗘの調査は、平成18ᖺᗘ調査地点（第㸰地点）の西側に࠾いて、いもりᇼ

南岸のᒅ᭤部௜近の☜ㄆを目的としたࠋ前ᖺᗘと同じく調査地点は㔠ἑᇛබᅬ区ᇦ外であり、ᪧ㔠ἑ

ᕷᗈᆏᾘ㜵ฟᙇᡤᩜ地に఩⨨するࠋ土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅ、石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ（前ᖺ

ᗘにᨵ⤌）が埋ⶶᩥ化㈈調査をᐇ᪋したᩥࠋ化㈈ಖㆤἲ第99᮲第１㡯に基࡙くⓎ掘調査ሗ࿌につい

ては7᭶ 18᪥௜ࡅでᥦฟしたࠋ調査は㸶᭶17᪥に╔ᡭし、やはりᇼ南岸の⫪部やᇽᙧの遺構を᳨

ฟしたࠋ㸷᭶19᪥に 量をᐇ᪋し、㸷᭶21᪥にはሗ㐨ᶵ㛵にྥࡅて⌧地ㄝ明を⾜ったࠋ⌧地のస

ᴗは㸷᭶27᪥に᏶஢したࠋ調査面積は48੍であるࠋ

ᖹᡂ�0ᖺᗘ ᙜヱᖺᗘは、᚟ඖᩚഛを㐍ࡵていたいもりᇼ࡬のྲྀỈルート部ศを対㇟に、⥭ᛴⓎ

掘調査をᐇ᪋したࠋこの部ศは、㔠ἑᕷのᕷ㐨ཬࡧ┴ᗇ㊧地ᮾ部（ᗈᆏᮾᅬ地、⌧・しいのࡁᅬ地）

に┦ᙜし、㈈ᅋἲே石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーが平成15ᖺᗘにⓎ掘調査をᐇ᪋した㔠ἑᇛ㊧（ᇽᙧ）

のϨ区と交㘒していたࠋ土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅ、石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤが埋ⶶᩥ化㈈調査

をᐇ᪋したᩥࠋ化㈈ಖㆤἲ第99᮲第１㡯に基࡙くⓎ掘調査ሗ࿌については㸵᭶３᪥௜ࡅでᥦฟしたࠋ

調査は㸵᭶㸶᪥に╔ᡭし、いもりᇼ南岸、㎮ᕭ⏝Ỉ、石ᇉ基♏・石ิ・⁁・土ᆙ等の遺構を᳨ฟしたࠋ

㸶᭶21᪥・㸷᭶５᪥に 量をᐇ᪋し、㸷᭶22᪥に᏶஢したࠋ調査面積は48੍であるࠋな࠾、遺構

や造成土のうࡕ、᭱ୗ面で᳨ฟしたものについてはでࡁる㝈りಖㆤᥐ⨨をᇳったࠋまた調査地点北部

で᳨ฟした㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶については、ྲྀỈ⟶がࡑのୗ部を₯るように調ᩚし、ಖᏑを図ったࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ ᙜヱᖺᗘは、前ᖺ㸵᭶18᪥に⌧状ኚ᭦のチྍをᚓた㩾ႃᷳྎ石ᇉの᚟ඖᩚഛの୍

⎔として、石ᇉ南面・ᮾ面の部ศ的な᳨ฟ、上面ṧᏑ部の石ᇉの୍部積ࡳ┤しにಀる調査を目的とし、

土木部බᅬ緑地ㄢの౫㢗をཷࡅ、石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤがᐇ᪋したࠋ調査は５᭶11᪥に╔ᡭし、

㩾ႃᷳྎ石ᇉの≉ᚩにかかる▱見が㏣ຍされる等の成ᯝをᚓたࠋ㸴᭶17᪥に立面、㸵᭶５᪥に平面

の 量をᐇ᪋し、㸵᭶㸴᪥に⌧地సᴗを᏶஢したࠋ調査面積は70੍であるࠋ 

㸰．ฟᅵရᩚ⌮

ฟ土ရᩚ⌮については、主として㈈ᅋἲே石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーにጤクし、平成14～ 22ᖺ

ᗘにかࡅてᐇ᪋したࠋ

平成 19ᖺ５᭶ 22᪥には、いもりᇼ北岸調査区ฟ土㈨ᩱをጞࡵとする㉺前㉥瓦の᳨ウ఍を⾜い、

ୗグの方ࠎのᣦᑟ・༠ຊ・ຓゝをᚓたࠋ

ྜྷᒸᗣᬸ・ஂಖᬛᗣ・᳃ᓥᗣ㞝（㔠ἑᇛ調査◊✲埋ⶶᩥ化㈈ᑓ㛛ጤဨ఍）

Ἑᮧ೺ྐ（⚟஭┴ᩍ⫱ᗇ埋ⶶᩥ化㈈調査ࢱࣥࢭー・ᙜ᫬）

ᇼ 大௓（㉺前⏫ᩍ⫱ጤဨ఍）

௧࿴ඖᖺ㸴᭶17᪥には、土ᶫ調査区ฟ土のᘓ⠏部ᮦについてᨵࡵて᳨ウし、㯄 ࿴ၿጤဨ（㔠ἑ

ᇛ調査◊✲ᘓ造物ᑓ㛛ጤဨ఍）のᣦᑟ・ຓゝをᚓたࠋ

３．ጤဨ఍

石ᕝ┴は平成18ᖺ 10᭶ 27᪥௜でࠕ㔠ἑᇛἙ北㛛等の᚟ඖᩚഛᑓ㛛ጤဨ఍ࠖをタ⨨し、ࠕἙ北㛛ࠖ

ཬࠕࡧいもりᇼࠖのタィ・᪋ᕤ上のᣦ㔪等について、ᑓ㛛的・ᢏ⾡的ど点から᳨ウ、ຓゝをᚓること

としたࠋጤဨは௨ୗの㸴Ặで、石ᕝ┴▱஦がጤკしたࠋ
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㔠ἑᇛἙ北㛛等の᚟ඖᩚഛᑓ㛛ጤဨ఍ጤဨ（ᩗ⛠␎ ⫪᭩ࡁはᙜ᫬）

北ᾆ ຾ 㔠ἑ大Ꮫ大Ꮫ㝔⮬↛⛉Ꮫ◊✲⛉ᩍᤵ（土木）

北ᇉ⫄୍㑻 ඖᮾ大㜰▷期大Ꮫᩍᤵ（石ᇉ）

北㔝 ༤ྖ ᮾ北ⱁ⾡ᕤ⛉大Ꮫຓᩍᤵ（⪃ྂ）

୰ᮧ 利๎ ி㒔造ᙧⱁ⾡大Ꮫᩍᤵ（ᘓ⠏）

᪂㇂ ὒ஧ ᮾி大Ꮫྡ㄃ᩍᤵ（ᇛ㒌・土木）【๪ጤဨ㛗】

平஭ ⪷ ᫛࿴ዪ子大ᏛᏛ㛗（ᇛ㒌・ᘓ⠏）【ጤဨ㛗】

఍㆟は௨ୗの᪥⛬でィ㸴ᅇ㛤ദしたࠋ埋ⶶᩥ化㈈の調査状ἣについては、㐺ᐅሗ࿌し、ᑓ㛛的なᣦ

ᑟ・ຓゝをᚓたࠋୗグ㆟㢟はいもりᇼ㛵㐃についてᢳฟしたࠋ

第１ᅇ 平成18ᖺ 11᭶ 27᪥（᭶）

・᚟ඖᩚഛィ⏬等のᴫせ

・᚟ඖタィの基♏㈨ᩱについて（埋ⶶᩥ化㈈調査の状ἣ ᩥ⊩ྐᩱの状ἣ）

・タィの基ᮏ的஦㡯について

第㸰ᅇ 平成19ᖺ㸰᭶１᪥（木）

第３ᅇ 平成19ᖺ５᭶24᪥（木）

・いもりᇼの᚟ඖィ⏬について（᚟ඖの基ᮏ的な⪃࠼方 埋ⶶᩥ化㈈調査の⤖ᯝ ẁ㝵ᩚഛにྥࡅたㄢ㢟）

第㸲ᅇ 平成19ᖺ 11᭶ 14᪥（Ỉ）

・いもりᇼの᚟ඖィ⏬について

第５ᅇ 平成20ᖺ㸰᭶21᪥（木）

・いもりᇼのタィ（᱌）について（㩾ႃᷳྎ石ᇉについて ᇼの構造について）

第㸴ᅇ 平成21ᖺ㸰᭶19᪥（木）

・いもりᇼᩚഛᕤ஦⌧ሙ

・㩾ႃᷳྎ石ᇉについて（埋ⶶᩥ化㈈調査⤖ᯝによる石ᇉの≉性について 石ᇉの๭௜ࡅの基ᮏ方㔪について）

平成 13ᖺᗘに㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊがタ⨨されて௨㝆は、㔠ἑᇛ調査◊✲ጤဨ఍の⥲ᣓ的ᣦᑟのୗ、

主に㔠ἑᇛ調査◊✲埋ⶶᩥ化㈈ᑓ㛛ጤဨ఍・ఏ⤫ᢏ⾡（石ᇉ）ᑓ㛛ጤဨ఍よりᣦᑟ・ຓゝをᚓたࠋ

㔠ἑᇛ調査◊✲ጤဨ఍

平஭ ⪷（ጤဨ㛗） 北ᇉ ⫄୍㑻（平成18ᖺᗘまで） ᔱᓮ ୥（ᨾே） ୰ᮧ 利๎

㣕⏣ ⠊ኵ ྜྷᒸ ᗣᬸ ⬥⏣ ಟ（ᨾே）

㔠ἑᇛ調査◊✲埋ⶶᩥ化㈈ᑓ㛛ጤဨ఍

ྜྷᒸ ᗣᬸ（ጤဨ㛗） ஂಖ ᬛᗣ ༓⏣ ჆༤ ᳃ᓥ ᗣ㞝

㔠ἑᇛ調査◊✲ఏ⤫ᢏ⾡（石ᇉ）ᑓ㛛ጤဨ఍

㹙平成14～ 23ᖺᗘ㹛

北ᇉ ⫄୍㑻（ጤဨ㛗㸸平成18ᖺᗘまで） ྜྷᒸ ᗣᬸ（ጤဨ㛗㸸平成19ᖺᗘからව௵）

北ᓥ ಇᮁ 北㔝 ༤ྖ 㰻⸨ ៅ୍（平成15ᖺᗘまで） 㔠᳃ ᏳᏕ（平成16ᖺᗘから）

ᴋ ṇ຾（平成18ᖺᗘから）

㹙平成24ᖺᗘ～ @

北㔝 ༤ྖ（ጤဨ㛗） ᕷᕝ ᾈᩥ 㔠⏣ 明大 西ᙧ 㐩明 ᐑ㔛 Ꮫ
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第㸰❶ ఩⨨と⎔ቃ

第１⠇ 㔠ἑᇛと周㎶のṔྐ的⎔ቃ

㔠ἑᕷ⾤地のࡰ࡯୰ኸを༨ࡵる㔠ἑᇛ㊧は、南ᮾのᒣ地ᖏよりὶれฟす≏ᕝ・ὸ㔝ᕝによってᙧ成

された、細㛗くఙࡧる小立㔝ྎ地のඛ➃部に఩⨨するࠋᇛ外との比㧗ᕪは、పᡤに఩⨨する᪂୸に࠾

いては⣙10㹫、᭱㧗ᡤであるᮏ୸で30㹫௨上を るࠋᮏ୸からは、ప地の㔠ἑ平㔝のࡳならࡎ小

立㔝ྎ地方面࡬も═ᮃがࡁくࠋまた、ᇛのあるྎ地ඛ➃部とࡑの南ᮾに⥆くྎ地ᮏ⬦との㛫には、⮬

↛㇂がᙧ成されていたらしく㹙⸨1999㹛、ᇛ௜近の地ᙧは、ேのᡭがຍࢃる௨前から⊂立ୣ的な状ἣ

を࿊していたようであり、ᇛは⮬↛地ᙧをᕦࡳに利⏝して⠏かれたことが推ᐹされるࠋ

ᇛୗ⏫は、㔠ἑᇛを୰ᚰに小立㔝ྎ地を含むἙ岸ẁୣからἈ積平㔝にᒎ㛤しているࠋ外ᇼとしての

ෆ᝷構ᇼ、外᝷構ᇼがᇛを㐲ᕳࡁに஧㔜にᅖࡳ、ᪧ北ᅜ⾤㐨は㔠ἑᇛをᮾに㎽ᅇするようᇛୗ⏫を㏻

るࡑࠋれらを基ᖿとしてᇛୗ⏫とྛ地を⧅ࡄ⾤㐨や⾤㊰がᩚഛされたࠋこれらᇛୗ⏫の基ᮏ的な構造

は、⌧ᅾのᕷ⾤地にᘬࡁ⥅がれ、ᇛୗ⏫の⏫୪を色⃰く཯ᫎしているᵝែは、Ṕྐ㒔ᕷ・㔠ἑを≉ᚩ

ࠋるせ⣲の୍つになっているࡅ࡙

㔠ἑᇛ㊧周㎶は、⤮図等の㈨ᩱから近世௨㝆のᕷ⾤化が☜ㄆでࡁるものの、ࡑれ௨前のᵝ┦につい

てはᩥ⊩等からの推定にとどまっていたが、ᇛ㊧⮬体やᇛ地に㞄᥋する㔠ἑᇛୗ⏫遺㊧（前⏣Ặ（㛗

✀系）ᒇᩜ㊧地点）㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2002e、㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋

ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）2019c㹛・（୸のෆ㸵␒地点）㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭ

ー2014a・2015a㹛、ᗈᆏ１୎目遺㊧㹙㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）2004a・2005c・2006a・

2007a・2009a㹛のⓎ掘調査、᝷構ᇼ᚟ඖᩚഛにకう☜ㄆ調査㹙㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）

2008b・2011a・2011b・2012d・2013b・2014b・2018a㹛やᕷ⾤地෌㛤Ⓨ等にకうㅖᡤのⓎ掘調査等

により、ࡑのጼをᇉ㛫見ることがྍ⬟となったࠋまた平成23ᖺ㸲᭶１᪥には、第㸰図の㉥◚⥺ෆの

⠊ᅖが㔠ἑᇛୗ⏫遺㊧として周▱されているࠋ

ᪧ石ჾ᫬௦の遺㊧は、ᇛ外⦕の㌴ᶫ、石ᕝ㛛前土ᶫ、୸のෆ㸵␒地点の調査でᩘ点の石ჾがฟ土し

ているࠋ┴ෆに࠾いてᩘ少ないᙜヱ期の遺㊧のあり方を♧すものとしてὀ目されるࠋ

⦖ᩥ᫬௦の遺㊧は、୸のෆ㸵␒地点でⲡ๰期の᭷⯉ᑤ㢌ჾが᥇ྲྀされている௚、ᇛෆのᗄつかの調

査区で遺物のฟ土が☜ㄆされるとともに、前⏣Ặ（㛗✀系）ᒇᩜ㊧地点で、後期の㝗✰が᳨ฟされて

いるࠋᇛୗ⏫の調査でも、まとまった面積の調査がᐇ᪋された地点では遺物のฟ土がࡳられ、௒後ࡑ

のᐇែが明らかになることを期ᚅしたいࠋ

ᘺ⏕᫬௦は、前⏣Ặ（㛗✀系）ᒇᩜ㊧地点でᘺ⏕᫬௦後期後༙～⤊ᮎ期のቡୣ቎が☜ㄆされ、ᗈᆏ

１୎目遺㊧では୰期の土ჾがฟ土し、後期後༙の❿✰ᘓ物等が᳨ฟされているྂࠋቡ᫬௦は、㧗ᒸ⏫

地点㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2002d、㔠ἑᕷᩍ⫱ጤဨ఍（㔠ἑᕷ埋ⶶ

ᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）2001a、㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）2003a㹛で前期の❿✰ᘓ物が☜ㄆされ、

ୗᮏ多⏫遺㊧㹙㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー1999㹛やᙪ୕⏫୍୎目地点㹙㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈

ー）2007b㹛では୰期の遺構が、ᗈᆏ１୎目遺㊧では前期、後期の土ჾの௚、㌴㍯石や໙⋢等ࢱࣥࢭ

の遺物がฟ土して࠾り、後に㝯┒となる㞟ⴠのẕ体がฟ᮶上がっていたものと⪃࠼られるࠋ

ྂ௦では、ᇛෆの平成㸷ᖺᗘの調査に࠾いて㸶～㸷世⣖௦の掘立ᰕᘓ物㊧が᳨ฟされた௚、断片

的ではあるが、ᗄつかの調査区で遺構、遺物が☜ㄆされているࠋᇛୗでは㧗ᒸ⏫地点で㸵世⣖後༙の

❿✰ᘓ物や、༙瓦ᙜを含むྂᘧ瓦、ዉⰋ、平Ᏻ᫬௦の掘立ᰕᘓ物と、෇面◵、ᖏ㔠ල、ዉⰋ୕ᙬ等

が☜ㄆされているࠋ┴ᗇ㊧地（ᇽᙧ）㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー 2010・
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第１表 周辺の近世遺跡地名表

主要地種 特記事項

1 金沢城跡 （別掲） 城郭 （別掲） （別掲）

2 兼六園 （別掲） 庭園 （別掲） （別掲）

3 木ノ新保遺跡（久昌寺遺跡） H8(1996)・H9(1997) 寺院（墓地） 近世墓292基 金沢市埋蔵文化財センター2004b

4 木ノ新保遺跡
H5(1993)
H6(1994)・H7(1995)

寺院？（墓地）→足軽組地→
下級武家地、町人地、百姓地

近世墓、水利施設（管井戸・竹樋）、
溝（堰・しがらみ）、建物跡（土蔵基礎、木柱）

(財)石川県埋蔵文化財センター2002b
金沢市埋蔵文化財センター2005b

5 醒ヶ井遺跡 H7(1995)～H10(1998) 百姓地→下級武家地
前田氏（直之系）下屋敷
水路、水利施設（竹樋・溜升）

金沢市埋蔵文化財センター2001c
谷口・増山2004

6 長田町遺跡 H6(1994) 下級武家地 金沢市埋蔵文化財センター1998

7 昭和町遺跡 H5(1993)～H7(1995) 町人地・下級武家地 延宝５年（1677）火災資料出土、近世鞍月用水 金沢市埋蔵文化財センター2001b・2003b・2004c

8 本町一丁目遺跡
H2(1990)・H6(1994)・
H9(1997)・H15(2003)

町人地
廃棄土坑、墨書木製品多数、焼成遺構、
鍛冶関連遺物（鞴羽口、椀型鉄滓）

金沢市教育委員会1995・1997b
金沢市埋蔵文化財センター2003c・2006b

9 瓢箪町遺跡 S61(1986) 上級武家地 前田氏（主膳系）上屋敷、整地層から遺物多数出土 金沢市教育委員会1991

10
金沢城下町遺跡（安江町地区 安江町
１番地点）

H3(1991)～H5(1993)
H30(2018)～R1(2019)

町人地・中級武家地
板塀跡（布堀土坑）、墨書木製品多数、「乾山」銘向付出
土、道跡、堀、溝、建物跡、井戸、土坑

金沢市教育委員会1997a・2019a

11 金沢城下町遺跡（彦三町地点） H11(1999) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター2002

12 三社町遺跡 H3(1991)・H9(1997) 百姓地→町人地 道路 側溝、肥溜め群、操人形かしら (財)石川県埋蔵文化財センター2001b・2007

13 元菊町遺跡 S62(1987)・H1(1989) 百姓地→町人地
石川県立埋蔵文化財センター1990
(公財)石川県埋蔵文化財センター2014d

14 穴水町遺跡 H8(1996) 下級武家地 長氏下屋敷 金沢市埋蔵文化財センター1998

15 金沢城下町遺跡（高岡町地点）
H8(1996)・H10(1998)～
H11(1999)・H9(1997)

上級町人地、水溜
礎石建物、桶棺墓、廃棄土坑、瓦溜り
（鬼瓦を桟瓦で囲む）、石灯篭基壇、椀形鉄滓

金沢市埋蔵文化財センター2001a・2003a
(財)石川県埋蔵文化財センター2002d

16
金沢城下町遺跡
（前田氏（長種系）屋敷跡地点）

H8(1996)・H27(2015) 町人地→上級武家地 寛永以前の町屋遺構
(財)石川県埋蔵文化財センター2002e
金沢市埋蔵文化財センター2019c

17 長町遺跡 H8(1996) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター1998

18 広坂1丁目遺跡
H8(1996)～H12(2000)
H14(2002)・H17(2005)

中～上級武家地
寛永の大火火災資料、大型土坑
（廃棄土坑、地下室、池等）、楽焼窯道具、
惣構跡、紀年銘木製品等の基準資料検出

金沢市埋蔵文化財センター
2004a・2005c・2006a・2007a・2009a

19 下本多町遺跡 H4(1992) 下級武家地→上級武家地 宝暦の大火による火災資料 金沢市埋蔵文化財センター1999

20 金沢城下町遺跡（本多氏屋敷跡地区）

S55(1980)・H21(2009)・
H22(2010)・H26(2014)・
H27(2015)・H28(2016)・
H29(2017)

上級武家地、武家地
溝、階段（地下室？)
本多家上屋敷、塀基礎石積、門跡、石垣、道跡

石川県立埋蔵文化財センター1992
金沢市埋蔵文化財センター2012b・2018d
(公財)石川県埋蔵文化財センター2016、澤辺2019

21
金沢大学宝町遺跡
（医学部附属病院地点）他16地点

H9(1997)～H14(2002)
H23(2011)

下～中級武家地等 地下室多数 金沢大学埋蔵文化財調査センター2000～2003・2017

22
金沢大学宝町遺跡
（医学部保健学科地区）

H10(1998)・H11(1999)
H13(2001)

下～中級武家地等 金沢大学埋蔵文化財調査センター2000～2003・2017

23 経王寺遺跡 H9(1997)・H10(1998) 寺院（墓地）・中級武家地 近世初期の灰塚、池状遺構、塀跡 (財)石川県埋蔵文化財センター2002c

24 野田山墓地
H12(2000)～H14(2002)
H16(2004)～H19(2007)
H20(2008)～H24(2012)

墓地 藩主家の墓所を中核とした近世墓地
金沢市埋蔵文化財センター
2003d・2008a・2012a・2012e・2013a

25 片町二丁目遺跡 H15(2003)・H23(2011) 武家地 金沢市埋蔵文化財センター2005d

26 妙国寺門前遺跡 H15(2003) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター2006c

27 三宝寺前遺跡 H16(2004) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター2005a

28 金沢城下町遺跡（彦三町一丁目地点） H16(2004) 武家地 廃棄土坑 金沢市埋蔵文化財センター2007b

29 金沢城下町遺跡（下堤・青草町地点） H17(2005) 町人地 金沢市埋蔵文化財センター2007c

30
金沢城下町遺跡
（金沢城西外惣構跡武蔵町地点）

H17(2005)・H21(2009) 惣構 築造当初の堀、堀の改変状況  土居盛土 金沢市埋蔵文化財センター2008b・2011b

31
金沢城下町遺跡（兼六元町３番地点
兼六元町７番地点 兼六元町15番地点)

H17(2005)・H23(2011)・
H30(2018)

武家地 井戸、土坑、石組溝、石垣、石列
金沢市埋蔵文化財センター
2007b・2012a・2018b・2019a

32
金沢城下町遺跡
（金沢城東内惣構跡枯木橋北地点）

H18(2006) 惣構 堀の改変状況 金沢市埋蔵文化財センター2008b

33 玉川町遺跡 H18(2006) 武家地 土坑、溝 金沢市埋蔵文化財センター2016

34 東山一丁目遺跡 H20(2008) 町人地 鍛冶関連遺構・遺物（炉跡、鞴羽口、椀形鉄滓等） 金沢市埋蔵文化財センター2010b

35
金沢城下町遺跡
（金沢城西内惣構跡主計町地点）

H20(2008) 惣構 素掘の堀、室町～戦国期の鍛冶関連遺物 金沢市埋蔵文化財センター2011a

36
金沢城下町遺跡
（金沢城西外惣構跡升形地点）

H20(2008)～H22(2010)
H30(2018)

惣構 堀、升形遺構、建物跡、石垣 金沢市埋蔵文化財センター2012d・2013b・2018a

37 金沢城下町遺跡（本多町三丁目地点） H22(2010) 武家地 道路、水路（辰巳用水分流） 金沢市埋蔵文化財センター2012c

38
金沢城下町遺跡
（西外惣構跡本多町三丁目地点）

H21(2009) 惣構（西外惣構起点付近） 堀、土居基部 金沢市埋蔵文化財センター2012b

39
小立野四丁目遺跡
（旧天徳院加賀藩主前田家墓所）

H22(2010) 寺院、墓地 堀 金沢市埋蔵文化財センター2013c

40 金沢城下町遺跡（丸の内７番地点） H21(2009)～H23(2011) 武家地（公事場、屋敷） 庭園遺構（石組池状遺構、景石等） (公財)石川県埋蔵文化財センター2014a・2015a

41 小立野ユミノマチ遺跡 H22(2010)～H24(2012) 武家地 階段付大型土坑 (公財)石川県埋蔵文化財センター2014b・2015b

42 金沢城下町遺跡（長氏屋敷跡地区）
H24(2012)～H25(2013)
R1(2019)

上級武家地、武家地 長氏上屋敷、柱穴、建物基礎、土塀基礎 金沢市埋蔵文化財センター2015

43 片町二丁目遺跡（５番地点） H23(2011) 武家地 地下室、井戸、建物跡（石列基壇、礎石)、水路、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2014a

44 金沢城下町遺跡（東兼六町５番地点） H25(2013)～H27(2015) 墓地 土坑（甕棺墓、木棺墓等）、石列（墓石区画） (公財)石川県埋蔵文化財センター2017

45 金沢城下町遺跡（飛梅町３番地点） H25(2013)～H27(2015) 武家地
前田氏（長種系)・大音氏下屋敷
土坑（粘土採掘跡、地下室)、井戸

金沢市埋蔵文化財センター2019b

46
金沢城下町遺跡
（金沢城東内惣構跡枯木橋南地点）

H24(2012) 惣構 堀 金沢市埋蔵文化財センター2014b

47 東山南水溜跡 H21(2009) 水溜跡 金沢市埋蔵文化財センター2010a

48 柿木畠遺跡 H28(2016)・H29(2017) 武家地
曲水遺構、建物跡（土台、礎石)、区画溝、
方形石組遺構、石列、池跡、土坑、井戸

金沢市埋蔵文化財センター2017・2018a

49 金沢城下町遺跡（大手町３番地点） H29(2017) 武家地（人持組津田玄蕃邸跡) 石敷き、井戸、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2018c

50 長町三丁目遺跡 H29(2017) 武家地 土塀基礎、井戸、溝、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2018a

51 森山二丁目遺跡 H29(2017) 武家地（足軽屋敷） 道路、石敷遺構、ゴミ穴 金沢市埋蔵文化財センター2018a

52
金沢城下町遺跡
（尾張町１丁目７番地点）

H30(2018) 惣構（東内惣構） 石垣、堀、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2019a

※金沢市埋蔵文化財センター:2001年は金沢市教育委員会(金沢市埋蔵文化財センター)、2002年以降は金沢市(金沢市埋蔵文化財センター)

(財)石川県埋蔵文化財センター:石川県教育委員会・(財)石川県埋蔵文化財センター(2013年度から公益財団法人)

遺跡の特徴
文献№ 遺跡名 調査年度
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2012、石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（බ㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー 2014c㹛でも㸵世⣖後༙から10世⣖

初㢌の遺物がฟ土し、❿✰ᘓ物、掘立ᰕᘓ物等の遺構が☜ㄆされているࠋᗈᆏ１୎目遺㊧では㸵世⣖

初ࡵ㡭から11世⣖の遺物が☜ㄆされるとともに、⸨ཎᐑᘧ、平ᇛᐑᘧに‽ᣐした大量の瓦、ࠕష้ࠖ

᭩土ჾ、ࠕᑎ้ࠖ᭩瓦、௖ჾ等がฟ土し、▴ᙧの区⏬⁁、掘立ᰕᘓ物、❿✰ᘓ物等が☜ㄆされ、ྂ௦

ᑎ㝔が造Ⴀされたと⪃࠼られているࠋまた、前⏣Ặ（㛗✀系）ᒇᩜ㊧地点、୸のෆ㸵␒地点でもྂ௦

の土ჾがฟ土し、ᇛ㊧周㎶ではවභᅬのある小立㔝ྎ地側や、཯対のᑿᒣ⚄♫側等にまࡔ✵ⓑ部はあ

るが、ᚊ௧初期から㔠ἑᇛ㊧をྲྀりᅖむように遺㊧がᒎ㛤していたと᝿定され、地ᇦのᣐ点となって

いたと⪃࠼られるࠋ

୰世では、ᗈᆏ１୎目遺㊧で区⏬⁁や♏石ᘓ物、቎地等が☜ㄆされ、13世⣖後༙㡭～14世⣖௦に

┒期をᣢつᒃ㤋、ᐊ⏫ᮎ～17世⣖初㢌はᑎෆ⏫ෆの᭷ຊ⪅のᒃఫᇦか᪋タが᝿定されているࠋまた、

┴ᗇ㊧地（ᇽᙧ）では、16世⣖後༙の㤋ないしᑎ㝔の区⏬᪋タと推定される⁁、土ሠが☜ㄆされて

いる୍ࠋ方、ᇛの཯対側に఩⨨する୸のෆ㸵␒地点では遺構は୙明であるが13世⣖㡭から 17世⣖

初㢌の遺物がฟ土し、㞄᥋する石ᕝᶫⓑ㫽ᇼ調査区では16世⣖第３ᅄ༙期㡭に⠏造されたと⪃࠼ら

れる㘫෬㛵㐃遺構が☜ㄆされているࠋ㧗ᒸ⏫地点では⸆◊ᇼ状の⁁が☜ㄆされ㤋㊧の୍部と⪃࠼られ

ているࠋ

ᩥ⊩㈨ᩱからは14世⣖には⌧ᅾのஂಖᕷஎ๢ᐑ௜近にࠕᒣᓮ❑ᕷࠖが成立し、ኳᩥ15ᖺ �1546�

には⌧ᅾのᇛ地に㔠ἑᚚᇽ（㔠ἑᆓ⯋）が๰ᘓされᑎෆ⏫がᒎ㛤し、ຍ㈡地ᇦにࡅ࠾るᨻ἞・᐀ᩍ・

⤒῭のᣐ点としてⓎᒎしたとされているࠋ遺㊧からはまࡔまࡔᙜ᫬のᵝ┦をල体的に㏙࡭る࡯どの㈨

ᩱはᚓられていないものの、ྂ ௦からᘬࡑ、ࡁ⥆ࡁれらの࣋ーࢫとなった㞟ⴠのᒎ㛤がうかがࢃれるࠋ

やがて㔠ἑᚚᇽ（㔠ἑᆓ⯋）は⧊⏣ᨻᶒの前に㝗ⴠし、బஂ㛫Ặ・前⏣Ặなど⧊㇏ᨻᶒの大ྡによる

ᨭ㓄がጞまるが、このẁ㝵を遺㊧ではうまくᤊࡁ࠼れていないࠋ

ᚨᕝẶがᖥᗓを๰ጞし、㇏⮧Ặを⁛ࡰしてྡᐇともに⤫୍ᨻᶒを☜立した៞㛗・ඖ࿴期㡭、㔠ἑ

ᇛ周㎶では大ྡ前⏣Ặのᨭ㓄のୗ、ᇛୗ⏫のᩚഛが㐍⾜するࠋ⌧ᅾ、ᕷ⾤ྛᡤで調査されたᇛୗ⏫の

遺㊧地点ᩘは50かᡤをᩘ࠼るが（第㸰図・第１⾲）、まとまった量の遺構・遺物が見られるように

なるのは、この㡭௨後のことであるࠋな࠾៞㛗ᖺ㛫に⠏造されたෆ・外᝷構の୍部についてもⓎ掘調

査が⾜ࢃれて࠾り、ᙜ初の構造や、つᶍを⦰小しつつᏑ⥆・෌⏕が図られるኚ㑄㐣⛬がุ明している

㹙㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）2008b・2011a・2011b・2012d・2013b・2014b・2018a、木㉺

2013㹛ࠋᇛୗ⏫はࡑの後ᗘ㔜なる火⅏等の⅏ᐖ（寛永㸶ᖺ（1631）・同 12ᖺ（1635）の大火等）に見

～れ、また୍方でィ⏬的ᩚഛを⧞り㏉しながら、寛ᩥᖺ㛫（1661ࢃ⯙ 1672）までにࡰ࡯㦵᱁がᩚい、

௨後明἞᫬௦の初ࡵまで、୕㒔にḟࡄ大㒔ᕷとしてⓎᒎするࠋ

ඛにもあࡆたが、ᇛୗ୰ᯡに఩⨨する遺㊧としてᗈᆏ１୎目遺㊧、前⏣Ặ（㛗✀系）ᒇᩜ㊧地点、

୸のෆ㸵␒地点があるࠋᗈᆏ１୎目遺㊧は、17世⣖前༙にࡅ࠾る性᱁はな᳨࠾ウのవ地はあるものの、

㝡☢ჾのඃရが多くฟ土し、また17世⣖୰㡭௨㝆は㧗⣭Ṋᐙのᒇᩜとして、多ᵝな遺構・遺物が᳨

ฟされているࠋᇛୗ⏫遺㊧として᭱大の面積が調査されて࠾り、火⅏の比定等、௒後基‽となるᡤ見

が⵳積されている点も大ࡁくホ౯でࡁようࠋ前⏣Ặ（㛗✀系）ᒇᩜ㊧地点は、寛永16ᖺ（1639）௨後、

ᶆグの㔜⮧ᒇᩜとなったところであるが、これ௨前の遺構・遺物が඘ᐇして࠾り、初期ᇛୗ⏫のᒇᩜ

㊧と⪃࠼られているࠋ୸のෆ㸵␒地点では、16世⣖後༙～17世⣖初㢌の⏫ᒇЍ17世⣖初㢌～寛永

㸶ᖺ大火㡭の⏫ᒇЍ大火௨㝆から୓἞㸰ᖺのṊᐙᒇᩜЍ୓἞㸰ᖺ௨㝆のබ஦ሙ・Ṋᐙᒇᩜというᇛୗ

⏫遺㊧の成立、ኚ㑄がᤊ࠼られているࠋ

これらの外側に఩⨨するᏳỤ⏫・ᮏ⏫୍୎目遺㊧のྛ遺㊧は、性᱁を␗にするが、ᇛୗ⏫の୍⯡的

なᅾり方を♧すࠋᏳỤ⏫遺㊧㹙㔠ἑᕷ・㔠ἑᕷᩍ⫱ጤဨ఍1997a㹛は୰⣭⸬ኈ・⏫ேᒃఫ地が対㇟と

なる調査であるが、⏫ேの物質的なඃ఩性がㄞྲྀࡳれる、⯆味῝いࢹーࢱがᚓられたࠋᮏ⏫୍୎目遺
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㊧㹙㔠ἑᕷᩍ⫱ጤဨ఍1995㹛は⏫ேのᒃఫ地にヱᙜし、ᐩ⡵の✺ᮐ等、⏕ά⮯の強い遺物が目をᘬ

く୍方、ᘓ物・஭ᡞ・土ᆙ（粘土᥇ྲྀᆙ・ᗫᲠ土ᆙ）等の遺構㓄⨨から、ᒇᩜ地の✵㛫構造も㏣✲さ

れているࠋ木ࣀ᪂ಖ（ஂᫀᑎ含む）・୕ ♫⏫のྛ遺㊧は、ᇛୗ⦕㎶にᡤᅾするᫀஂࠋᑎ遺㊧㹙㔠ἑᕷ（㔠

ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）2004b㹛では同ྡの᭪Ὕ᐀ᑎ㝔の቎地にヱᙜする⣙300基に㐩する቎が調

査され、ᇛୗの቎ไを⪃࠼る上で㔜せな成ᯝをあࡆているࠋ木ࣀ᪂ಖ遺㊧㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）

石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2002b㹛では、቎地・㎰地から㊊㍍・ୗ⣭Ṋኈのᒇᩜ地࡬のኚᐜをうかが

うことがでࡁ、୕♫⏫遺㊧㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2007㹛でも、㎰地

から⏫ே地࡬のኚ化が遺構よりᤊ࠼られているࠋいࡎれもᇛୗ⦕㎶にࡅ࠾る㒔ᕷᇦのᣑ大を♧すⰋዲ

な஦౛であるࠋ

ࡆの௚にᇛୗ⏫から㞳れるが、㛵㐃する遺㊧としてᡞᐊ石ษ୎ሙ㊧、㔝⏣ᒣ቎地、㎮ᕭ⏝Ỉがᣲࡑ

られるࠋᡞᐊ石ษ୎ሙ㊧㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2008e・2013c㹛は㔠ἑᕷᮾ部のᡞᐊᒣ・࢟ࢦᒣ

周㎶にᗈがる᥇石㛵㐃遺㊧⩌であり、ᇛෆ石ᇉの㸷๭強を༨ࡵる石ᮦ⏘地であるᜳࠋⓙ㋃査により୎

ሙのศᕸ⠊ᅖとಖᏑ状ែが☜ㄆされ、ᡞᐊ石の≉性を㋃ま࠼た⥲ྜ的な調査◊✲により୎ሙの構造と

ኚ㑄、ᡞᐊ石の石๭ᢏ⾡などᵝࠎな点が明らかにされたࠋ㔝⏣ᒣ቎地では、቎地⛣㌿にకうᒣ㯄部ศ

の調査や⸬主前⏣ᐙ቎ᡤの 量・ヨ掘調査等がᐇ᪋されている㹙㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）

2003d・2008a・2012e㹛ࠋ㎮ᕭ⏝Ỉ㹙㔠ἑᕷ（㔠ἑᕷ埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー�2009b㹛は寛永㸷ᖺ（1632）

に㛤๐され、⤊╔点である㔠ἑᇛではᇼやᗞᅬのỈ※として利⏝されたࠋ調査でもᑟỈ⟶（木ᵽ、石

ᵽ）が☜ㄆされているࠋ上ὶ部では⏝Ỉἲ面をಖㆤするたࡵの୕ẁ石ᇉや㞈㐨などᙜ᫬の土木ᢏ⾡を

Ⰻዲに␃ࡵた遺構がṧるࠋ

�1830�ᚚᇛ୰ኍศ◻⤮図ࠖ（ᶓᒣ㝯᫛Ặⶶ）ᩥᨻ13ᖺࠕ

ᮏ୸

⸨ྑ⾨㛛୸

ᚚᐑ

㔠㇂ฟ୸

ᯇཎᒇᩜ

⋢Ἠ㝔୸

ᮾࣀ୸

ᮏ୸㝃ẁ

✄୸ࣀ⸅
Ⲵ
ᒇ
ᩜ

ᚚ
ⰼ
⏿

࠸
ࡶ
ࡾ
ᇼ

ᇽᙧ

㭯ࣀ୸

ᶫ∎㛛

஧ࣀ୸

Ἑ໭㛛

▼ᕝ㛛

ⓑ㫽ᇼ

᪂୸

ᑿᆏ㛛

኱ᡭᇼ

第３図 近世後期の㔠ἑᇛ全体図
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第㸰⠇ 㔠ἑᇛのἢ㠉

㔠ἑᇛのἢ㠉については᪤หのࠗ㔠ἑᇛ㊧埋ⶶᩥ化㈈☜ㄆ調査ሗ࿌᭩Ϩ 㹙࠘石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲

ᡤ2008d㹛がヲしく、ཧ↷されたいࠋここでは、ḟ㡫のᖺ⾲（第㸰⾲）をもって௦࠼、ⱝᖸの⿵㊊を

௜ຍしてࡁ࠾たいࠋ

ᖺ⾲では、㔠ἑᇛのṔྐを㸲期に区ศし、造成・⅏ᐖ・ಟ⠏等を୰ᚰにグ㍕した㸲つの᫬期につい

ては、利ᐙによるᇛෆᩚഛから寛永の大火までをࠕ初期㔠ἑᇛ 、ࠖ寛永大火後のᇛෆᩚഛから宝暦の

大火までをࠕ寛永の大火後 、ࠖ宝暦大火後のᇛෆᩚഛからᗫ⸬までをࠕ宝暦の大火後 、ࠖᗫ⸬から⌧ᅾ

までをࠕ近௦௨㝆ࠖとしたࠋ

初期㔠ἑᇛとࡑれ௨前については、ࡑのᵝ┦を❚うに㊊る⤮図・ᩥ⊩は極ࡵて少なく、埋ⶶᩥ化㈈

調査のᡤ見が㔜せとなるࠋ

⏬期となった⅏ᐖのうࡕ、寛永㸶ᖺ（1631）の大火は、㔠ἑᇛの㦵᱁をኚ࠼るዎᶵとなったࡑࠋ

れまではᮏ୸が୰ᚰであったが、大火をዎᶵに஧ࣀ୸がᣑ大され、ここにኊ㯇なᚚẊがႠまれたࠋこ

の஧ࣀ୸を୰ᚰとして定まった⦖ᙇりが、⌧ᅾまでཷࡅ⥅がれることとなる୍ࠋ方、宝暦㸷ᖺ（1759）

の大火は、全┒期の⤊ࢃりを㇟ᚩする⅏ᐖで、୕㝵ᷳや㎮ᕭᷳといったᮏ୸のᷳ⩌は、஧ᗘと෌ᘓさ

れることなく、石ᕝ㛛・Ἑ北㛛・ʟ ∎㛛のいࡺࢃる୕ᚚ㛛も、෌ᘓまでに10～ 30ᖺの㛗期をせしたࠋ

ᗫ⸬後では、明἞14ᖺ（1881）に஧ࣀ୸ᚚẊが焼ஸした࡯か、あらたにᇛ地を⟶㎄した㝣㌷のᡭ

によりᪧ᮶のᘓ物はḟࠎに᧔ཤされたࠋまたᇛの外ᇼ・ෆᇼの多くは埋ࡵ立てられ、ᯇཎᒇᩜ・㔠㇂

ฟ୸など⦕㎶が๐平され ᫬のᙧ状がኻࢃれた㒌もあるࠋᡓ後、㔠ἑ大Ꮫのᩜ地になってからもᵝࠎ

なᨵኚをཷࡅているࠋ

第㸲図 近世初期の㔠ἑᇛ
ຍᕞ㔠ἑஅᇛ図ࠖ（ᮾி大Ꮫ⥲ྜ図᭩㤋ⶶ）近世初期ࠕ
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時期 年号 西暦 出 来 事

前 天文15年 1546 本願寺別院として金沢御坊（金沢坊舎）を設置、金沢城の前身

天正８年 1580 佐久間盛政が入城、土塁や堀を整備

天正11年 1583
賤ヶ岳の合戦において佐久間盛政が敗北
前田利家が入城し、これ以後前田家が14代にわたり金沢城主をつとめる

天正14年 1586
天守構築、翌年に南部藩家臣北信愛が前田利家のもてなしを受け、天守をはじめ、
城内の案内をされる

天正15年 1587 石垣職人の穴太源介に知行100俵を与え召抱える

文禄元年 1592 戸室石を利用した本格的な石垣構築を開始、東ノ丸東面・北面、本丸西面の石垣を構築

慶長７年 1602 落雷により天守焼失

慶長期 本丸南面・三ノ丸北面・尾坂門の石垣を構築

元和期 東ノ丸附段・百間堀縁などの石垣を構築

元和６年 1620 本丸焼失、翌年本丸御殿などを再建

寛永８年 1631
城下町から出火、辰巳櫓に飛び火し本丸御殿など城内も延焼 【寛永の大火】
大火後二ノ丸を造成拡張し御殿を造営。大規模な城普請でほぼ現在の縄張りに近い状態
になる

寛永９年 1632 犀川上流から取水する辰巳用水を施工、城内に引水され城内外の堀が水堀化

寛永11年 1634 玉泉院丸に泉水や築山、御亭などを造成

寛永17年 1640

～

万治３年 1660

寛文元年 1661 5代藩主綱紀がはじめて入国、城内及び城下町整備や新田開発、文化振興等をすすめる

寛文２年 1662

～

寛文11年 1671

宝暦９年 1759
城下町で一万軒以上が焼失、金沢城内でも本丸・二ノ丸・三ノ丸などの主要部が全焼す
る被害 【宝暦の大火】

宝暦10年 1760 幕府に城再建と石垣修築を願い出て、修築

宝暦11年 1761 河北門石垣を修築

宝暦12年 1762 橋爪門を再建

宝暦13年 1763 五十間長屋石垣を修築、10代藩主重教二ノ丸御殿に入る

明和２年 1765 石川門石垣を修築

安永元年 1772 河北門を再建

天明８年 1788
五十間長屋や石川門などを再建
橋爪門続櫓台修理

文化５年 1808 二ノ丸火災

文化６年 1809 橋爪門を再建、12代藩主斉広二ノ丸御殿に移徙

寛政11年

安政２年

安政５年

1799

1855

1858

地震による石垣被害が大きく、石垣を修築

明治４年 1871 兵部省（のち陸軍省）の所轄となり、多くの建物が払い下げ

明治９年 1876 河北門二ノ門の渡櫓や櫓台石垣を撤去するよう進達

明治14年 1881 二ノ丸御殿から出火し、御殿の他、菱櫓・五十間長屋・橋爪門など焼失

明治15年 1882 河北門一ノ門を解体、代わりに矢来門を設置

明治40年 1907
辰巳櫓下の高石垣が崩落、石垣が幅200ｍに渡り上部2／3が取り壊され、現在残るように
段を設けて改修

昭和24年 1949 戦後、金沢大学の敷地として利用

平成７年 1995 金沢大学の敷地を城外へ移転

平成８年 1996 石川県が土地を取得し、金沢城公園として整備を開始

平成13年 2001 菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓を復元

平成20年 2008 国史跡に指定

平成22年 2010 河北門を復元、いもり堀の段階復元

平成27年 2015 橋爪門を復元、玉泉院丸庭園を再現復元

近
代
以
降

宝
暦
の
大
火
後

第２表 金沢城の沿革

20年間藩主不在、城内が荒廃

城内の損傷著しい石垣箇所を修築。玉泉院丸色紙短冊積み石垣もこの頃に構築か
鉛瓦が普及

寛
永
の
大
火
後

初
期
金
沢
城
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第３⠇ いもりᇼのἢ㠉

఩⨨

いもりᇼはⓑ㫽ᇼやⶈụᇼ（ⓒ㛫ᇼ）と同じく㔠ἑᇛの外ᇼで、ᮾࣀ୸・ᮏ୸の南から⋢Ἠ㝔୸の

西に⮳っていたࠋᮏሗ࿌では、☜ㄆ調査等をᐇ᪋したこのうࡕの南ᮾ部（ᮾࣀ୸・ᮏ୸・⸄ࣀ୸南側）

を対㇟とするࠋ

㏆ୡึᮇのᵝ┦

ᙜヱ区ᇦでは、ᮏ୸⦕㎶に近く地ᙧにἢうᙧで、ඛ⾜するᇼ（ᮏ୸南ᇼ）がᩥ⚘ᖺ㛫（1592 ～

96）にはᏑᅾしていたࠋこの遺構はඖ࿴ᖺ㛫（1615～ 24）に埋ࡵ立てられ、南側に࠾࠾よࡑ୪⾜す

るᙧで┤⥺的な平面ᙧ状の外ᇼが㛤๐されたࠋこれが明἞期まで遺Ꮡしたいもりᇼであるࠋ寛永㸶ᖺ

（1631）௨後には᭱南ᮾ北岸にᷳྎ石ᇉが造Ⴀされたࠋ௨上の状ἣはᩥ⊩・⤮図ྐᩱからは❚ࡎ࠼、

後㏙する埋ⶶᩥ化㈈調査により明らかにされたものであるࠋ

㏆ୡ๓ᮇのᵝ┦（第５・㸴図）

ṇಖඖᖺ（1644）にはいもりᇼ南ᮾの石ᇉがಟ⌮された（ࠕ前⏣㈆㔛᭩状ࠖ㔠ἑᕷ立⋢ᕝ図᭩㤋ຍ

㉺⬟ᩥᗜⶶࠕຍ㈡⸬ྐᩱࠖ୐භ、㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2019b㹛ᡤ཰）ࠋいもりᇼに㛵㐃するᩥ⊩

ྐᩱの初見で、この㡭௜近にࠕ⸆ⶶ（ࠖᙎ⸆ᗜか）があったことが▱れるࠋこの⟠ᡤはࠕ㎮ᕭஅ方ᔂ石ᇉࠖ

とされているが、宝永３ᖺ（1706）のྐᩱ（ࠕඛ♽⏤⥴ᖼ㊧ࠎ໅方等அぬࠖ㔠ἑᕷ立⋢ᕝ図᭩㤋後⸨

ᩥᗜ、㹙᪥ᮏᾏᩥ化◊✲ᐊ1976㹛ᡤ཰）ではࠕᔂ୎ሙࠖとあり、௨後近世後期には࡯かにࠕ㩾ႃஅᚚ

ᷳ 寛ࠋる࠼ࡳ等のྡ⛠がྐᩱに（ᚚᇛෆ等⛎ᢒ㸺ᚚᇛ୰等ᚚᡭ㓄அ஦㸼ࠖᡤⶶ・ᡤ཰前ᥖの㏻りࠕࠖ）

ᩥ㸰ᖺ（1662）にもᦆቯをཷࡅ（第５図⤮図ձグ㍕、ྂࠕよりබ൤Ụ⿕上ೃᚚᇛ⤮図・ᚚᅜ⤮図ᨵ⏦

ရࠎஅᖒ㸺寛ᩥᘨᖺ බ൤Ụ⿕上ೃ⤮図㸼ࠖຍ㉺⬟ᩥᗜ、㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍஦ົᒁ㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊ

2003b㹛ᡤ཰）、同㸲ᖺ（1664）にᨵಟされた（ࠕඛ♽⏤⥴ᖼ㊧ࠎ໅方等அぬ この᫬ᬑㄳをᢸᙜしࠋࠖ（

た✰⏕として、後⸨ᶒර⾨（ࠕඛ♽⏤⥴ᖼ㊧ࠎ໅方等அぬ ）ࠖやዟ※୕㑻が▱られる（ࠕዟ※ර⾨ᐙ系ࠖ

（✰ኴᐙᪧⶶ）、㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2008c㹛ᡤ཰）ࠋ

ᨵಟされた㩾ႃᷳྎ石ᇉは、ࠕຍ㈡ᅜ㔠ἑஅ⤮図 （ࠖ第５図ղ）等によると、㧗さがỈᗏより㸶㛫（⣙

14.5㹫）あり、ா࿴からᩥᨻ期にά㌍した✰⏕でᢏ⾡᭩やྐ᭩を多くⴭした後⸨ᙪ୕㑻にࠕ石ἲ極

立てたる石ᇉにて、ᚚᇛ୰第୍␒の石ᇉにೃࡳ積ࡵ ᨻ୐ᖺ ၏子୍ேఏࠖ㔠ἑᕷ立⋢ᕝ図᭩㤋ᩥࠕࠖ）

後⸨ᩥᗜ、㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2011b㹛ᡤ཰）等とグされているࠋ石ᇉは明἞期に上部（㧗さ

㸶㛫とすると⣙1/3）をኻっているたࡵ⌧状では୙明であるが、ᙪ୕㑻によるࠕのりྜつよく┦見ࠖ࠼

等のグ㍕（ᩥࠕᨻ୐ᖺ ၏子୍ேఏ ）ࠖから、཯りの強い໙㓄ࡔったとᛮࢃれるࠋ

いもり（Ᏺᐑ）ᇼのྡ⛠は、近世前期のྐᩱでは☜ㄆでࡎࡁ、またࠗ㉺Ⓩ㈡୕ᕞᚿ （࠘寛ᨻ 10～ᩥ

ᨻ㸰ᖺ�1798～ 1819�）にも見࠼ないが、ࠕᚚᇛෆ等⛎ᢒࠖなどᩥᨻ㸵ᖺ（1824）㡭にまとࡵられた

✰⏕ᙺ後⸨ᐙのᩥ᭩に⌧れる௚、ኳಖ15ᖺ（1844）స成のࠕຍᕞ㔠ἑᚚᇛ᮶ᅉ␎グ （ࠖ石ᕝ┴立図

᭩㤋ⶶ）等にグされているࠋ

いもりᇼの全ᐜは、17世⣖後༙௨㝆、⤮図にᥥ෗されているࠋ第５図ձ～մ、第㸴図յは17世⣖

後༙～18世⣖前༙の状ἣで、南ᮾの㩾ႃᷳྎをకうᬒほがᥥかれているࠋ⋢Ἠ㝔୸のἨỈ南ᮾとい

もりᇼとが㐃⤡する⾲⌧がㄆࡵられ、この部ศがもとはいもりᇼないしඛ⾜するᮏ୸南ᇼからศᒱし

たᇼであったことを♧၀しているࠋたࡔしմのᥥ෗のように、18世⣖௦にධっても⋢Ἠ㝔୸ἨỈ南

ᮾ部にỈを‣࠼た部ศがఙࡧていたのかはᐇ㝿には␲ၥで、ղの⤮図が♧すᘏ宝ᖺ㛫には埋ἐしてい
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るྍ⬟性も⪃࠼られるࠋ

ճでは、いもりᇼ北岸⦕の㐽ⶸ᪋タの大部ศ（南ᮾの㩾ႃᷳྎ、北西の✄Ⲵᒇᩜ௜近௨外、௨ୗ主

せ部とする）が土ሟであることが明グされているࠋまた㩾ႃᷳྎ・✄Ⲵᒇᩜ௜近のᥥ෗⾲⌧は土ሟで

はなく、ኴ㰘ሟと᝿定されるࠋճ～յにはሟのෆ側に㸲Ჷの㛗ᒇがあり、後のྐᩱによるとこれはṊ

ලを཰ࡵた土ⶶとされるࠋմは18世⣖前༙の状ἣで、ซ౛によるとᥥかれたሟは஧㔜ሟであるࠋな

、ヲ細なᖺ௦は୙明ながら、宝暦௨前とされるյでは、✄Ⲵᒇᩜ௜近に小つᶍなᷳྎの⾲⌧があり࠾

近世後期の⤮図とඹ㏻するࠋ

な࠾⤮図にࡳる㏻りいもりᇼはỈᇼであり、ճでは㎮ᕭ⏝ỈのศὶとࡳられるỈ㊰が᥋⥆しているࠋ

たࡔしᇼの構⠏᫬期は㎮ᕭ⏝Ỉ㛤๐にඛ⾜し、初期の状ἣはุ↛としないࠋ

㏆ୡᚋᮇのᵝ┦（第㸴図）

第㸴図ն～ոは19世⣖௨後の状ἣであるࠋ宝暦㸷ᖺ�1759�の大火で୍ᖏは焼ኻし、Ⓨ掘調査で

も⿕⅏の⑞㊧が❚ࢃれるが、⤮図によると土ⶶが୍Ჷのࡳ෌ᘓされているࠋն～ոの୕ⴥは近世後期

を௦⾲する⤮図であるが、ᇼ⦕の㐽ⶸ᪋タの⾲⌧がࡑれࡒれ␗なっているᩥࠋᨻ13ᖺ �1831�స成

のնでは、主せ部は土ሟ、㩾ႃᷳྎ௜近は᥃ሟか⇐ᩯ立とࡳられる⾲⌧であるが、ኳಖ4～ 9ᖺ（1833

～ 1838）㡭のᬒほᖺ௦が⪃࠼られるշでは主せ部にࠕሟ㊧ 、ࠖ㩾ႃᷳྎ௜近にࠕ↓཮⇐ᩯ立ࠖとのグ

㍕があるࡑࠋして჆永３ᖺ（1850）స成のոでは✄Ⲵᒇᩜ௜近を㝖ࡁ、㐽ⶸ᪋タがᥥかれていないࠋ

な࠾南岸の大部ศでは、いࡎれもᇽᙧ㤿ሙの土ሠがᇼ⦕まで㏕っているࠋまたն・ոの⤮図では、土

ሠのෆ側に平⾜するように㎮ᕭ⏝Ỉの埋ᵽがᥥ෗されているࠋ⤮図にはグされていないが、նでは木

ᵽ、ոでは石ᵽになっているとࡳられるࠋ

㏆௦௨㝆のᵝ┦

明἞㸲ᖺ（1871）にはᇛᇦがර部┬（のࡕ㝣㌷┬）の⟶㎄になったࠋ明἞５ᖺ（1872）のࠕ㔠ἑ

ᪧᇛᗷ⥲図 （ࠖ石ᕝ┴立図᭩㤋ⶶ）ではᚚⰼ⏿に土ⶶの⾲⌧がなく、この᫬までに᧔ཤされていたྍ

⬟性が㧗いࠋ明἞34ᖺ（1901）、ᗈᆏの㐨㊰ᩚഛにともない、いもりᇼ南ᮾの୍部に土砂がᢞᲠさ

れた（ࠗ ✏ᮏ㔠ἑᕷྐ ᕷ⾤⦅第ᅄ࠘P958）ࠋさらに明἞40ᖺ（1907）、⿕᭹ᗜのᩜ地ቑタにకい、い

もりᇼ北部・ᚚⰼ⏿の南側大部ศ、㧗さ⣙㸵～㸶㹫が๐平されᇼは埋ࡵ立てられるに⮳ったࠋこの᫬

ᇛෆ側の石ᇉにᙳ㡪がཬࡔࢇらしく、大㙞୍ᖏがᔂቯしたたࡵ、対ฎとしてᮏ୸・ᮾࣀ୸南面石ᇉ全

体の上部が᧔ཤされることとなった（同前P1035、㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2008d㹛P22・23）ࠋᡓ

後にධり᫛࿴22ᖺ（1947）には、第㸰ᅇᅜẸ体⫱大఍㛤ദに㝿しࢥࢫࢽࢸートがタႠされ、平成10

ᖺ（1998）まで୍⯡に利⏝されていたࠋ

― 16―



մ
ࠕ
㔠
ἑ
ᇛ
図
（
ዟ
ᮧ
ᐙ
㙚
⿄
ෆ
・
⟽
ධ
）ࠖ

>
㔠
ἑ
ᕷ
立
⋢
ᕝ
図
᭩
㤋
ⶶ

@
 
1
8
世
⣖
前
༙

ճࠕ
㔠
ἑ
ᇛ
⤮
図
ᖜ
ࠖ
>
石
ᕝ
┴
立
Ṕ
ྐ
༤
物
㤋
ⶶ

@ 
ᘏ
宝
㸲
ᖺ
～
ඖ
⚘
ᖺ
㛫
（
16
76

～
17
04
）
㡭

ղࠕ
ຍ
㈡
ᅜ
㔠
ἑ
அ
⤮
図
ࠖ
>
㔠
ἑ
ᕷ
立
⋢
ᕝ
図
᭩
㤋
ⶶ

@ 
寛
ᩥ
㸶
ᖺ
～
ᘏ
宝
ᖺ
㛫
（
16
68

～
16
81
）
㡭

ձ
ࠕ
ຍ
ᕞ
㔠
ἑ
ᇛ
⤮
図
ࠖ
>
�
බ
㈈

�
前
⏣
⫱
ᚨ
఍
ⶶ

@
 
寛
ᩥ
㸰
ᖺ
（
1
6
6
2
）

第
５
図

い
も
り
ᇼ
⤮
図
１

― 17―

Administrator
長方形



ն
ࠕ
ᚚ
ᇛ
୰
ኍ
ศ
◻
⤮
図
ࠖ
>
ᶓ
ᒣ
㝯
᫛
Ặ
ⶶ

@
 
ᩥ
ᨻ

1
3
ᖺ
（
1
8
3
0
）

յ
ࠕ
㔠
ἑ
ᇛ
୰
地
๭
⤮
図
⏥
ྕ

（ࠖ
㌴
ᶫ

ᚚ
㛛
ࣚ
リ
㧗
石
ᇉ
ୗ
）
>
㔠
ἑ
ᕷ
立
⋢
ᕝ
図
᭩
㤋
ⶶ

@
 

宝
暦
㸷
ᖺ
（
1
7
5
9
）
௨
前

շ
ࠕ
㔠
ἑ
ᚚ
ᇛ
ෆ
外
ᚚ
ᘓ
物
⤮
図
ࠖ
�
ࠕ

⸄
அ
ᚚ
୸
㎶

ࠕࠖ
⏦
㓀
அ
ᚚ
ᷳ
㎶

ࠕࠖ
㎮
ᕭ
அ
ᚚ
ᷳ
㎶
ࠖ

ࠕ
ᚚ
ཕ

ࠕࠖ
ᇽ
ᙧ
ᚚ

㤿
ሙ
ᖼ
ᚚ
細
ᕤ
ᡤ
㎶

ࠕࠖ
ᇽ
ᙧ
ᚚ
ⶶ

ࠕࠖ
ᆏ
ୗ
ᚚ
㛛
㎶

）ࠖ

>
�
බ
㈈

�
前
⏣
⫱
ᚨ
఍
ⶶ

@
 
ኳ
ಖ
㸲
～
㸷
ᖺ
（
1
8
3
3
～

3
8
）
㡭

ո
ࠕ
ᚚ
ᇛ
ศ
㛫
ᚚ
⤮
図
ࠖ
>
�
බ
㈈

�
前
⏣
⫱
ᚨ
఍
ⶶ

@
 
჆
永
３
ᖺ
（
1
8
5
0
）

第
㸴
図

い
も
り
ᇼ
⤮
図
㸰

― 18―

Administrator
長方形

Administrator
長方形



第㸲⠇ ᪤ の調査成ᯝ

㸯．㔠ἑᇛのⓎ᥀ㄪᰝ（第㸵図・第３・㸲⾲）

㔠ἑᇛ㊧にࡅ࠾る埋ⶶᩥ化㈈調査は、᫛࿴43ᖺの㔠ἑᇛᏛ⾡調査ጤဨ఍がᐇ᪋したᮏ୸・஧ࣀ୸

等のᏛ⾡調査が➃⥴であるࠋ᫛࿴50～ 61ᖺには㔠ἑ大Ꮫが主体となり、大Ꮫ᪋タタ⨨ᕤ஦にకう

調査をᐇ᪋しているࠋ

平成㸲～㸴ᖺには┴土木部がᡤ⟶する㒔ᕷィ⏬㐨㊰ᩚഛにకい、石ᕝ┴立埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーが石

ᕝ㛛前土ᶫ、㌴ᶫ㛛の୍部で調査をᐇ᪋しているࠋ平成㸶ᖺに石ᕝ┴が㔠ἑᇛ㊧の⏝地をᅜからྲྀᚓ

したことにጞまる㔠ἑᇛබᅬᩚഛ஦ᴗにకい、平成㸷～13ᖺにかࡅて石ᕝ┴立埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー

（平成10ᖺ௨㝆は（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー）が஧ࣀ୸ෆᇼ・⳻ᷳ、ᮏ୸㝃ẁ、୕ࣀ୸等の調

査をᐇ᪋したࠋ

平成13ᖺ、石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍ᩥ化㈈ㄢに㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊ（平成19ᖺᗘに石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊

✲ᡤにᨵ⤌）がタ⨨され、⩣ᖺより⤮図・ᩥ⊩、埋ⶶᩥ化㈈、ᘓ造物、ఏ⤫ᢏ⾡（石ᇉ）の㸲ศ㔝か

ら⥲ྜ的な調査◊✲が㛤ጞされたࠋ埋ⶶᩥ化㈈☜ㄆ調査஦ᴗは初期㔠ἑᇛのゎ明を目的として平成

14ᖺᗘから⥅⥆的にᐇ᪋されているࠋ調査ではᮏ୸・ᮾࣀ୸を୰ᚰにして石ᇉの構⠏㐣⛬、ᮏ୸大

ᡭ㏻㊰（⹡ཱྀ）のኚ㑄㐣⛬、ᮏ୸の造成状ἣ、ᗞᅬ遺構の᳨ฟなど多くの成ᯝがあるࠋ

平成15ᖺᗘ௨㝆はබᅬᩚഛ஦ᴗにಀる調査が෌㛤され、いもりᇼ・Ἑ北㛛・⋢Ἠ㝔୸ᗞᅬ・ᶫ∎

㛛・㰡多㛛等で᚟ඖᩚഛにかかる☜ㄆ調査がᐇ᪋されたࠋこの࡯か、㒔ᚰ地区ᩚഛ推㐍஦ᴗとして（㈈）

石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーがᇛの外㒌部にあたるᇽᙧで調査しているࠋ

㸰．ࡾࡶ࠸ᇼ࿘㎶のㄪᰝ（第㸶図）

（㸯）㌴ᶫのㄪᰝ㹙石ᕝ┴立埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー1996㹛

いもりᇼ調査区の南ᮾに㞄᥋するࠋ平成㸴ᖺ（1994）、㐨㊰ᩚഛをཎᅉとし、石ᕝ┴立埋ⶶᩥ化㈈

れもいࡎり、い࠾近世の遺構としてᮾ西方ྥに୕᮲の石ᇉ・石積が᳨ฟされてࠋーが調査したࢱࣥࢭ

もりᇼ調査区にᘏ㛗しているࠋ石ᇉ３（1800S）はいもりᇼ造Ⴀ௨前の構⠏、石ᇉ㸰（1934N）は㩾

ႃᷳྎᨵಟに㛵ࢃるᷳྎෆ部の石積、石ᇉ㸲（1931S）は㩾ႃᷳྎᮾ面�1930(）にධゅをもって㐃⥆

する石ᇉであるࠋ

（㸰）㔠ἑᇛ㊧ᇙⶶᩥ໬㈈☜ㄆㄪᰝ ᮏ୸༡（㎮ᕭᷳୗ）のㄪᰝ㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2008d㹛

いもりᇼ調査区の北側、明἞40ᖺ（1907）に๐平されたᚚⰼ⏿のṧᏑ部に఩⨨するࠋ平成14・15

ᖺᗘ（2002・2003）に初期㔠ἑᇛの構造ゎ明にಀり、㔠ἑᇛ◊✲調査ᐊが☜ㄆ調査をᐇ᪋したࠋ南

ᮾの㎮ᕭᷳ南（2002�28～ 31地点）では、ᮾ西方ྥに஧᮲（1801S・1802S）、南北方ྥに୍᮲（1803:）

の石ᇉを᳨ฟしたࠋᮏ୸南ᇼの北岸に┦ᙜする遺構で、ᩥ⚘～ඖ࿴ᖺ㛫にかࡅて、構⠏・ᗫ⤯᫬期は

୍ᵝではないが、㔜」しつつᏑ⥆したࠋいもりᇼの北岸となったᚚⰼ⏿造Ⴀに㝿し、᭱後までṧって

いた1802Sも埋ࡵ立てられているࠋ

（３）┴ᗇ㊧ᆅのㄪᰝ㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2010・2012㹛

いもりᇼ調査区の南側に఩⨨する୍ࠋᖏは近世に࠾いてࠕᇽᙧࠖと⛠され、⸬ᨻ期には⡿ⶶや㤿ሙ

等があったࠋ石ᕝ┴ᗇの⛣㌿後の㒔ᚰ地区ᩚഛ推㐍஦ᴗにಀり、平成15・16・19・20ᖺᗘに㈈ᅋἲ

ே石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーがⓎ掘調査をᐇ᪋したࠋこのう15ࡕᖺᗘϨ区は、いもりᇼ調査区（南

部）2008ᖺᗘ調査区と㔜」しているࠋいもりᇼ調査区と㐃⥆する遺構として、㤿ሙ㊧・㎮ᕭ⏝Ỉ⟶・

ụ状遺構等があるࠋまた20ᖺᗘ調査区では、ᇼ㊧とされる遺構が᳨ฟされたࠋ⬗木や石ᮦ○片のᏑ

ᅾからษ石積石ᇉのㆤ岸が᝿定されているが、遺構の性᱁や構⠏ᖺ௦のヲ細等᳨ウをせするࠋ
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第７図　金沢城跡発掘調査位置図（～令和元年度）
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第㸱⾲ 金ἑᇛ跡Ⓨ᥀調査୍ぴ（㸯）

№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

1 本丸 ত和43（1968） 金大金沢城調委 ֶज़調査 門・礎石建物跡٭࢛ Ҫ上1969・٢Ԭ1985・૿ 山1999

2 本丸ෟஈ ত和43（1968） 金大金沢城調委 ֶज़調査 Ҫ上1969・٢Ԭ1985・૿ 山1999

3 ノ丸ࡾ ত和43（1968） 金大金沢城調委 ֶज़調査 川原石石積 Ҫ上1969・٢Ԭ1985・૿ 山1999

4 二ノ丸 ত和43（1968） 金大金沢城調委 ֶज़調査 ೳ෣台跡・台所跡・ָۃ橋෇近建物跡 Ҫ上1969・٢Ԭ1985・૿ 山1999

5 二ノ丸 ত和44（1969） 県教委・金大 築૿ࣷߍ ఼ࣷ跡・ഉ水施設・用水路 県教委1970・٢Ԭ1985・૿ 山1999

6 本丸 ত和44（1969） 県教委・金大 ֶज़調査 長屋跡ؒेࡾ・櫓֊ࡾ 県教委1970・٢Ԭ1985・૿ 山1999

7 ࢛ेؒ長屋 ত和50（1975） 金大 ֶੜ会ؗผؗ建設 長屋礎石・櫓石垣 上໺1976・٢Ԭ1985・૿ 山1999

8 二ノ丸 ত和52（1977） 金大 ֶज़調査 ໌࣏ 14 年焼ࣦの఼ޚ跡 ૿・٢Ԭ1985・ʑ木1981ࠤ 山1999

9 ノ丸～࢛ेؒ長屋ؒ௨路ࡾ ত和54（1979） 金大考古ֶ研究室 ແઢΞンςφ設置 大型礎石 ૿・٢Ԭ1985・ʑ木1980ࠤ 山1999

10 ౻右Ӵ門丸北ଆ法面੄部 ত和56（1981） 金大考古ֶ研究室 ༴น設置 石垣列・瓦 ః຤΄か1986・૿ 山1999

11 部֑ݒ門ԣ北ଆࠇ ত和61（1986） 金大考古ֶ研究室 事޻ࢭք֑部่མ๷ڥ 石垣列・切石ଆߔ、瓦 ః຤΄か1989

12 兼六園（ށߐொਪఆ地） 平成元年（1989） 県埋文センター ళฮ改築 17 世ل初期の遺構面（礎石建物等） 県埋文センター1992

13 石川門前土橋（石川橋） 平成4ʵ6（1992ʵ94） 県埋文センター ಓ路整備 土橋の形成աఔ 16 世ل後൒ࠒの஁໶関連遺構等 県埋文センター1997・1998

14 ं橋 平成6（1994） 県埋文センター ಓ路整備 石垣 県埋文センター1996

15 ಺堀ୈ̍ ・࣍ඛ櫓 平成9（1997） 県埋文センター 公園整備（復元整備） 堀・橋٭（埋置͞Εた౛・ڸ・મ）・ඛ櫓礎石等 金沢城調査研究所2011d・2012C

16 本丸ෟஈ 平成10・12（1998・2000）（財）県埋文センター 公園整備（復元整備） ֊ஈ跡 金沢城調査研究所2019c

17 ノ丸ୈ̍࣍ࡾ 平成10（1998） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） మ๒所跡（஁໶場遺構）、మ๒部඼ 金沢城研究調査室2006C

18 いもり堀ୈ 1 ࣍ 平成10（1998） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） ఱਖ਼～元和ࠒの堀・土橋、元和以後の堀・櫓台 Ӝ1999ࡾ

19 長屋ؒेޒ 平成10ʵ11（1998ʵ99）（財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 石垣಺部構造 櫓・長屋礎石、17 世ل初಄の遺構面 金沢城調査研究所2011d・2012C

20 ಺堀ୈ̎࣍ 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 西൒北ଆ石垣の構造把握 金沢城調査研究所2011d・2012C

21 新丸ୈ̍࣍ 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 近代ʹ埋຅͠た堀の範囲確ఆ 金沢城調査研究所2016d

22 ノ丸ୈࡾ 2 ࣍ 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 礎石建物（番所跡）、石組Ҫށ （財）県埋文センター2002a

23 ௽ノ丸ୈ̍࣍ 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 木ඉ・石ඉ（辰巳用水） 金沢城調査研究所2016d

24 新丸ୈ̎࣍ 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 16 世ل後൒から຤期ࠒの遺構面 （財）県埋文センター2002a

25 橋爪門֎橋橋٭基礎 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 橋٭基礎の構造把握 金沢城調査研究所2011d・2012C

26 二ノ丸園路 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 礎石、石組遺構 金沢城調査研究所2016d

27 ノ丸ୈ̏࣍ࡾ 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（設備設置） 土坑 金沢城調査研究所2011d・2012C

28 ௽ノ丸ୈ̎࣍ 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 16 世ل຤期ࠒの遺構面 金沢城調査研究所2015c

29 いもり堀ୈ̎࣍ 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 慶長後൒から元和年ؒの石垣 ື屋・土ా2001

30 北ノ丸ୈ̍࣍ 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園地整備） 火૴遺構、ۭ堀跡、石瓦等 金沢城調査研究所2019c

31 いもり堀ୈ̏࣍ 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 元和以前の堀・土橋・土ඨ護岸 金ഩ瓦 ື屋・土ా΄か2001

32 ノ丸ୈ̐࣍ࡾ 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 河北門石垣台・礎石、16 世ل後൒～຤ࠒの遺構面 金沢城調査研究所2011c

33 新丸ୈ̏࣍ 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） ඌ坂門石ஈ、16 世ل後൒～຤期ࠒの遺構面 36 と߹Θͤͯඌ坂門調査とͯ͠ใࠂ 金沢城調査研究所2016d

34 ෩࿊屋ޱ門等 平成13（2001） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 石ஈ、石組ߔ 数寄屋屋敷調査区とͯ͠ใࠂ 金沢城調査研究所2016d

35 橋爪門枡形 平成13（2001） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 土坑、ϐοτ 金沢城調査研究所2015c

36 ඌ坂門 平成13（2001） （財）県埋文センター 公園整備（২࠿） 石組ߔ、路面 33 と߹Θͤඌ坂門調査とͯ͠ใࠂ 金沢城調査研究所2016d

37 本丸周辺 平成14（2002） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸ޱދ変遷の把握 金沢城調査研究所2008d

38 本丸周辺 平成15（2003） 金沢城研究調査室 保存目的調査 長屋ଓ櫓台石垣の調査等ؒेࡾ 金沢城調査研究所2008d

39 いもり堀 平成15（2003） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台のݕ出 金沢城研究調査室2004a

40 本丸周辺 平成16（2004） 金沢城研究調査室 保存目的調査 寛永大火以前の̎面の遺構面 金沢城調査研究所2008d

41 いもり堀 平成16（2004） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 築城当初の堀の規模Λ確認 金沢城研究調査室2005a

42 本丸 平成17（2005） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸ࡾ֊櫓石垣 金沢城調査研究所2014d

43 玉泉院丸 平成17（2005） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 近代の改修、石垣上部の二ॏ塀の基礎構造の把握 金沢城調査研究所2010a

44 本丸 平成18（2006） 金沢城研究調査室 保存目的調査 元和期の大規模造成、初期金沢城の礎石建物 金沢城調査研究所2014d

45 玉泉院丸（南西石垣） 平成18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 部෼修理の把握、初期金沢城石垣 公園緑地課・調査研究所2010
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第４⾲ 金沢城跡Ⓨ᥀調査୍ぴ（２）

№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

46 河北門 平成18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 残存状況、規模、改修、創建時期の把握 金沢城調査研究所2011c

47 いもり堀 平成18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城研究調査室2007a

48 本丸 平成19（2007） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所2014d

49 石川門（右方太鼓塀） 平成19（2007） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

50 玉泉院丸（南西石垣） 平成19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（石垣修築） 改修範囲と時期、初期金沢城石垣の変遷の確認 公園緑地課・調査研究所2010

51 河北門 平成19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 枡形門創建前（慶長後期以前）の遺構確認 金沢城調査研究所2011c

52 いもり堀 平成19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城調査研究所2008a

53 本丸 平成20（2008） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所2014d

54 石川門（右方太鼓塀） 平成20（2008） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

55 河北門 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石垣解体調査（ニラミ櫓台、一ノ門頬当） 金沢城調査研究所2011c

56 いもり堀 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 堀の南岸、辰巳用水石管、近世初期の石垣、石列等 金沢城調査研究所2009a

57 玉泉院丸（泉水） 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北部の遺構確認 金沢城調査研究所2015d

58 玉泉院丸（いもり坂石垣） 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 石垣変形箇所の基底部試掘 金沢城調査研究所2019c

59 兼六園栄螺山 平成21（2009） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 石垣解体調査 管理事務所・調査研究所2012

60 いもり堀 平成21（2009） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台石垣東部の残存状況確認、一部解体 金沢城調査研究所2010a

61 玉泉院丸 平成21（2009） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水中央部、北部の遺構確認（中島、出島、景石等）金沢城調査研究所2015d

62 兼六園栄螺山 平成22（2010） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 石垣解体調査 管理事務所・調査研究所2012

63 石川門（左方太鼓塀） 平成22（2010） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

64 橋爪門 平成22（2010） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠 金沢城調査研究所2015c

65 玉泉院丸 平成22（2010） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北東部の遺構確認（護岸石組・景石等） 金沢城調査研究所2015d

66 兼六園栄螺山 平成23（2011） 金沢城調査研究所 文化財修理（石垣修築）石垣・石造物の解体調査 管理事務所・調査研究所2012

67 石川門（左方太鼓塀） 平成23（2011） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

68 橋爪門 平成23（2011） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠、近世初期遺構 金沢城調査研究所2015c

69 玉泉院丸 平成23（2011） 金沢城調査研究所 公園整備 （遺構確認・復元整備）色紙短冊積石垣下の遺構確認 金沢城調査研究所2018d

70 橋爪門 平成24（2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石組暗渠、石垣台、枡形路面 金沢城調査研究所2015c

71 玉泉院丸 平成24（2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 色紙短冊積石垣周辺と滝石組上部の遺構確認 金沢城調査研究所2018d

72 玉泉院丸（南石垣） 平成25（2013） 金沢城調査研究所 公園整備 （石垣修築・復元整備）石垣の解体調査、近世初期の土塁確認 公園緑地課・調査研究所2017

73 東ノ丸 平成26（2014） 金沢城調査研究所 保存目的調査 東ノ丸庭園の遺構確認 金沢城調査研究所2018c

74 玉泉院丸 平成26（2014） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所2015a

75 玉泉院丸 平成27（2015） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認 金沢城調査研究所2015e・2016a

76 金谷出丸 平成27（2015） 金沢市埋文センター 建物新築 塀または柵跡、瓦廃棄土坑、石組遺構 金沢市埋蔵文化財センター2016a

77 玉泉院丸 平成28（2016） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所2016e・2017a

78 数寄屋屋敷北 平成29（2017） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所2018a

79 玉泉院丸 平成29（2017） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所2018a

80 玉泉院丸（南東） 平成30（2018） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所2018e･2019a

81 玉泉院丸 平成30（2018） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認 金沢城調査研究所2019a

82 玉泉院丸（北） 令和元（2019） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所2019d

A 県庁跡地（堂形） 平成15（2003） （財）県埋文センター 都心地区整備（確認調査）焼米（堂形米蔵関連遺物）、近世初期以前土塁遺構（財）県埋文センター2010

B 県庁跡地（堂形） 平成16（2004） （財）県埋文センター 都心地区整備（確認調査）足軽番所、堂形馬場 （財）県埋文センター2010

C 県庁跡地（堂形） 平成19（2007） （財）県埋文センター 都心地区整備（施設建設）古代～近世の遺構面 （財）県埋文センター2012

D 県庁跡地（堂形） 平成20（2008） （財）県埋文センター 都心地区整備（施設建設）堂形建物、石垣、堀跡、古代～中世の遺構面 （財）県埋文センター2012

E 県庁跡地（堂形） 平成24（2012） （財）県埋文センター 都心地区整備（施設建設）石列、石組遺構 （公財）県埋文センター2014c

県教委：石川県教育委員会 県埋文センター：石川県立埋蔵文化財センター （財）県埋文センター：石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター（2013年度から公益財団法人）
金沢城研究調査室：石川県教育委員会事務局文化財課金沢城研究調査室 金沢城調査研究所：石川県金沢城調査研究所
管理事務所・調査研究所：石川県金沢城・兼六園管理事務所 石川県金沢城調査研究所 公園緑地課・調査研究所：石川県土木部公園緑地課 石川県金沢城調査研究所
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第㸶図 ᪤ の調査区

㌴ᶫ調査区 石ᇉ㸰（1800S・ᕥ）・３（1934N） 西から ᮏ୸南（㎮ᕭᷳ南）調査区 㐲ᬒ 北西から

ᮏ୸南（㎮ᕭᷳ南）調査区 1801S（上）・1802S 南から ᮏ୸南（㎮ᕭᷳ南）調査区 1801S 西から

ᮏ୸南（㎮ᕭᷳ南）調査区 1802S 南から ᮏ୸南（㎮ᕭᷳ南）調査区 1803S 西から
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第３❶ 調査のᴫせ

第１⠇ 調査の目的と対㇟区ᇦ

㸯．ㄪᰝの┠ⓗ

ᮏሗ࿌の対㇟となるいもりᇼの埋ⶶᩥ化㈈Ⓨ掘調査は、㔠ἑᇛබᅬᩚഛ஦ᴗをཎᅉとし、いもりᇼ

の᚟ඖのたࡵに、ᇼの῝さやᖜ࠾よࡧἲ面のᙧ状、㩾ႃᷳྎ石ᇉのつᶍ・ᵝᘧ等の基♏的ࢹーࢱをᚓ

ること、࠾よࡧ᚟ඖいもりᇼにకうྲྀỈ㊰タ⨨を目的としたものであるࠋ

㸰．ᑐ㇟༊ᇦ

いもりᇼはᮾࣀ୸・ᮏ୸の南から⋢Ἠ㝔୸の西に⮳る㔠ἑᇛの南西側をᅖむ外ᇼであるࠋᮏሗ࿌の

対㇟区ᇦはᇼᮾ部の北岸࠾よࡧ南岸に┦ᙜするが、ᮏ᭩では前⪅をいもりᇼ北部、後⪅をいもりᇼ南

部としてሗ࿌しているࠋ

調査⟠ᡤについて、᭱小の༢఩である୍⥆ࡁのⓎ掘掘๐⠊ᅖを調査地点、近᥋する調査地点のまと

まりがᒎ㛤する区ᇦを調査区とするࠋᮏሗ࿌では調査区༢఩をඃඛし、㩾ႃᷳྎ調査区・北岸調査区・

土ᶫ調査区・✄Ⲵᒇᩜୗ調査区・南岸調査区の㡰にグ㏙したࠋまた、調査成ᯝのሗ࿌については、調

査地点の調査ᖺḟ・╔ᡭ᫬期に㛵ࢃらࡎ、調査区全体の≉ᚩや調査目的等に応じた㡰ᗎࡔてでグ㏙し

ているࠋ

㩾ႃᷳྎ調査区の調査は、平成10ᖺᗘ（1998�1地点）・平成12ᖺᗘ（第３ḟ㸸2002�2地点）・平

成 15ᖺᗘ（2003�1地点）・平成 21ᖺᗘ（2009地点）に⾜ࢃれたྛࠋ調査地点が㞄᥋・㔜」してい

ることから、୍体的にሗ࿌するࠋ

北岸調査区の調査は、平成10ᖺᗘ（1998�2地点）・平成15ᖺᗘ（2003�2地点）・平成16ᖺᗘ（2004�1・

2地点）に⾜ࢃれたྛࠋ調査地点が㞄᥋・㔜」していることから、୍体的にሗ࿌するࠋ

土ᶫ調査区の調査は、平成10ᖺᗘ（1998�3地点）と平成12ᖺᗘ（第３ḟ㸸2000�3地点）に⾜ࢃ

れたࠋ୧調査地点が㔜」していることから、୍体的にሗ࿌するࠋ

✄Ⲵᒇᩜୗ調査区の調査は、平成12ᖺᗘ（第㸰ḟ㸸2000�1地点）に⾜ࢃれたࠋ

南岸調査区の調査は、平成18ᖺᗘ（2006�1・2地点）・平成19ᖺᗘ（2007地点）、平成20ᖺᗘ（2008

地点）で調査をᐇ᪋したྛࠋ調査地点㛫の㊥㞳が㞳れているたࡵ、地点ࡈとにሗ࿌するࠋ

また、Ⓨ掘調査と୪ぶ⌧地調査の୍⎔として、平成16・17ᖺᗘに࣎ーリࣥࢢ調査をᐇ᪋した࣎ࠋー

リࣥࢢ調査の⠊ᅖは、いもりᇼ北部（平成16ᖺᗘ）࠾よࡧᮏ୸南ᇼ（平成17ᖺᗘ）のෆ部ྛ㸲⟠

ᡤであるࠋこの࡯か、平成㸶・㸷・18ᖺᗘには、いもりᇼ᚟ඖのたࡵの基♏的ࢹーࢱをᚓることを

目的に、石ᕝ┴土木部බᅬ緑地ㄢがいもりᇼ北部࠾よࡧᮏ୸南ᇼ、㩾ႃᷳྎ石ᇉのෆ部の15⟠ᡤで、

࣎ーリࣥࢢ調査をᐇ᪋して࠾り、第㸵❶でࡑの⤖ᯝもేࡏてሗ࿌するࠋな࠾、調査地点のྡ⛠につい

ては、Ⓨ掘調査地点との混同を㑊ࡅるたࡵ、౛ࡤ࠼平成16 ᖺᗘの第１地点を+16�1 地点と⛠する

こととしたࠋ

第㸰⠇ 調査の方ἲ

㸯．ㄪᰝ༊࣭ㄪᰝᆅⅬのタᐃ

調査区・調査地点については、いもりᇼの᚟ඖのたࡵの基♏的᝟ሗの☜ㄆ࠾よྲྀࡧỈ㊰タ⨨を目的

として、᮲௳に㐺した⟠ᡤを㑅ูしタ定したྛࠋ調査区・調査地点の区ศについては第㸷図に♧したࠋ

また、調査地点をさらに小区⏬に区ศして調査を㐍ࡵた部ศがあり、ヲ細については第㸲❶ᥖ㍕のྛ
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調査区の区๭図をཧ↷されたいࠋ

㩾ႃᷳྎ調査区については、1998�1・2000�2地点を㸿（１～３）～㹃（１～３）区の小区⏬に区

ศして調査を㐍ࡵたが、2003�1・2009地点では小区⏬をタ定していないࠋ北岸調査区では、1998�2

地点を㹄～㹇区に区ศして調査を⾜ったが、2003�2、2004�1・2地点に࠾いては区⏬๭を⾜っていないࠋ

土ᶫ調査区では、1998�3地点全体を㹇区として区ศし、2000�3地点について㹃１～㸴・㹀１～㸲・

㹕１～㸴の小区⏬に区ศして調査したࠋ✄Ⲵᒇᩜ調査区の調査（2000�1地点）では区⏬๭を⾜ࡎࢃ

調査したࠋ南岸調査区の2006�1・2、2007地点は小つᶍなたࡵ区⏬๭を⾜ࢃなかったが、2008地点

では㸿～㹆区の小区⏬をタ定して調査を⾜ったࠋ

㸰．ㄪᰝの᪉ἲ

Ⓨ᥀ㄪᰝ

Ⓨ掘調査に࠾いては、近௦௨後に堆積した土層を㔜ᶵにより掘๐し、近世௨後（୍部近世௨前も）

の遺構埋土࠾よࡧ堆積土・造成土についてேຊで掘๐し、⢭査したࠋ

調査グ㘓については、෗┿᧜ᙳ・ᐇ 図のస成を⾜ったࠋ෗┿᧜ᙳは35ੈ࠾よ120ੈࡧの࢕ࣇル

࣒࣓࢝ࣛで࢝ࣛー・ⓑ黒・リࣂーࢧルのྛ✀࢕ࣇル࣒を⏝いた࡯か、ࢱࢪࢹル࣓࢝ࣛも౑⏝したࠋᐇ

 図については、土層断面図・ಶู遺構のヲ細平面図は┤Ⴀ、✵୰෗┿ 量࠾よ୕ࡧḟඖࣞーࢨーィ

 による調査地点の全体平面図、石ᇉ立面・断面図はᴗ⪅ጤクによりస成したࠋ

ㄪᰝࢢ࣮ࣥࣜ࣎

࣎ーリࣥࢢ調査はጤクᴗົとしてᐇ᪋した࣎ࠋーリࣥࢢ調査は、Ⓨ掘では฿㐩でࡁない῝ᗘからの

土ተの᥇ྲྀがྍ⬟であり、大ᆺ遺構や大つᶍ造成土のつᶍ・構造、造成௨前のᪧ地ᙧ等の᥈ồに㛵し

て᭷ຠであるࠋ調査のヲ細については第㸵❶にまとࡵたࠋ

ฟᅵရᩚ⌮

ฟ土ရᩚ⌮の⤒㐣・ෆᐜについては᪤に第１❶第㸰⠇で㏙࡭ているが、ฟ土遺物のὙί・グྡ・ศ

類・᥋ྜ࠾よࡧᐇ ・トࣞーࢫの大部ศについては、石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍からጤクをཷࡅて（㈈）石ᕝ

┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーが平成14ࠥ 22ᖺᗘにᐇ᪋し、୍部を┤Ⴀで平成30～௧࿴ඖᖺᗘにᐇ᪋して

いるࠋ遺物の෗┿᧜ᙳは、平成30～௧࿴ඖᖺᗘに┤Ⴀで⾜ったࠋሗ࿌᭩のཎ✏స成࠾よࡧ⦅㞟等は、

平成30ᖺᗘ～௧࿴ඖᖺᗘにかࡅてᐇ᪋したࠋまた、いもりᇼ北岸調査区ฟ土の㉺前㉥瓦࠾よࡧᮏ୸

南ᇼฟ土の大ᆺ木〇ရについての᳨ウにあたり、ᣦᑟ・ຓゝをཷࡅた（㉺前㉥瓦㸸ྜྷᒸ埋ⶶᩥ化㈈ᑓ

㛛ጤဨ㛗࡯か（平成19ᖺᗘ）、木〇ရ㸸㯄ᘓ造物ᑓ㛛ጤဨ（௧࿴ඖᖺᗘ））ࠋ

この࡯か、平成30～௧࿴ඖᖺᗘにかࡅて、ฟ土㈨ᩱの⮬↛⛉Ꮫ的調査として、ฟ土木〇ရについて、

ᶞ✀同定、ᨺᑕ性炭⣲ᖺ௦ 定࠾よࡧሬ⭷ศᯒをᴗ⪅ጤクによりᐇ᪋したࠋこれらの調査成ᯝについ

ては第㸴❶にまとࡵたࠋ
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第㸲❶ 遺構

第 1⠇ いもりᇼ北部の調査

㸯．ㄪᰝ༊のᴫせ（第10図）

いもりᇼの埋ⶶᩥ化㈈調査は、ᇼᮾ部の北岸࠾よࡧ南岸でᐇ᪋されて࠾り、ᮏ᭩ではᇼ北岸で⾜ࢃ

れた調査をいもりᇼ北部の調査、南岸で⾜ࢃれた調査をいもりᇼ南部の調査としてሗ࿌するࠋ

いもりᇼ北部の埋ⶶᩥ化㈈調査は、平成10・12・15・16・21ᖺᗘの５ࣨᖺにࢃたってᐇ᪋されたࠋ

調査⠊ᅖがᗈ⠊にࢃたるたࡵ、㩾ႃᷳྎ調査区（平成10・12（第３ḟ）・15・21ᖺᗘ）・北岸調査区�平

成 10・15・16ᖺᗘ �・土ᶫ調査区�平成 10・12（第３ḟ）ᖺᗘ�・✄Ⲵᒇᩜୗ調査区（平成12ᖺᗘ（第

㸰ḟ））にศࡅてሗ࿌するࠋ

な࠾、いもりᇼ北部にࡅ࠾る基ᮏ的な層ᗎは、௨ୗのように大ูされるࠋ

Ϩ層㸸近⌧௦層ࠋ明἞40ᖺ（1907）のいもりᇼの埋立土、ᪧ㝣㌷᫬௦の造成土、㔠ἑ大Ꮫ᫬௦の

ࠋート造成土等からなるࢥࢫࢽࢸ

ϩ層㸸近世後期（宝暦大火（宝暦㸷ᖺ（1759））௨後）から明἞40ᖺにいもりᇼが埋ࡵ立てられ

る┤前までの土層で、いもりᇼのᗏ࠾よࡧ土⩚の堆積層に対応するࠋ

Ⅲ層㸸近世前期（いもりᇼ構⠏後～宝暦大火௨前）の土層で、Ⅲa～Ⅲ d層に細ศされるࠋⅢa層

はいもりᇼෆ外の堆積土に対応するࠋⅢb層～Ⅲd層は㩾ႃᷳྎ石ᇉの構⠏࠾よࡧᨵಟにకう土層で、

Ⅲb層は㩾ႃᷳྎ石ᇉの寛ᩥ㸲ᖺ�1664�ᨵಟにకう造成土、Ⅲc層は㩾ႃᷳྎ石ᇉのṇಖඖᖺ�1644�

ᨵಟにకう造成土、Ⅲd層は㩾ႃᷳྎ石ᇉ構⠏（寛永大火（寛永㸶ᖺ（1631））後）にకう造成土に

ࠋれ対応するࡒれࡑ

Ⅳ層㸸近世初期の土層で、いもりᇼ構⠏にకう造成土（Ⅳa層）、ᮏ୸南ᇼ（いもりᇼにඛ⾜するᇼ）

埋立土（Ⅳb層）に細ศされるࠋ

Ϭ層㸸近世初期のᮏ୸南ᇼẁ㝵の土層で、周㎶⾲土層（Ϭa層）、ᮏ୸南ᇼ第㸰ẁ㝵の⮬↛堆積層（Ϭ

b層）、ᮏ୸南ᇼ第㸰ẁ㝵の造成土（Ϭc層）、ᮏ୸南ᇼ第１ẁ㝵の造成土（Ϭd層）に細ศされるࠋ

ϭ層㸸ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層ࠋ

㸰．ㄪᰝの結ᯝ

㩾ႃᷳྎㄪᰝ༊

（㸯）ᴫせ（第11～ 20図）

ᮏ調査区は近世の⤮図によると、㔠ἑᇛの南➃、いもりᇼᮾ➃の㩾ႃᷳྎが఩⨨した地点にあたるࠋ

南ᮾに㞄᥋する㌴ᶫ調査区は、平成㸴ᖺᗘ（1994）に石ᕝ┴立埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭーによってⓎ掘調

査されている㹙石ᕝ┴立埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー1996㹛ࠋ

調査╔ᡭ前は、平成㸷ᖺまでࢥࢫࢽࢸートとして利⏝されていたたࡵ、ᶆ㧗⣙28.6㹫で平ᆠにᩚ

地されていたࠋ平成10ᖺᗘ調査（1998�1地点）に࠾いて㔜ᶵによりࢥࢫࢽࢸート造成土を㝖ཤし、

㌴ᶫ調査区で☜ㄆされた南ᮾ̺北西方ྥにᘏࡧる石ᇉ1934N（㌴ᶫ㛛ሗ࿌᭩では石ᇉ㸰としてሗ࿌）、

1800S（同石ᇉ３）、1931S（同石ᇉ㸲）の⥆ࡁを᳨ฟしたࠋまた、1931Sから⥆く㩾ႃᷳྎ（1930(・

1930S・1930:）を平面的に᳨ฟしたࠋさらに、土層断面のほᐹから、いもりᇼ北岸࠾よྎᷳࡧのᙇ

りฟし௨北は南にྥかってഴ斜する土⩚であり、ᷳྎのᙇりฟしはἙཎ石を石ᇉෆに඘ሸする஦によ

り造成されていることがศかったࠋまた調査地点北➃で、北にྥかってഴ斜しᮾ西にᘏࡧるⴠࡕ㎸ࡳ

の南➃が᳨ฟされたࠋこのⴠࡕ㎸ࡳは、いもりᇼ全体の調査成ᯝを⥲ྜ的にุ断して、いもりᇼにඛ
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立ࡕᏑᅾしたᇼ（ᮏ୸南ᇼ）ではないかと⪃࠼られたࠋ

㩾ႃᷳྎ周㎶は、明἞40ᖺ௦௨前にᘓタされたᪧ㝣㌷第୐㐃㝲⿕᭹ᗜ等のࣥࢥクリート基♏や⁀

ᱝ等により◚ቯされている⟠ᡤが多ࠎあり、ࢥࢫࢽࢸート造成土のୗには↢瓦ブロックや土⟶のṧ㧁

などがᩓᅾしていたࠋ平成12ᖺᗘ調査（2000�2地点）ではྍ⬟な㝈りこれらを㝖ཤし、ᪧ㝣㌷が๐

平したࣞ࣋ルでの㩾ႃᷳྎのጼを᳨ฟすること、㩾ႃᷳྎタ⨨௨前とタ⨨後の周㎶ᬒほのኚ㑄をᢕᥱ

することにດࡵたࠋまた、石ᇉྎ外周を地⾲から⣙2.4㹫地点（ᶆ㧗⣙26㹫、⌧ᅾの‪Ỉ点）まで

㔜ᶵ掘๐し、石ᇉ石の石ᮦຍᕤ状ἣやᨵಟ⑞㊧をほᐹし、⿬㎸層の断面⢭査等のヲ細調査を⾜ったࠋ

平成15ᖺᗘ調査（2003�1地点）では、᭦に῝く掘りୗࡆ、いもりᇼのᇼᗏの῝さ・ᙧ状、㩾ႃᷳྎ

石ᇉ（1930S・:）のつᶍ・ᙧ状࠾よࡧ᰿石の☜ㄆを⾜ったࠋ平成21ᖺᗘ調査（2009地点）では、い

もりᇼ南ᮾ➃に఩⨨する㩾ႃᷳྎの᚟ඖᩚഛにకい、㐣ᖺᗘにᐇ᪋した調査を⿵᏶するたࡵ、上面・

立面の୍部について⢭査したࠋ

石ᇉ࠾よࡧ石積ࡳの㓄⨨については、㌴ᶫ調査区で᳨ฟされた1934Nの⥆ࡁは、ᷳྎᮾ部でᙇり

ฟしの௜ࡅ᰿にἢって᳨ฟしているが、⤮図ではこの石ᇉを☜ㄆでࡁないࠋこの⥆ࡁ部ศに㛵しては、

調査の⤖ᯝ、㩾ႃᷳྎのᨵಟにకうෆ部の石積ࡳとして性᱁௜ࡅているࠋᮏ୸南ᇼの南に఩⨨する石

ᇉ1800Sは 1934Nとྥかいྜう఩⨨で᳨ฟしているが、これも⤮図では☜ㄆでࡁないࠋ㩾ႃᷳྎ石

ᇉとは┤᥋⤖ࡧつかࡎ、石のຍᕤ状ἣが㔠ἑᇛ㊧の石ᇉではྂ┦を♧すࠋ㩾ႃᷳྎ構⠏௨前に༢⊂で

Ꮡᅾした石ᇉと⪃࠼られるࠋまた、㌴ᶫ調査区で᳨ฟした1931Sの⥆ࡁを調査区ᮾ➃部で᳨ฟして

ࠋり、1930(の北➃とධゅをᙧ成していた࠾

ᷳྎ石ᇉྛ面࠾よࡧ⿬石積（1933N・1934N）、1800Sで౑⏝されている石ᇉ石は、᥍࠼の㛗さや面

のຍᕤ状ἣなどに㐪いが見られるが、これらは᫬௦による┦㐪と⪃࠼られ、ࡑのㄆ㆑はᮏ調査でุ明

したᰩ石の積まれ方や土層堆積状ἣとᩚྜしているࠋこれら調査成ᯝを⥲ྜし、㩾ႃᷳྎの周㎶ᬒほ

については、ձᮏ୸南ᇼのࡳがᏑᅾし、いもりᇼはまࡔ掘๐されていないẁ㝵、ղᮏ୸南ᇼがᗫ⤯し、

いもりᇼが掘๐されたẁ㝵、ճ㩾ႃᷳྎがタ⨨されたẁ㝵、մᷳྎタ⨨後１ᗘ目のᨵಟが⾜ࢃれたẁ

㝵（ṇಖඖᖺ（1644））、յᷳྎタ⨨後㸰ᗘ目のᨵಟが⾜ࢃれたẁ㝵（寛ᩥ㸲ᖺ�1664�）、という５つ

のẁ㝵を㋃ࢇでኚ㑄していると᝿定されるࠋ

（㸰）遺構

ձ㩾ႃᷳྎ▼ᇉ（第15・17～ 23・24ձ～յ・25・26ձղ・27～ 30・31ձ図）

㩾ႃᷳྎはいもりᇼに南南西方ྥにᙇりฟして࠾り、石ᇉは南南西、西北西、ᮾ南ᮾに面をྥࡅて

⠏かれているが、↹㞧な⾲グを㑊ࡅるたࡵ、ᮏሗ࿌ではᷳྎ石ᇉに㛵しては南南西を南、西北西を西、

ᮾ南ᮾをᮾとしてグ㏙したࠋ

᳨ฟしたᷳྎ石ᇉは、ᇼにྥかって✺ฟした主せ部ศは㛗㎶23.4㹫、▷㎶ 11.8㹫のつᶍで、⌧

Ꮡ上面のᶆ㧗28.6㹫を るࠋ㘽のᡭにᢡれ᭤がりながらᮾ側の㌴ᶫ㛛࡬⥆いていたࠋ明἞40ᖺ（1907）

にᪧ㝣㌷により上部が᧔ཤされ、いもりᇼとともに埋ࡵ立てられて࠾り、Ⓨ掘調査で基ᗏ部（ᇼᗏ）

からのṧᏑ部ศ⣙9.6㹫を☜ㄆしたࠋまた、石ᇉ周㎶のᇼᗏについて、寛ᩥ㸲ᖺᨵಟ㡭（ᶆ㧗19.0㹫）

と構⠏ᙜ初（ᶆ㧗18.0㹫）の᪂ᪧ㸰面を☜ㄆしているࠋ寛ᩥ㸶ᖺのࠕຍ㈡ᅜ㔠ἑஅ⤮図 （ࠖ㔠ἑᕷ

立⋢ᕝ図᭩㤋ⶶ）では㧗さ㸶㛫（⣙14.5㹫）とグ㍕されていることから、⌧Ꮡ石ᇉ上面より⣙4.9

㹫๐平されたと⪃࠼られるࠋ

石ᮦは全てᡞᐊ石で、青ᡞᐊ石が多ᩘを༨ࡵるࠋ≉に⠏石には比較的多ᵝな面ᙧ状の粗ຍᕤ石が⏝

いられ、面はࢶ・࣑ࣀル等のᕤලにより୎ᑀにຍᕤされ、平ᆠにᩚ࠼られていたが、西面（1930:）

のものは南面（1930S）・ᮾ面（1930(）に比࡭るとやや小ぶりの石で、面の調ᩚが粗く、พฝのṧる

ものが多いࠋまた、大ᆺ้༳をṧすᪧᮦも見られたࠋ積ࡳはᕸ積ࡳを基ᮏとするが、ややἼᡴってい

たり、஘積ࡳ・ⴠとし積ࡳ状を࿊する部ศも見られたࠋ㝮ゅ部はゅ石、ゅ⬥石、ゅᑼ石で構成されるࠋ
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ゅ石、ゅ⬥石は⢭緻にᩚ࠼られたษ石ᮦで、ゅ石はࡰ࡯┤方体状を࿊し、大面側ではゅᑼ石が1石、

小面側ではゅ⬥石が㸰石㞄᥋するࠋ஧␒ゅ⬥石࡬のゅ石の᥃かりは⥲じて小さいࠋゅ石とゅᑼ石の上

面が୍┤⥺にᥞって࠾りẁᕪが見られないࠋ㝮ゅ⛸⥺部には片ᖜ㸰～㸴㎝の明░な⦕ྲྀりຍᕤが᪋さ

れていたࠋ㛫ワ石にはᡞᐊ石が多く⏝いられたが、小ᆺのἙཎ石も西面や᰿石௜近等の⟠ᡤで比較的

多く見られたࠋᡞᐊ石㛫ワには、石ཱྀの㝽㛫にྜࡏࢃた、␎୕ゅᙧないしྎᙧにຍᕤしたᯈ状のᮦ（ᴫ

ᴂ状のものも見（20㎝前後ࡡᴫ）の㛗い࠼かに᥍࡯10㎝弱のཌさ）が⏝いられたが、ᯈ状ᮦのࡡ

られたࠋ

ᇼᗏの᰿石は㝮ゅ部ではษ石ᮦを౑⏝していたࠋゅ石では石面周⦕部を๐り㎸ࡳ（上部は上ẁの⠏

石の石面にᥞ࠼るようにຍᕤされている）、⒗状にṧされたෆ側には⢭緻な࣑ࣀຍᕤが᪋されていたࠋ

ゅ⬥石では石面上部を๐り㎸ࡳ、上ẁの⠏石の石面にᥞ࠼るようにຍᕤされて࠾り、⒗状にṧされた

ୗ部には⢭緻な࣑ࣀຍᕤが᪋されていたࠋ西面では᰿石ࡅࡔではなく᰿石┤上の石（ゅ石・ゅ⬥石）

にも同ᵝの๐り㎸ࡳຍᕤが見られるࠋまた、᰿石前面には、多量のᡞᐊࢳッࣉを含む層が☜ㄆでࡁ、

⌧地で石ᮦの調ᩚ等が⾜ࢃれたことがうかが࠼るࠋ

้༳は大ᆺのものをṧすᪧᮦの㌿⏝も見られたが、ᴫして少ない（南面で㸶✀15石、西面で㸵✀

㸷石）ࠋまた、南面の୍部の⠏石の上面に、石を積む㡰␒を᭩いたものと⪃࠼られる₎ᩘᏐ（஧༑஬、

஧༑භ等）が⦪᭩ࡁでᮒ᭩ࡁされたものを☜ㄆしたࠋ

⿬㎸ࡵはᰩ石で඘ሸされて࠾り、大（㛗㎶の平均25.4㎝、▷㎶の平均18.1㎝、㔜量の平均6.8਻）・

୰（㛗㎶の平均19.9㎝、▷㎶の平均 13.7㎝、㔜量の平均 3.1਻）・小（㛗㎶の平均15.3㎝、▷㎶

の平均10.5㎝、㔜量の平均1.4਻）の粒径に区ศでࡁたࠋᰩ石（大）はᷳྎの西・南・ᮾ側で☜ㄆ

され、ᰩ石（୰）は石ᇉ1933N・1934Nにకって見られ、ᰩ石（小）はᰩ石（୰）のୗ఩で☜ㄆされ

たことから、ᰩ石（小）は構⠏᫬㩾ႃᷳྎ石ᇉの⿬㎸ࡵ、ᰩ石（୰）はṇಖඖᖺ（1644）ᨵಟの⿬㎸ࡵ、

ᰩ石（大）は寛ᩥ㸲ᖺ（1664）ᨵಟの⿬㎸ࡵに対応すると⪃࠼られるࠋこの࡯か、南西・南ᮾの㝮

ゅ部で、ᴂ状のᩜ㔠５点（南西３、南ᮾ㸰）とᩜ㔠が⨨かれていたとࡳられる⑞㊧㸰⟠ᡤ（南ᮾ）を

☜ㄆしたࠋまた、ᇼのỈ఩は、石ᇉ南面西側のᶆ㧗⣙27.5㹫（ᇼᗏから⣙8.6㹫）の㎶りで᤼Ỉ⏝

の石ᵽを᳨ฟしたことから、㏻ᖖ27.5㹫௨ୗと推 されるࠋこれらの石ᇉの≉ᚩ࠾よᩥࡧ⊩グ㘓から、

⌧Ꮡ石ᇉは寛ᩥ㸲ᖺ�1664�のᨵಟ後（㔠ἑᇛ石ᇉ⦅ᖺ５期）のጼをṧしていると⪃࠼られるࠋな࠾、

西面のいもりᇼἲ面に᥋する部ศも、同ᵝの≉ᚩを♧して࠾り、ඛ⾜する石ᇉがṧされることなくᨵ

ಟをཷࡅたと⪃࠼られるࠋまた、南西࠾よࡧ南ᮾゅの୍部を㝖いた上部のࡰ࡯全面に、宝暦大火によ

り⁐ゎした㖄瓦の௜╔⑞が見られたࠋ

ղ㩾ႃᷳྎ▼ᇉᐶᩥ４ᖺᨵಟ࡟క࠺遺構（SX0ࠊ�ᅵ␃▼ᇉ）（第15・18・21～23・24ն・31ղճ・32・33図）

SX01は㩾ႃᷳྎ石ᇉ西面のᨵಟに㝿し、石ᇉ前面のいもりᇼ土⩚を掘り㎸ࡔࢇ、平面つᶍ⣙㸷�

㸲㹫の大つᶍな掘り㎸ࡳであるࠋ瓦・礫を多く含む土砂で埋ࡵᡠされ、ࡑの前面のᇼᗏ側に土砂ὶฟ

㜵Ṇのたࡵの土␃石ᇉが構⠏されたࠋ土␃石ᇉの⠏石は全てᡞᐊ石で、青ᡞᐊ石が多いഴྥにあるࠋ

粗ຍᕤ石積ࡔが、୍部に๭面や⮬↛面をṧしたものも見られるࠋまた、面調ᩚについては、㩾ႃᷳྎ

石ᇉと比࡭るとやや粗いഴྥにあるࠋ㧗さは⣙3.7㹫を るࠋ

ճ㩾ႃᷳྎ▼ᇉṇಖඖᖺᨵಟ࡟క࠺遺構

ᷳྎෆ部を構成するᰩ石の୰から、⤮図では☜ㄆでࡁない北面の石積ࡳを㸰ิ᳨ฟしたࠋ㌴ᶫ調

査区から⥆く石ᇉ1934N（㌴ᶫ㛛調査ሗ࿌᭩では石ᇉ㸰）࠾よࡑࡧの西側で1930Sに平⾜してᘏࡧる

1933Nで、これらは㩾ႃᷳྎのṇಖඖᖺ（1644）ᨵಟにకうෆ部の石積ࡳと⪃࠼られるࠋ

▼ᇉ��3�1（第16・17・27・28・34ձ・35ձղ・36・37図）

調査᫬に⿬石積１と࿧⛠していた北面の石積ࡳで、㌴ᶫ調査区の石ᇉ㸰からのᘏ㛗であるࠋᮏ調

査区ではᘏ㛗㸶㹫を᳨ฟし、㌴ᶫ調査区での᳨ฟศをྜࡏࢃると18.8㹫を るࠋᮏ調査区での᳨ฟ
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᭱大㧗は1.6㹫（᭱㧗点のᶆ㧗28.58㹫）で、22石を☜ㄆしているࠋ᰿石は☜ㄆでࡁていないࠋ㌴

ᶫ調査区の石ᇉ㸲（1931S）᭱上部から⣙6.8㹫の㊥㞳でࡰ࡯୪⾜に୪ぶࠋこの石積ࡳは、北に面す

る石ᇉ1800S前面の焼土層࠾よࡑࡧの上層（㩾ႃᷳྎ石ᇉ構⠏ᙜ初の⿬㎸ࡵ㸸Ⅲd層）を掘り㎸ࡳ、

掘方を粒径が୰఩のᰩ石を多量に含む層�Ⅲ c層）で埋ࡵて構⠏されているࠋ

☜ㄆされた石ᮦは、全てᡞᐊ石であったࠋ⠏石の積ࡳは、面がᥞって࠾らࡎ、上部の石がୗ部の石

より前に㏕りฟしていたࠋあ࠼て໙㓄をゝうなら、ࡰ࡯ᆶ┤な積ࡳであったࠋ⦪目地が㏻って࠾り、

石ᇉの積ࡳとゝうよりは、石ᇉ石をᔂれない⛬ᗘに積ࡳ上ࡆたような༳㇟であるࠋ

面のຍᕤ⑞には、⥺状࠾よࡧ⁲状の࣑ࣀ⑞がㄆࡵられるが、⮬↛面、๭面をṧすものも見られるࠋ

้༳は㸴石のṇ面に㸴✀類☜ㄆしているࡑࠋのෆヂは、１ࠖࠐࠕ石、１ࠖڧࠕ石、ࠕ ࠖ１石、ࠕ ࠖ１石、

ࠕ、༜ࠖ１石ࠕ ࠖ１石であるࠋ

石ᇉ1800Sとの㛫層にࡳられるᰩ石を多く含む層は、1934Nをタ⨨する㝿の掘方を埋ࡵた層と⪃࠼

られるࠋ南の掘方は1930Sにకうᰩ石（寛ᩥ㸲ᖺ�1664�ᨵಟ）によって埋ࡵられているた᳨ࡵฟし

ていないࠋまた、石ᮦの≉ᚩから、寛永期௨前の石を౑⏝していると⪃࠼られるࠋ

▼ᇉ��331（第15・16・29・30・34ղմ図）

調査᫬に⿬石積㸰と࿧⛠していた北面の石積ࡳで、᳨ฟ全㛗⣙15.7㹫を る᳨ࠋฟ᭱大㧗は1.8

㹫（᭱㧗点のᶆ㧗28.29㹫）で、29石を☜ㄆしているࠋ᰿石は☜ㄆしていないࠋ石ᇉ1930Sとは面

の᳨ฟ᭱上部㛫が⣙6.8㹫でࡰ࡯平⾜㛵ಀにあるࠋ石積ࡳの西➃は、1930:とは㔜ならない୍ࠋ方、

ᮾ➃は1930(から⣙５㹫西で᳨ฟしているࠋ石ᮦは全てᡞᐊ石であるࠋ積ࡳ方は面がᥞって࠾らࡎ、

1934N同ᵝ、石ᇉ石をᔂれない⛬ᗘに積ࡳ上ࡆたという༳㇟であるࠋ

面のຍᕤ⑞は、1934N同ᵝ、⥺状、⁲状の࣑ࣀ⑞がㄆࡵられるが、⮬↛面、๭面をṧすものも見ら

れる้ࠋ༳は㸰石の面に㸰✀類☜ㄆしているࡑࠋのෆヂは、１ࠖ⟸⎭ࠕ石、ࠕ୸ᘼࠖ１石であるࠋ

掘方はุ↛としないが、1934N同ᵝ、石積ࡳ前面にも掘方があって、石積ࡳタ⨨後ࡑこにᰩ石を埋

の⢭査により、面ࡵまた、石ᇉ⿬㎸ࠋられる࠼⪄の埋土ともࡑ前面のᰩ石層が、ࡤれ࠼⪄とࡔࢇ㎸ࡵ

の上部から᥍࠼、石ᑼにかࡅては、ᰩ石はே㢌大⛬ᗘのものが౑ࢃれて࠾り、ᷳྎ南面石࡬と⥆くࠋ

1934N同ᵝ、寛永期௨前の石を౑⏝していると⪃࠼られるࠋ

մ▼ᇉ��3�S（第17・38図）

㌴ᶫ調査区から⥆く石ᇉ（ሗ࿌᭩では石ᇉ㸲）の西➃部で、1930(とධゅをᙧ成するࠋ調査では青

ᡞᐊ石の粗ຍᕤ石による㸴石、1.8㹫を᳨ฟして࠾り、㌴ᶫ調査区での᳨ฟศをྜࡏࢃたᘏ㛗は7.8

㹫を るࠋ⠏石には方ᙧないし㛗方ᙧを࿊するつ᱁化された粗ຍᕤ石が⏝いられ、面は୎ᑀにຍᕤさ

れ、平ᆠにᩚ࠼られていたࠋ積ࡳはᕸ積ࡳであるࠋ㛫ワ石には石ཱྀの㝽㛫にྜࡏࢃて石をຍᕤしてい

るものが見られたࠋこれらの≉ᚩから、㔠ἑᇛ石ᇉ⦅ᖺ５期（寛ᩥ～ඖ⚘ᖺ㛫㡭（1661～ 1704）の

石ᇉとࡳられ、寛ᩥ㸲ᖺᨵಟの㩾ႃᷳྎ石ᇉと୍体のものと⪃࠼られるࠋ

յࡾࡶ࠸ᇼ（第15・18・31・39～ 41）

ᷳྎの西側で、北岸の土⩚面を᳨ฟしたࠋまた、土層ほᐹにより、いもりᇼ構⠏ᙜ初の土⩚を構成

する┒土層�Ⅳ a層 �を☜ㄆしたࠋ┒土は基ᮏ的に礫の多い砂質土からなり、᳨ฟした土⩚のᖜは⣙

11㹫であったࠋまた、前㏙したが、ᇼᗏは寛ᩥ㸲ᖺᨵಟ㡭（ᶆ㧗19.0㹫）と構⠏ᙜ初（ᶆ㧗18.0㹫）

の᪂ᪧ㸰面を☜ㄆしているࠋ㩾ႃᷳྎの⫼後から調査区ᮾ➃にかࡅての状ἣを見ると、構⠏ᙜ初のい

もりᇼ南ᮾ➃にはᷳྎはタࡅられなかったと⪃࠼られるࠋṇಖඖᖺ（1644）石ᇉᨵಟ᫬に掘り㎸ま

れたたࡵ、୍部で構⠏ᙜ初のいもりᇼ土⩚の状ἣが明らかでない部ศも見られるが、ᇼ北岸が後㏙す

る石ᇉ1800Sに㐃⥆していたྍ⬟性があるࠋ

ฟ土遺物は、瓦が多くฟ土しているが、㩾ႃᷳྎ石ᇉ〈௜近のᇼ堆積層（ϩ層）から、宝暦㸷ᖺ（1759）

の大火で⿕⅏したとࡳられる㖄瓦・㖡ᯈ・㖡㔥がまとまって見られたࠋ
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第 15 図 㩾ႃᷳྎ調査区 平面図１�S=1/100�
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第 20 図 㩾ႃᷳྎ調査区 平面図㸴（石᧔ཤ後）�S=1/100�
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㸨ᮏ図は、平成 21 ᖺᗘ調査᫬に平成 15 ᖺᗘ調査⤊஢後に埋ࡵᡠした土を෌掘๐した㝿、

ཎ఩⨨から⛣ືした石を᧔ཤした後、石ᇉ 1930S 上面について෌ᐇ した図であるࠋ
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鯉喉櫓台調査区 石垣 1930S・土留石垣 石材観察状況

①1930S 隅角部の石加工（東側）

稜線部の縁取り加工 合端の切り合わせ加工

角脇石に隣接する築石側面
の合端調整に、丁寧な縦ノ
ミ加工が見られた

角尻石の築石との合端は角
石側よりやや粗く仕上げら
れていた

③1930S 基底部の様相

「二十六」

④1930S 朱書

「二十□」

敷金・敷金痕跡

⑤1930S 敷金・敷金痕跡検出状況

【南西角】 【南東角】

0 1ｍ(S=1/50)

板石状 クサビ状（控えが長い）

②1930S 間詰石

第 24 図

ն土␃石ᇉ 基ᗏ部のᵝ┦
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第 25 図 㩾ႃᷳྎ調査区 石ᇉ 1930: 立面図・ᆶ┤断面図 �S=1/100�
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第26図 㩾ႃᷳྎ調査区 石ᇉ1930: 石ᮦほᐹ図・෗┿、1930( 立面図・ᆶ┤断面図・石ᮦほᐹ図�S=1/100�
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第 28 図 㩾ႃᷳྎ調査区 土層ὀグ SP1�3

Ϩ層㸸近⌧௦層
Ϩ1 ᪧ㝣㌷᫬௦のᨩ஘

Ⅲb層 近世前期㸸㩾ႃᷳྎ石ᇉ（寛ᩥ㸲ᖺᨵಟ）にకう造成土
Ⅲb1 ⿬㎸ᰩ石 大粒

Ⅲc層 近世前期㸸㩾ႃᷳྎ石ᇉ（ṇಖඖᖺᨵಟ）にకう造成土
Ⅲc1 ⿬㎸ᰩ石 Ⅲb1層よりやや小さい

Ⅲc2 ⿬㎸ᰩ石 Ⅲb1層より小粒

Ⅲc3 暗褐色土 径５㎝௨ୗの礫含む 炭粒・焼土多量に含む 遺物少量あり

Ⅲc4 灰褐色礫混土 径１～㸰㎝の礫多い ᰩ石も少量ධる

Ⅲc5 灰色礫混土 径１～㸰㎝の礫多い ᰩ石も少量ධる 㕲ศのỿ╔多い

Ⅲc6 暗灰褐色礫混土 径１～㸰㎝の礫多い 㕲ศのỿ╔多い

Ⅲc7 Ⅲc6層に似ている

Ⅲc8 暗灰褐色土 ややシルト質 濁ⓑ色シルト・ῐ黄色シルトブロック・

径１㎝⛬の礫含む

Ⅲc9 Ⅲc8層+㕲ศỿ╔

Ⅲc10 暗褐色砂礫土 径１～３㎝の礫・ᰩ石多く含む ᭱ୗに㕲ศのỿ╔

 㸻SP29�30断面Ⅲc1層

Ⅲc11 黄ⓑ色砂質土 径１㎝௨ୗの礫含む

Ⅲc12 ῐ褐色砂質土 径１㎝௨ୗの礫含む

Ⅲc13 Ⅲc12層に似ている

Ⅲc14 黄ⓑ色シルト質土

Ⅲc15 黄灰色砂質土 濁灰ⓑ色シルトブロック・径㸰～３㎝の礫・炭含む

Ⅲc16 黄褐色砂質土 径１㎝௨ୗの礫・炭含む

Ⅲc17 暗黄褐色砂質土 径１㎝௨ୗの礫・炭含む

Ⅲc18 ῐ黄褐色砂質土 径３㎝௨ୗの礫含む

Ⅲc19 ῐ黄ᶳ褐色砂質土 径１㎝⛬の礫含む

Ⅲc20 黄褐色砂質土 径㸰㎝௨ୗの礫多く含む

Ⅲc21 ῐ黄灰色砂質土 径５㎝௨ୗの石多く含む

Ⅲc22 ῐ黄灰褐色砂質土 径１～５㎝の石多く含む

Ⅲc23 暗褐色シルト質土 径１～５㎝の礫多く含む 黄ᶳ色シルトブロック含む

㸻SP29�30断面Ⅲc8層

Ⅲd層 近世前期㸸㩾ႃᷳྎ石ᇉ構⠏にకう造成土
Ⅲd1 暗褐色土 ῐ黄ⓑ色砂質土ブロックධる この層よりୗで見られるᰩ石は、

Ⅲc2層よりも小粒で、構⠏᫬のᰩ石がṧっているとࡳられる

Ⅲd2 ᶳ褐色砂質土 径㸰㎝௨ୗの礫含む

Ⅲd3 灰褐色砂質土 径㸰㎝௨ୗの礫含む

Ⅲd4 灰ⓑ色砂質土 黄灰色砂質土ブロックධる

Ⅲd5 ῐ黄褐色砂質土 径㸰㎝௨ୗの礫含む

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa1 黄灰褐色砂質土 しまりあり 径５㎝௨ୗの礫含む

Ⅳa2 暗褐色砂質土 ῐ黄灰色シルトブロック含む 径１～㸲㎝の礫含む

Ⅳa3 暗黄灰色砂質土 １㎝⛬の礫多い

Ⅳa4 濁ῐ灰シルト質土 径１㎝⛬の礫多い

Ⅳa5 ῐ黄褐色砂質土 径５㎝௨ୗの石・礫㠀ᖖに多い

Ⅳa6 ῐ褐色砂質土 径㸰㎝௨ୗの礫多く含む

Ⅳa7 褐色礫混土 径３㎝௨ୗの礫多く含む

Ⅳa8 ῐ灰色砂質土 径１㎝௨ୗの礫少量含む

Ⅳa9 暗黄褐色砂礫層 径１～㸴㎝⛬を୰ᚰに10～15㎝の石も含む 石が୰ᚰ

Ⅳa10 濁黄褐色砂礫層 径１～㸴㎝⛬を୰ᚰに10～15㎝の石も含む 石が୰ᚰ

Ⅳa11 黄褐色粗砂層 径１㎝௨ୗの礫含む

Ⅳa12 黄褐色砂礫層 径３㎝௨ୗの礫多い

Ⅳa13 黄褐色粗砂層 径１㎝௨ୗの礫含む

Ⅳa14 黄褐色砂礫層 径㸴㎝௨ୗの礫多い

Ⅳa15 褐色砂礫層 径３～10㎝の石多く含む

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の層㸸地ᒣか
ϭ1 灰色砂 径５㎝௨ୗの小石混

ϭ2 灰色砂 径１㎝௨ୗの礫含む

ϭ3 灰色砂 径１㎝௨ୗの礫多く含む やや褐色がかる

ϭ4 灰色砂 径１㎝௨ୗの礫含む

ϭ5 灰色砂 径１㎝௨ୗの礫多く含む やや褐色がかる

ϭ6 灰色砂 径１㎝௨ୗの礫含む

ϭ7 灰色砂 径１㎝௨ୗの礫多く含む

նࡾࡶ࠸ᇼ構⠏௨๓の遺構

▼ᇉ��00S（第17・34ճ・35ձճ・36ղ図）

⤮図にグ㍕されていないが、後㏙するᮏ୸南ᇼの南側で᳨ฟされた石ᇉで、ሐの南面を構成して

いたྍ⬟性があるࠋᮏ調査区ではᡞᐊ石を５石（青ᡞᐊ３石、㉥ᡞᐊが㸰石）、᳨ฟ㛗1.7㹫を☜ㄆ

し、㌴ᶫ調査区での᳨ฟศ（石ᇉ３）をྜࡏࢃるとᘏ㛗11㹫となるࠋ積ࡳはⴠとし積ࡳの部ศが目

立つࠋ᰿石は☜ㄆしていないࠋ石ᇉ1934Nとは面をྥྜࡁって⣙1.3㹫の㛫㝸をᣢってࡰ࡯୪⾜するࠋ

⠏石は๭石で、面のᙧ状がᥞって࠾らࡎ、᥍࠼も▷いࠋまた、面は⮬↛面࠾よࡧ๭面のࡳで、๭面が

目立つ้ࠋ༳は☜ㄆされていないࠋἙཎ石の㛫ワ石が多⏝されていたࠋ⿬㎸ࡵはᰩ石を主体とし、ᢳ

ฟしたᰩ石100ಶの大ࡁさをィ したところ、ࡑの平均್は㛗㎶14.9㎝、▷㎶が10.6㎝、㔜量1.6

਻であったࠋこれらの≉ᚩから、㔠ἑᇛ石ᇉ⦅ᖺ㸰期（៞㛗ᖺ㛫㡭（1596～ 1615））の構⠏と⪃࠼

られるࠋまた、この石ᇉの前面には、ሙᡤによって層のཌࡳにᕪがあるが、焼土層が堆積していたࠋ

᪤調査成ᯝから、この焼土層が寛永㸶ᖺ大火（1631）にಀる火⅏片௜層とࡳられることから、㩾ႃ

ᷳྎの構⠏は寛永㸶ᖺ௨後と⪃࠼られるࠋよって、1800Sは後㏙するᮏ୸南ᇼがᏑᅾする᫬期に構⠏

され、ᮏ୸南ᇼのᗫ⤯後も、いもりᇼの北岸に㩾ႃᷳྎ石ᇉが構⠏されるまで（ඖ࿴期～寛永大火௨

前）Ꮡ⥆して࠾り、ᙜヱ期のいもりᇼ北岸の୍部を構成していたྍ⬟性が᝿定されるࠋ

ᮏ୸༡ᇼ（第16・17・29・30・39・40図）

⤮図にグ㍕されていないが、調査区北➃部で、いもりᇼにඛ⾜するᇼの南岸の୍部を᳨ฟしているࠋ

このᇼは、ᚑ前よりࠕいもりᇼྂẁ㝵 ᪧいもりᇼࠕࠖ、 いもりᇼྂࠕࠖ、 いもりᇼにඛ⾜するᇼࠕࠖ、 ᮏࠕࠖ、

୸南ᇼࠖ等と࿧⛠されていたが、ᮏሗ࿌᭩ではࠕᮏ୸南ᇼࠖとするࠋᮏ୸の南から✄Ⲵᒇᩜまでの石

ᇉのᙧ状にἢって⺬⾜するかのようなᙧ状を࿊するとࡳられるが、南ᮾ➃にはᷳྎはなく、土⩚が⥆

いていたࠋᮏ調査区ෆで᳨ฟした⠊ᅖは調査区ᮾ➃から⣙23㹫ศで、ᇼᗏの☜ㄆには⮳っていないࠋ

࣋ーࢫとなる層は黄褐色系の砂質土または砂層で、埋土は暗灰褐色系の砂礫層であるࠋඖ࿴ᖺ㛫（1615

～ 1624）に埋ࡵ立てられ、いもりᇼにษり᭰࠼られたと⪃࠼られるࠋ
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第 34 図 㩾ႃᷳྎ調査区 石ᇉ 1934N・1933N・1800S 立面図（S=1/50）、1933N 石ᮦほᐹ図（S=1/100）
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第 36 図 㩾ႃᷳྎ調査区 土層断面図 SP25�26・SP27�28�S=1/40�

0 1ｍ(S=1/40)

0 5ｍ(S=1/300)
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Ⅲc2 暗褐色砂礫土 炭含む ややもろくしまりがない【1934N 掘方埋土】
Ⅲc3 暗黄褐色砂質土【1934N 掘方埋土】
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Ⅲd2 ᶳ色シルト【焼土層】
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（３）小結

・調査により、㩾ႃᷳྎ石ᇉ（1930S）が㧗さにして⣙9.6㹫ṧᏑしていることを☜ㄆしたࠋ寛ᩥ㸶

ᖺ（1668）のࠕຍ㈡ᅜ㔠ἑஅ⤮図 （ࠖ㔠ἑᕷ立⋢ᕝ図᭩㤋ⶶ）では、Ỉᗏより㧗さඵ㛫とグ㍕されて

いることから、ᮏ᮶の㧗さが14.5㹫と推定され、⌧Ꮡ石ᇉの上面より⣙4.9㹫㧗かったことになるࠋ

࣭㩾ႃᷳྎ石ᇉは、ᩥ⊩や埋ⶶᩥ化㈈調査の成ᯝにより、寛永㸶ᖺ大火（1631）後に⠏造され、ṇಖ

ඖᖺ（1644）・寛ᩥ㸲ᖺ（1664）にᨵಟをཷࡅたと⪃࠼られるが、石ᇉの⢭査により、⌧Ꮡ石ᇉが寛

ᩥ㸲ᖺᨵಟのጼをṧしていることが☜ㄆされたࠋ

・㩾ႃᷳྎの寛ᩥ㸲ᖺᨵಟにకう遺構として、石ᇉ西側に᥋する土⩚に࠾いて大つᶍな掘り㎸ࡳSX01

と、ᇼᗏ側にタࡅられた土␃石ᇉが᳨ฟされているࠋ

・㩾ႃᷳྎのṇಖඖᖺᨵಟを♧す⑞㊧として、ᷳྎෆ部で᳨ฟされた石積1934ࡳN࠾よࡧ 1933Nがᣲ

ࠋられるࡆ

・ᇛෆの石ᇉに౑⏝されたᡞᐊ石は㉥ᡞᐊ石が多く見られるഴྥにあるが、㩾ႃᷳྎ石ᇉで౑ࢃれた

石ᇉ石については、青ᡞᐊ石が多ᩘを༨ࡵることが≉ᚩ的であるࡑࠋの⌮⏤がዴఱなるものかは≉定

でࡁないが、㔠ἑᇛの石ᮦ利⏝を⪃࠼る上で⯆味῝い஦౛であるࠋ

・㩾ႃᷳྎ周㎶にࡅ࠾るᬒほのኚ㑄は大ࡁく஬ẁ㝵にศࡅることがでࡁ、ᷳྎタ⨨後は㸰ᗘの大ࡁな

ᔂቯとಟ⠏によるෆ部構造のኚ化があったと⪃࠼られるࠋ

第 37 図 㩾ႃᷳྎ調査区 土層断面図 SP29�30�S=1/40�
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Ⅲc6 ῐ褐色礫混土 径１～３㎝の礫・石多く含む 土は緻密

Ⅲc7 暗褐色シルト質土 径１～㸰㎝の礫多く含む Ⅲc8層に似ているがやや明るい

㠀ᖖにしまりあり
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Ⅳa1 ῐ黄灰色砂 しまりあり Ⅳa3層に似ている

Ⅳa2 ῐ黄褐色粗砂 㕲ศのたࡵか褐色強い部ศあり 径0.2～0.5㎝⛬ᗘの粗砂

Ⅳa3 ῐ黄灰色砂 Ⅳa5層よりⱝᖸῐい 濁灰ⓑ色シルトブロック含む

Ⅳa4 ῐ褐色砂 Ⅳa7層よりやや暗い

Ⅳa5 ῐ黄灰色砂 しまりあり Ⅳa7層と質は似ている

Ⅳa6 ῐ褐色砂 Ⅳa7層よりῐい
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第 38 図 㩾ႃᷳྎ調査区 石ᇉ 1931S 立面図・石ᮦほᐹ図 �S=1/100�
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㌴ᶫㄪᰝ༊䠄㻴㻢䠅

第１ẁ㝵㸸いもりᇼ掘๐௨前のẁ㝵ࠋᮏ୸㧗石ᇉにἢってᮏ୸南ᇼがᏑᅾしたࠋ

第㸰ẁ㝵㸸いもりᇼ掘๐後～㩾ႃᷳྎタ⨨௨前のẁ㝵ࠋඖ࿴ᖺ㛫（1615ࠥ 1624）と⪃࠼られるᮏ

୸南ᇼのᗫ⤯にకい、ࡑの南側にいもりᇼが掘๐されるࠋᇼ北岸は土⩚で、構⠏ᙜ初のいもりᇼ南ᮾ

➃にはᷳྎはなかったとࡳられるが、前ẁ㝵からᏑ⥆する石ᇉ1800Sがᙜ初のᇼ南ᮾ➃を構成して

いたとࡳられるࠋ

第３ẁ㝵㸸寛永㸶ᖺ（1631）の大火後、㩾ႃᷳྎ石ᇉがタ⨨されたẁ㝵ࠋ土⩚を礫の多い土でᩚ

地した後に、小粒のἙཎ石でいもりᇼを埋ࡵ立てて、ᷳྎを構⠏したとࡳられるࠋ石ᇉྎには面に้

༳が᪋された石ᇉ石が౑⏝されたࠋ

第㸲ẁ㝵㸸ṇಖඖᖺ（1644）、㩾ႃᷳྎ石ᇉの１ᗘ目のᨵಟが⾜ࢃれたẁ㝵ࠋタ⨨ᙜ初の石ᇉ石や

ᰩ石はいもりᇼにᔂれⴠࡕ、大つᶍなಟ᚟を⾜っているࠋಟ᚟にはタ⨨ᙜ初より大ࡁいἙཎ石をᰩ石

として⏝い、石ᇉ石も᪂たにしたࠋまた、土砂やᰩ石のᔂቯ、ὶฟを㜵ࡄたࡵに、ᔂれⴠࡕた石ᇉ石

を෌利⏝して1934N・1933Nをタ⨨したࠋ

第５ẁ㝵㸸寛ᩥ㸲ᖺ（1664）、㩾ႃᷳྎ石ᇉの㸰ᗘ目のᨵಟが⾜ࢃれたẁ㝵ࠋᨵಟには、前ẁ㝵よ

りさらに大ࡁいἙཎ石をᰩ石として⏝い、石ᇉ石も᪂たにしたࠋ調査᫬᳨ฟした石ᇉは、このẁ㝵の

ものであるࠋ



― 60―

第
3
9
図

㩾
ႃ
ᷳ
ྎ
調
査
区

土
層
断
面
図

S
P
3
1
�
3
2

１
�
S
=
1
/
4
0
�

0
1 ｍ

(
S
=
1
/
4
0
)

Ⅴ
a1

Ⅵ
1

Ⅵ
2

Ⅵ
3

Ⅵ
4

Ⅳ
a5

Ⅳ
a6

Ⅳ
a7

Ⅳ
a8

※
＊

28
.0

27
.5

27
.0

28
.5

29
.0

ᮏ
୸
南
ᇼ
土
⩚

SP
31

Ⅰ
1

Ⅳ
b1

Ⅳ
b2

Ⅵ
3

Ⅵ
4

Ⅵ
5

28
.0

27
5

27
.0

28
5

29
.0

※



― 61―

第
4
0
図

㩾
ႃ
ᷳ
ྎ
調
査
区

土
層
断
面
図

S
P
3
1
�
3
2

㸰
�
S
=
1
/
4
0
�

0
1 ｍ

(
S
=
1
/
4
0
)

Ϩ
層

近
⌧
௦
層

Ϩ
1

ࢸ
ࢽ
ࢫ
ࢥ
ー
ト
ࣇ
࢙
ࣥ
ࢫ
に
よ
る
᧠
஘

Ϩ
2

暗
灰
褐
色
シ
ル
ト

径
1
5
～

2
0
㎝
大
の
ᰩ
石
【
明
἞

4
0
ᖺ
ᇼ
埋
立
土
】

Ϩ
3

黒
褐
色
シ
ル
ト

⇺
瓦
が
多
く
ධ
る

礫
も
少
し
ධ
る

ϩ
層

近
世
後
期
㸸
宝
暦
大
火
௨
後
ࠥ
明
἞

4
0
ᖺ
の
堆
積
土

ϩ
1

暗
褐
色
シ
ル
ト

砂
利
・
礫
ධ
る

木
の
᰿
の
⑞
㊧
が
多
く
見
ら
れ
る
【
ᪧ
⾲
土
】

Ⅳ
a
層

近
世
初
期
㸸
い
も
り
ᇼ
構
⠏
に
క
う
造
成
土

Ⅳ
a
1

黄
褐
色
シ
ル
ト

黄
褐
粘
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
（
径
１
～
５
㎝
）
に
多
く
ධ
る

粘
質
の
層

小
礫
・
砂
利
も
少
し
ධ
る
【
土
⩚
∧
⠏
か
】

Ⅳ
a
2

黄
褐
色
砂

࡯
と
ࢇ
ど
砂
の
層

少
量
の
砂
利
ධ
る

ᅛ
く
し
ま
る
【
土
⩚
∧
⠏
か
】

Ⅳ
a
3

黄
褐
色
砂

砂
利
が
た
く
さ
ࢇ
ධ
る
【
土
⩚
∧
⠏
か
】

Ⅳ
a
4

黄
褐
色
シ
ル
ト

黄
褐
粘
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
３
～
㸲
㎝
）
に
砂
質
シ
ル
ト

砂
利
・
小
礫
が
ධ
っ
た
層

粘
土
層
【
土
⩚
∧
⠏
か
】

Ⅳ
a
5

暗
灰
褐
色
シ
ル
ト

灰
色
砂
シ
ル
ト

黄
褐
色
シ
ル
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
（
径

0
.
5
～
１
㎝
）
に
混

Ⅳ
a
6

暗
灰
褐
色
シ
ル
ト

Ⅳ
a
5
層
よ
り
少
し
小
礫
多
い

Ⅳ
a
7

暗
灰
色
シ
ル
ト

灰
褐
色
粘
ブ
ロ
ッ
ク
（
径

0
.
5
㎝
）
ධ
る

砂
利
等
少
な
い

Ⅳ
a
8

暗
灰
褐
色
シ
ル
ト

径
㸰
～
５
㎝
大
の
礫
が
多
く
ධ
る

Ⅳ
b
層

近
世
初
期
㸸
ᮏ
୸
南
ᇼ
埋
立
土

Ⅳ
b
1

暗
灰
褐
色
シ
ル
ト

砂
質

径
㸰
～
㸵
㎝
大
の
礫
ධ
る

Ⅳ
b
2

暗
灰
色
シ
ル
ト

径
３
～
５
㎝
の
礫
多
く
混

暗
褐
シ
ル
ト
と
灰
砂
質
が
径
１
～
㸰
㎝
大
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混

Ϭ
a
層

近
世
初
期
㸸
ᮏ
୸
南
ᇼ
ẁ
㝵
の
周
㎶
⾲
土
層

Ϭ
a
1

黒
灰
色
シ
ル

ト
粘
性
あ
り

炭
化
物
の
塊
（
や
ࢃ
ら
か
い
）
の
層
も
含
む

⁽
ჾ
が
ฟ
土
【
ᪧ
⾲
土
か
】

ϭ
層

ᮏ
୸
南
ᇼ
構
⠏
௨
前
の
土
層

ϭ
1

灰
色
シ
ル
ト

砂
質

礫
多
い

ϭ
2

黄
褐
色
シ
ル
ト

砂
利
含
む
୰
ᚰ
の
層

ϭ
3

暗
灰
色
シ
ル
ト

灰
色
シ
ル
ト
に
大
量
の
砂
利
が
ධ
る

砂
利
層

ϭ
4

灰
黄
褐
色
シ
ル
ト

砂
利

小
礫

暗
灰
シ
ル
ト

黄
褐
粘
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
１
㎝
大
）
が
混

ϭ
5

礫
層

径
㸰
～
３
㎝
大
の
礫
層
【
地
ᒣ
】

᧠
஘

い
も
り
ᇼ
土
⩚

SP
32

Ⅱ
1

Ⅳ
a1

Ⅰ
2

Ⅳ
a2

Ⅰ
3

Ⅳ
a3

Ⅳ
a4

Ⅳ
a5

Ⅳ
a6

Ⅳ
a7

＊

28
.0

27
.5

27
.0

28
.5

29
.0

0
5 ｍ

(
S
=
1
/
3
0
0
)



― 62―

第
4
1
図

㩾
ႃ
ᷳ
ྎ
調
査
区

土
層
断
面
図

S
P
3
3
�
3
4
�
S
=
1
/
4
0
�

0
1 ｍ

(
S
=
1
/
4
0
)

Ⅱ
3

䊥
㻤

䊥
㻥

䊥
1
㻜

䊥
1
1 䊥
1
2

䊥
1
㻟

24
.5

25
.0

25
.5

26
.0

26
.5

27
.0

27
.5

28
.0

Ⅰ
1

Ⅱ
1

Ⅳ
㼍1

䊥
1

Ⅱ
2

Ⅳ
㼍2

䊤
㻟

Ⅳ
㼍㻟

䊥
2

Ⅳ
㼍㻠

䊥
㻟

Ⅳ
㼍5

䊥
㻠

䊤
1

䊥
5

䊤
2

䊥
㻢

䊥
㻣

ᪧ
調
査
区
ト
ࣞ
ࣥ
ࢳ
ᔂ
ⴠ
⑞

Ϩ
層

近
⌧
௦
層

Ϩ
1

暗
褐
色
粘
砂
質
土

ࣞ
ࣥ
࢞
片
混
じ
る
【
᧠
஘
】

ϩ
層

近
世
後
期
㸸
宝
暦
大
火
௨
後
ࠥ
明
἞
4
0
ᖺ
の
堆
積
土

ϩ
1

黒
褐
色
粘
質
土

植
物
質
混
じ
る
【
明
἞
4
0
ᖺ
⾲
土
か
】

ϩ
2

暗
青
灰
褐
色
粘
砂
質
土

ϩ
3

灰
褐
色
土

や
や
粘
性
あ
り
砂
多
く
含
む

Ⅳ
a
層

近
世
初
期
㸸
い
も
り
ᇼ
構
⠏
に
క
う
造
成
土

Ⅳ
a
1

ῐ
黄
灰
色
砂
質
土

径
１
c
P
ᮍ
‶
の
小
礫
多
く
含
む

Ⅳ
a
2

ῐ
黄
～
ῐ
灰
色
粘
質
土

径
５
c
P
ᮍ
‶
の
礫
多
く
含
む

Ⅳ
a
3

暗
褐
色
砂
質
土

径
５
c
P
ᮍ
‶
の
礫
極
ࡵ
て
多
く
含
む

砂
礫
層
状
部
ศ
あ
り

Ⅳ
a
4

ῐ
褐
灰
色
砂
質
土

礫
の
含
ࡳ
は
少
な
く
、
比
較
的
均
質

Ⅳ
a
5

暗
ᶳ
褐
色
礫

径
５
～
1
0
c
P
礫
多
く
含
む

Ϭ
層

近
世
初
期
㸸
ᮏ
୸
南
ᇼ
ẁ

㝵
の
土
層

Ϭ
1

褐
灰
色
粘
砂
質
土

礫
の
含
ࡳ
は

少
な
く
、
比
較
的
均
質

や
や
粘
性

 
あ
り

Ỉ
平
に
堆
積

層
の
ୗ
➃

に
㓟
化
㕲
層
が
ᙧ
成
さ
れ
る

【
ᩚ
地
土
か
】

Ϭ
2

暗
黄
褐
色
砂
質
土

Ⅳ
a
4
・
Ϭ
1
層
に
比
࡭
、
径
５
c
P
ᮍ
‶
の
礫
含
む

【
ᩚ
地
土
か
】

Ϭ
3

褐
灰
色
粘
砂
質
土

ϭ
層

ᮏ
୸
南
ᇼ
構
⠏
௨
前
の
土

層
ϭ
1

暗
灰
褐
色
砂
質
土

Ⅳ
a
4
・
Ϭ
1
層
に
比
࡭
、
径
５
c
P
ᮍ
‶
の
礫
含
む

部
ศ
的
に
黒
褐
色
の
色
調
を
࿊
す

る
【
ᪧ
⾲
土
か
】

ϭ
2

黄
灰
褐
色
砂
質
土

ࢢ
ࣛ
࢖
化
㸽

ϭ
3

暗
灰
褐
色
砂
質
土

ϭ
4

ῐ
緑
灰
褐
色
砂
質
土

径
2
0
c
P
⣭

Ἑ
ཎ
石
多
く
含
む

南
࡬
⾜
く
に
つ
れ

₞
⛣
的
に
ϭ
6
層
に
⛣
⾜
か

ϭ
5

緑
灰
褐
色
砂
質
土

粗
い
粒
子
が

主
体

径
５
c
P
ᮍ
‶
の
礫
多
く
含
む

㓟
化
㕲
㢧
ⴭ
【
地
ᒣ
か
】

ϭ
6

褐
灰
～
ῐ
黄
灰
色
粘
質
土

粘
性

ࡁ
ࢃ
ࡵ
て
強
い
【
地
ᒣ
か
】

ϭ
7

暗
灰
褐
色
粘
砂
質
土

均
質

混
ᅾ
物
少
な
い
【
地
ᒣ
か
】

ϭ
8

青
灰
褐
色
粘
質
シ
ル
ト

砂
多
く

含
ࡳ
、
径
㸰
～
３
c
P
大
の
礫
少
し
含
む

【
地
ᒣ
か
】

ϭ
9

黒
灰
褐
色
シ
ル
ト

腐
植
土
・
砂

含
む
【
地
ᒣ
か
】

ϭ
1
0

ῐ
青
灰
色
粘
質
土

細
砂
含
む

【
地
ᒣ
か
】

ϭ
1
1

緑
灰
色
粘
質
土

細
砂
ⱝ
ᖸ
含

ࡳ
、
粘
性
強
い
【
地
ᒣ
か
】

ϭ
1
2

ῐ
緑
灰
色
粘
土

粘
性
強
い
【

地
ᒣ
か
】

ϭ
1
3

ᶳ
褐
色
砂
質
土
㸩
径
５
～
1
5
c
P
大
の
礫
層
【
地
ᒣ
か
】

SP
34

SP
33

0
5 ｍ

(
S
=
1
/
3
0
0
)



― 63―

໭ᓊㄪᰝ༊

（㸯）ᴫせ（第11・12・42ࠥ 50図）

ᮏ調査区は⤮図によると、いもりᇼ北岸～いもりᇼෆ部に対応する部ศで、㩾ႃᷳྎ調査区～土ᶫ

調査区㛫の、北西�南ᮾ方ྥにᘏ㛗⣙210㹫にཬぶ㛗大な調査区であるࠋ平成10ᖺᗘ（1998�2地点）・

平成15ᖺᗘ（2003�2地点）・平成16ᖺᗘ（2004�1・2地点）の３ḟにࢃたり調査が⾜ࢃれたࠋ調査

は、いもりᇼ᚟ඖィ⏬⟇定にかかる遺構☜ㄆを目的とするもので、いもりᇼの土⩚の状ἣ、ᇼᗏの῝

さ・ᙧ状等の基♏ࢹーࢱをᚓることを目的とした調査が⾜ࢃれたࠋまた、ฟ土遺物からいもりᇼ周㎶

のᘓ物のᒇ᰿瓦についての▱見をᚓたࠋ

（㸰）遺構

ձࡾࡶ࠸ᇼ（第43～ 62ձղ・63ࠥ 70ձ・71ࠥ 73図）

ᇼの土⩚については、近世初期の⠏造ᙜ初から明἞40ᖺ（1907）の埋立┤前に⮳る状ἣを☜ㄆし

たࠋᇼ୰ኸ部の2003�2地点では、近世初期の⠏造ᙜ初の面と、ࡑの上層の宝暦㸷ᖺ（1759）大火ま

でにἲ面ᔂⴠによる土砂が土⩚斜面からᇼᗏにかࡅて堆積してᙧ成された面（Ⅲa層上面）、࠾よࡧ

明἞40ᖺのᇼ埋立┤前までの面を☜ㄆしたࠋまた、ᇼ西部の2004�2地点、ᮾ部の2004�1地点では、

近世初期の⠏造ᙜ初の面と明἞40ᖺのᇼ埋立┤前までの面を☜ㄆしたࠋこの୧地点のᇼᗏでも、宝

暦大火௨前にἲ面ᔂⴠにより▷期㛫で堆積したとࡳられる土砂を☜ㄆした（Ⅲa層）ࠋこのようなᇼ

ᗏの状ἣから、いもりᇼではᇼ構⠏ᙜ初のጼにᡠすような大つᶍなᇼࡊら࠼が⾜ࢃれなかったと⪃࠼

られるࠋまた、土⩚の斜面上から石ᇉ石や礫がまとまって᳨ฟされる状ἣも見られたࠋⅢa層の上に

は焼土（粒・塊）や⁐ゎした㖄片や㖄瓦を含む宝暦大火後の土（ϩ層）が堆積していたࠋな࠾、ᇼ構

⠏᫬の࣋ーࢫ（ϭ層）には、ྂ௦の遺物ໟ含層も含まれるࠋ

᳨ฟした構⠏ᙜ初の土⩚のᖜは、2004�2 地点で 15～ 16㹫、2003�2 地点で 15～ 16㹫、2004�1

地点で 14～ 15㹫であったࠋまた、構⠏ᙜ初のᇼᗏのᶆ㧗は、2004�2地点で⣙ 16.6㹫、2003�2地

点で⣙ 17.5㹫、2004�1地点で推定17.5～ 18㹫（☜ㄆした᭱ୗ部のᶆ㧗は19.3㹫 �で、⌧地⾲か

らのᇼの῝さは10ࠥ 11㹫を るࠋᇼᗏが西にྥかってపくなって࠾り、ᇼの῝さを⥔ᣢしながら

地ᙧのഴ斜にྜࡏࢃて掘๐されたと⪃࠼られるࠋ

ฟ土遺物には㝡☢ჾや瓦、㔠ᒓ〇ရ、木〇ရが見られたが、Ⅲa層より㉺前㉥瓦がまとまってฟ土

している点が≉➹されるࠋ

ղᮏ୸༡ᇼ（第57～ 59・61・63・72・73ձ図）

部ศ的にではあるが、土層断面⢭査の㝿、㩾ႃᷳྎ調査区で᳨ฟされたᇼの⥆ࡁをᘏ㛗⣙150㹫

の⠊ᅖで☜ㄆしているࠋ土層断面のほᐹでᚓられた᭱大ᖜは21.4㹫௨上、῝さ1.9㹫௨上を るࠋ

ճS.0�（第48・49・70ղ図）

2004�1地点で、いもりᇼと㔜」して᳨ฟされた土ᆙであるࠋ平面ᴃ෇ᙧと推定され、㛗径255㎝、

▷径224㎝௨上、῝さ78㎝を るࠋϩ層土で埋ࡵ立てられていたࠋ

մSX0�（第50・73ղ図）

1998�2地点 F区で、いもりᇼに近᥋して᳨ฟされたࠋⅣa層を基盤とした遺構で、土層断面で☜

ㄆしたᖜは2.54㹫、῝さ 1.34㹫を るࠋ近௦にᗫ⤯されたとࡳられるࠋ遺物をకࡎࢃ、遺構の性

᱁は明らかではないが、ᇼ࡬の᤼Ỉ᪋タのྍ⬟性があろうかࠋ

յP0�（第46・47・62ճ図）

2003�2地点୰ኸ部のトࣞࣥࢳෆで᳨ฟした平面෇ᙧのࣆットで、㸵世⣖㡭と推定される遺構面を

ษり㎸ࢇでいるࠋ径⣙40㎝、῝さ22㎝を るࠋ遺物はฟ土ࡎࡏ、遺構の性᱁も明らかでないࠋ

（３）小結

・いもりᇼの土⩚について、近世初期の⠏造ᙜ初の面と明἞40ᖺのᇼ埋立┤前までの面の᪂ᪧ㸰面
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第 44 図 北岸調査区 平面図㸰（S=1/100）
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第 45 図 北岸調査区 平面図３（S=1/200）
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第 54 図 北岸調査区 土層ὀグ SP1�3・SP4�1

Ⅲa層 近世前期㸸宝暦大火௨前の堆積土
Ⅲa1 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる ஫層状
Ⅲa2 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる ஫層状
Ⅲa3 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる ஫層状
Ⅲa4 褐灰色砂
Ⅲa5 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる ஫層状
Ⅲa6 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる ஫層状
Ⅲa7 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa8 暗灰褐色粘土
Ⅲa9 灰色砂
Ⅲa10 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa11 黒灰色粗砂礫 遺物含む（㉺前瓦）
Ⅲa11
 黒灰色粗砂礫 粗砂・大ࡁな礫混ධ【地ᒣのᔂⴠにより୙㐃⥆】
Ⅲa12 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa13 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa14 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa15 暗灰褐色粗砂【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa16 灰褐色粘土【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa17 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa18 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa19 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa20 暗灰褐色粗砂【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa21 暗灰褐色粗砂 粗砂・大ࡁな礫混ධ【地ᒣのᔂⴠにより୙㐃⥆】
Ⅲa22 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa23 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa24 暗灰褐色粗砂【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa25 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa26 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa27 暗灰褐色粗砂【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa28 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる 腐植物ⱝᖸධる

【地ᒣのᔂⴠにకう砂と粘土の஫層】
Ⅲa29 灰褐色粘質土
Ⅲa30 灰褐色粘質土 粗砂㠀ᖖに多く含む
Ⅲa31 灰褐色粘質砂質土 粗砂多く含ࡳ径20～30cPの礫ධる
Ⅲa31
 灰褐色粗砂・大ࡁな礫混ධ【地ᒣのᔂⴠにより୙㐃⥆】
Ⅲa32 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa33 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa34 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa35 暗褐色粗砂
Ⅲa36 暗褐色粗砂・大ࡁな礫混ධ【地ᒣのᔂⴠにより୙㐃⥆】
Ⅲa37 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa37
 灰褐色粘土 粗砂・大ࡁな礫混ධ【地ᒣのᔂⴠにより୙㐃⥆】
Ⅲa38 灰褐色粘土 㛫層に１～㸰PPの砂層ධる
Ⅲa39 暗灰色粗砂 径５～10cPの礫多く含む
Ⅲa39
 暗灰色粗砂・大ࡁな礫混ධ【地ᒣのᔂⴠにより୙㐃⥆】

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の層
ϭ1 黒灰色粘質土【ྂ௦ໟ含層か】
ϭ2 暗灰褐色粘土
ϭ3 ῐ黄灰色粘土
ϭ4 ῐ黄灰色シルト
ϭ5 黄色砂質土 暗褐色土粒含む【地ᒣか】
ϭ6 黄色砂質土 径㸰～５PPの小石含む【地ᒣか】
ϭ7 褐色砂、黄色砂㸩Ἑཎ石（径３～５cP大୰ᚰ）【地ᒣか】
ϭ8 黄色砂質土 黒褐色土粒少し含む【地ᒣか】
ϭ9 黄褐色礫混土 黄色粘土粒含む【地ᒣか】
ϭ10 黄色砂㸩Ἑཎ石（径10cP大୰ᚰ）【地ᒣか】
ϭ11 黄褐色砂質土 径㸰～３cPの小石多く含む【地ᒣか】
ϭ12 黄褐色粗砂
ϭ13 Ⲕ褐色粗砂 礫混【地ᒣか】
ϭ14 灰色粗砂礫【地ᒣか ᙜ初ἲ面】
ϭ15 灰褐色粘土【ᙜ初ἲ面】
ϭ16 灰色砂礫【地ᒣ】

ͤ調査区ᮾ㝮௜近では、▮ᯈ௜近まで木の᰿がṧる
ͤ➉᰿は見られないが、ࢤࣄ᰿はϩ38～ϩ42層で多く見られる

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 黄色砂質土 径㸰～５PPの小石多く含む【埋ᡠ土か】
Ϩ2 黄色砂 灰色粘土含む【埋ᡠ土】
Ϩ3 ῐ灰色砂【埋ᡠ土】
Ϩ4 暗灰褐色粘質土
Ϩ5 灰色粘質土 粗砂礫多く含む
Ϩ6 黒灰色粘土
Ϩ7 灰色粘質土
Ϩ8 黒灰色粘土

ϩ層 近世後期㸸宝暦大火௨後～明἞40ᖺの堆積土
ϩ1 暗灰褐シルト【明἞⾲土】
ϩ2 暗褐色土【明἞⾲土】
ϩ3 ῐ灰褐色土 砂・礫含ࡳ、㕲ศỿ╔多い
ϩ4 褐色土 シルト質土・小石多く含む
ϩ5 灰褐色粘質シルト
ϩ6 灰褐色シルト
ϩ7 灰褐色粘質シルト㸩小礫・小石
ϩ8 褐色シルト 㕲ศỿ╔あり
ϩ9 褐色粗砂㸩小礫・小石
ϩ10 暗黄褐色土 礫・砂少し含む
ϩ11 黄褐色粗砂
ϩ12 灰褐色粘質土
ϩ13 ϩ18層と同質 ➉᰿の᧠஘でࡏり上がったもの
ϩ14 黒灰褐色土 ➉᰿᧠஘ⴭしい
ϩ15 暗灰褐色土 ➉᰿᧠஘ⴭしい
ϩ16 暗褐色土 砂多く含ࡳしまりない、➉᰿多い
ϩ17 褐色粘質土
ϩ18 暗褐色土㸩小礫・小石
ϩ19 暗褐色土㸩礫
ϩ20 黒灰色粘質土㸩砂・礫【₞⛣層】
ϩ21 暗褐色土 砂多く含む ϩ18層⏤᮶、ᔂⴠしたものか
ϩ22 暗灰褐色粘土 砂混
ϩ23 暗褐色シルト 砂混
ϩ24 暗褐色シルト
ϩ25 黄褐色砂礫
ϩ26 暗褐色砂質土
ϩ27 灰色粘砂
ϩ28 暗褐色シルト腐植土
ϩ29 黒灰色砂質土
ϩ30 黒灰色砂礫 ୗでは腐植土混じる
ϩ31 灰褐粘シルト ୗでは粘性あり
ϩ32 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ33 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ34 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ35 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ36 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ37 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ38 灰褐色粘質土 砂・腐植物多く含む
ϩ39 灰褐色粘土 ϩ38層より砂多く色暗い
ϩ40 灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状 木の⓶・᰿等ⱝᖸ含む
ϩ41 黒褐色砂質土 礫含む
ϩ41’黒褐色腐植土 ➉᰿多くධる
ϩ42 灰褐色粘質土 砂ⱝᖸ・礫・腐植物含む
ϩ43 ῐ灰褐色粘土
ϩ44 ῐ灰褐色粘土 ῐ黄灰ⓑ色粘土ブロック含む
ϩ45 黒褐色粘質土 こぶし大の礫と砂含む 腐植物含む
ϩ45’灰色粘質土
ϩ45’黒褐色土 腐植土混
ϩ46 黒灰色粘質土 腐植土混
ϩ46’黒灰色粘土
ϩ47 暗灰色砂質土 腐植物混
ϩ48 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状
ϩ49 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状
ϩ50 暗灰褐色粘質土 ᩘPPの細砂がධる஫層状
ϩ51 灰色粘質細砂 ⓑ色ブロック混
ϩ52 黒灰色粘土
ϩ53 灰色粗砂
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ϩ層 近世後期㸸宝暦大火௨後～明἞40ᖺの堆積土
ϩ1 暗褐色粘質土【ᪧ⾲土】
ϩ2 褐色砂㸩ῐ灰色粘質土㸩径20～40cP大の礫【礫⁀】
ϩ3 暗褐色粘質シルト

ϭ層 いもりᇼ構⠏௨前の層㸸いもりᇼ構⠏᫬の࣋ーࢫ
ϭ1 暗灰褐色粘質土
ϭ2 褐色粘質土 砂多く含む
ϭ3 黄褐色砂質土 ୰ኸࢮ࢔Ϭ11層と同質
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ϩ1 暗褐色土
ϩ2 灰褐色粘質土 砂多く含む【礫⁀】
ϩ3 灰褐色粘質土 礫少し含む㸻SP9�8土層断面ϩ2層【明἞⾲土ୗἲ面ᙧ成土】
ϩ4 ῐ青灰色砂 シルト質【明἞⾲土ୗἲ面ᙧ成土】
ϩ5 灰色粘質土 灰ⓑ粘土ブロック含む

ϭ層 いもりᇼ構⠏௨前の層㸸いもりᇼ掘๐᫬の࣋ーࢫ
ϭ1 黄褐色砂質土 径10cP大の礫少し含む
ϭ2 黄褐色砂質土 径１cP௨ୗの小石多く含む
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第 61 図 北岸調査区 土層ὀグ SP12�16

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 ▮ᯈ᧠஘
Ϩ2 褐色砂質土 小礫多く含む【ᇼ埋立土】
Ϩ3 褐灰色砂質土【ᇼ埋立土】
Ϩ4 褐色砂質土 小礫少ない【ᇼ埋立土】
Ϩ5 青灰褐色粘砂質土【ᇼ埋立土】
Ϩ6 ῐ黄褐～ῐ青褐色シルト質土【ᇼ埋立土】
Ϩ7 ῐ褐色シルト質土【ᇼ埋立土】
Ϩ8 暗青褐灰色シルト質土 ᭷ᶵ物混じる【ᇼ埋立土】

ϩ層 近世後期㸸宝暦大火௨後～明἞40ᖺの堆積土
ϩ1 暗褐色シルト質土・ῐ黄褐色シルト質土 混土
ϩ2 黒褐色腐植土【ブࣛックࢻࣥࣂ（ᇼ埋立前⾲土）】
ϩ3 暗青灰褐色粘質土
ϩ4 暗褐灰色粘質土 焼土塊（焼壁片か）混【宝暦大火焼土埋㎸か】
ϩ5 灰褐色粘砂質土 焼土塊（焼壁片か）混【宝暦大火焼土埋㎸か】
ϩ6 暗灰色粘質土 植物᰿多く含む ୗ部は小石を多く含む【ᇼᗏ堆積層】
ϩ7 暗灰色粘質土 径５㎝ᮍ‶の小石混ධ（ୗ部により多い）【ᇼᗏ堆積層】
ϩ8 暗Ⲕ褐色腐植土 㓟化すると土色黒くなる、径１㎝⛬ᗘの小石多く含む

【ᇼᗏ堆積層】
ϩ9 褐灰色砂質土 小石を多く含む 壁土㸽含む【ᇼᗏ堆積層】
ϩ10 濁青灰色粗砂 腐植物多く混ධ 小石を多く含む【ᇼᗏ堆積層】
ϩ11 暗灰褐色粘質土 ┤上にⴠⴥ多量に密╔ 小石を多く含む【ᇼᗏ堆積層】
ϩ12 暗褐灰色砂質土 小石を多く含む【ᇼᗏ堆積層】
ϩ13 暗灰褐色粘質土【ᇼᗏ堆積層】
ϩ14 暗Ⲕ褐色腐植土 ϩ8層と同じࡔが小石࡯とࢇどなし【ᇼᗏ堆積層】
ϩ15 砂混じりの暗Ⲕ褐色腐植土【ᇼᗏ堆積層】
ϩ16 濁灰色砂質土 腐植物等混ධ【ᇼᗏ堆積層】
ϩ17 暗灰褐色粘質土 ┤上にⴠⴥ多量に密╔ 小石を多く含む【ᇼᗏ堆積層】
ϩ18 ῐ褐灰色粘土 腐植物混ධ【ᇼᗏ堆積層】
ϩ19 濁暗褐灰色粘質土【ᇼᗏ堆積層】

Ⅲa層 近世前期㸸宝暦大火௨前の堆積土
Ⅲa1 ᶳ灰褐色砂質土 黄褐色シルト質土小塊含む【近世୰期ἲ面か】
Ⅲa2 ῐᶳ灰褐色砂質土 径㸰㎝大の石混ධ 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質
Ⅲa3 濁暗灰色粘質土 ῐ褐灰色粘質土ブロック混ධ
Ⅲa4 濁暗灰色粘質土 青灰色粘質土ブロック混ධ㸻SP17�18・18Ѹ19Ⅲa2層
Ⅲa4
 Ⅲa4層よりやや明るい
Ⅲa5 明灰褐色砂質土 小礫・黄褐色シルト質土小塊少ない【近世୰期ἲ面か】
Ⅲa6 黄灰色粘質土【近世୰期ἲ面か】
Ⅲa7 濁Ⲕ褐色粘砂質土 粗砂混ධ
Ⅲa8 濁暗灰色粘質土
Ⅲa8
 ῐ褐灰色粘質土ブロック混ධ
Ⅲa9 濁Ⲕ褐灰色粘質土 青灰色粘質土ブロック混ධ㸻SP17�18・18Ѹ19Ⅲa3層
Ⅲa10 ῐ褐灰色粘質土
Ⅲa11 褐灰色粘砂質土 径５～10㎝大の礫混ධ
Ⅲa12 濁褐灰色粘砂質土
Ⅲa13 濁Ⲕ褐色粘砂質土
Ⅲa14 青灰色細砂
Ⅲa15 濁青灰色粘質土
Ⅲa16 濁青灰色粘砂質土
Ⅲa17 褐灰色砂質土
Ⅲa18 暗褐灰色粘砂質土 いぶし瓦片
Ⅲa19 濁青灰色粘砂質土 青灰色粘土ブロック混ධ
Ⅲa20 灰色粘質土㸻SP18�19Ⅲa23層
Ⅲa21 灰色粗砂 径５㎝ᮍ‶の礫混ධ
Ⅲa22 褐灰色粘砂質土 腐植物混ධ、径0.1㎝⛬ᗘの小石多く混ධ
Ⅲa23 ῐ褐灰色粘質土
Ⅲa24 青灰色粘質土 径１㎝⛬ᗘの小石多く混ධ
Ⅲa25 濁灰色粘砂質土
Ⅲa26 ῐ褐灰色砂質土
Ⅲa27 Ⅲa28層より粘土質が強
Ⅲa28 濁青灰色粘質土 径１㎝⛬ᗘの小石多く混
Ⅲa29 青灰色粘砂質土
Ⅲa30 ῐ褐灰色砂質土
Ⅲa31 ῐ褐灰色粗砂
Ⅲa32 濁暗灰色粘土
Ⅲa33 青灰色細砂
Ⅲa34 濁青灰色粘砂質土 径㸰～３㎝の小石多く混ධ
Ⅲa35 青灰色粘砂質土
Ⅲa36 青灰色砂質土
Ⅲa37 ῐ灰色細砂
Ⅲa38 暗灰褐色粘質土 腐植物混ධ
Ⅲa39 濁青灰色粘砂質土 径１～15㎝大の小石や粗砂多く混ධ
Ⅲa40 青灰色粗砂
Ⅲa41 濁暗青灰色粘質土 青灰色粘土ブロック、径５㎝⛬ᗘの小石まࡤらに混ධ
Ⅲa42 濁青灰色砂質土 青灰色粘土ブロック多量に混ධ
Ⅲa43 濁青灰色砂質土 径㸰～20㎝大の石多く混ධ
Ⅲa44 暗Ⲕ褐色小石層 径１㎝ᮍ‶の小石層、㝽㛫に暗Ⲕ褐色土がධる

【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa45 暗Ⲕ褐色粘質土 腐植物混ධ【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa46 灰褐色粘質土【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa47 暗灰色細砂【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa48 暗Ⲕ褐色細砂 腐植物、粘質土混ධ【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa49 暗Ⲕ褐色腐植土【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa50 暗灰色粘土【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa51 礫層 径５～20㎝前後の礫層、㝽㛫に暗Ⲕ褐色粘質土【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa52 ῐ灰褐色粘土【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa53 暗褐灰色粘土 木〇ရ（㖡㔥の่さった㛗ᯈ・⁽ჾ☇等）ฟ土層

【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa54 灰褐色細砂【ᇼᗏ堆積層】
Ⅲa55 灰褐色粘土【ᇼᗏ堆積層】
㸿 ➉木等の᰿࢝クࣛࣥ

Ⅳa層 近世初期造成土㸸いもりᇼ構⠏ᙜ初の基盤層
Ⅳa1 Ⅲa7層より石混ධࡎࡏ 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質
Ⅳa2 ῐ灰褐色砂質土 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質
Ⅳa3 黄ᶳ褐色砂質土 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質
Ⅳa4 灰褐色砂質土 黒灰褐色砂質土塊含む 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質
Ⅳa5 濁灰褐色砂質土 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質
Ⅳa6 濁褐灰色砂質土 ῐ灰色細砂混ධ
Ⅳa7 濁灰褐色砂質土㸩ῐ灰色砂質土 小礫を含ࡳ、硬くしまった土質

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 濁Ⲕ褐灰色粘質土 径５㎝ᮍ‶小石多く混ධ 硬くしまる
Ⅳb2 Ⅳb1層より小石含まない 硬くしまる
Ⅳb3 濁灰Ⲕ褐色粘質土 硬くしまる
Ⅳb4 ῐ褐灰色粘質土 硬くしまる
Ⅳb5 灰褐色細砂

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の層
ϭ1 濁ῐ灰色砂質土 褐灰色砂質土混ධ
ϭ2 濁褐灰色砂質土 ῐ灰色細砂混ධ
ϭ3 ϭ2層よりῐ灰色細砂少ない
ϭ4 濁ῐ灰色細砂 褐灰色砂質土混ධ
ϭ5 濁褐灰色砂質土 ῐ灰色細砂混ධ
ϭ6 ϭ4層より褐灰色砂質土少ない
ϭ7 ῐ灰色細砂 硬くしまる
ϭ8 灰褐色粘砂質土 硬くしまる
ϭ9 濁ῐ灰色細砂 Ⲕ褐色砂質土混ධ
ϭ10 ῐ灰褐色砂質土 粗砂多く含む
ϭ11 ῐ灰色細砂
ϭ12 ῐ褐灰色細砂
ϭ13 濁ῐ灰色細砂 硬くしまる、褐灰色砂質土混ධ
ϭ14 濁灰褐色砂質土 くࡎれやすい
ϭ15 ᶳⲔ褐色砂質土 焼土㸽、層ୗ㎶には炭粒多く含む
ϭ16 ϭ13層より褐灰色砂質土多い
ϭ17 濁暗灰色砂質土 粗砂多く含む
ϭ18 濁暗灰褐色砂質土 ῐ灰色細砂ブロック混ධ
ϭ19 ϭ18層と同色、径５㎝⛬ᗘの小石多く含む
ϭ20 ῐ灰色細砂 灰褐色砂質土ブロック混ධ、㸵世⣖㡲ᜨჾᮼ⵹ฟ土
ϭ21 ᶳ褐色細砂
ϭ22 礫層 径１～20㎝大のものまで大ࡁさᵝࠎ
ϭ23 灰褐色砂質土
ϭ24 Ⲕ褐色粗砂㸩ῐ灰色砂質土
ϭ25 暗褐灰色粘砂質土
ϭ26 褐灰色細砂 径１㎝⛬ᗘの小石混ධ、ࣛࢧࣛࢧしている【Ỉ成堆積か】
ϭ27 褐灰色細砂 粘性ややあり、小石なし【Ỉ成堆積か】
ϭ28 褐灰色細砂 【Ỉ成堆積か】
ϭ29 ϭ28層と同色、ⷧい粘質土層あり【Ỉ成堆積か】
ϭ30 灰色細砂 【Ỉ成堆積か】
ϭ31 濁灰色砂質土 やや硬くしまる、Ⲕ褐色の㕲ศ層஫層【Ỉ成堆積か】
ϭ32 濁灰色砂質土 まࡤらにⲔ褐色（㕲ศ）土ブロックあり【Ỉ成堆積か】
ϭ33 ῐ灰色粘土層 Ⲕ褐色粘質土混ධ【Ỉ成堆積か】
ϭ34 濁Ⲕ褐色粗砂 層ୗ㎶に㕲ศ㞟୰【Ỉ成堆積か】
ϭ35 濁Ⲕ褐色粘土【Ỉ成堆積か】
ϭ36 濁灰色粘土 㸵世⣖遺物ฟ土【ྂ௦ໟ含層】
ϭ37 濁灰色粘土 径0.5㎝⛬ᗘの小石多く含む 㸵世⣖遺物ฟ土【ྂ௦ໟ含層】
ϭ38 濁灰色粘土 㸵世⣖遺物ฟ土【ྂ௦ໟ含層】
ϭ39 暗灰色粘土 㸵世⣖遺物ฟ土【ྂ௦ໟ含層】
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ϭ50 青灰色粗砂【地ᒣ】
ϭ51 青灰色砂質土 径㸰～20㎝大の小石多量に含む【地ᒣ】
ϭ52 青灰色粘土【地ᒣ】
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第 67 図 北岸調査区 土層ὀグ SP28�32

ϩ層 近世後期㸸宝暦大火௨後～明἞40ᖺの堆積土
ϩ1 黒褐色土【明἞ᪧ⾲土】
ϩ2 暗褐色砂質土
ϩ3 黒褐色土 砂・石・植物遺体多く含む 細かい焼土粒含む

 㸻SP42�43ϩ2層か【ᪧ⾲土】
ϩ4 黒褐色土 シルト質 焼土粒・植物遺体含む【ᪧ⾲土】
ϩ5 暗褐色土㸩礫 焼土粒・石・砂・瓦含む 㔙ṧ瓦含む

 㸻SP42�43ϩ3層【ᪧ⾲土】
ϩ6 暗灰褐色粘質シルト 植物遺体・細かい焼土粒含む
ϩ7 暗灰褐色砂質土 細かい焼土粒含む㸻SP48�49ϩ7層
ϩ8 灰褐色砂質土㸩礫 㕲ศỿ╔ⴭしい
ϩ9 暗灰褐色土㸩礫
ϩ10 灰褐色土 砂多く含む 礫・焼土粒含む
ϩ11 暗褐色土 礫・焼土粒少し含む
ϩ12 褐色砂質土 㕲ศỿ╔多い
ϩ13 暗褐色土 砂・小礫含ࡳ、焼土粒少し含む、㕲ศỿ╔あり
ϩ14 黒褐色シルト 焼土塊・焼土粒多く含む
ϩ15 黒褐色粘質土 砂・小礫多く含む、ᡞᐊ石片あり
ϩ16 ῐ灰褐色粗砂
ϩ17 褐色砂質土 小礫㠀ᖖに多く含ࡳ、砂多く、㕲ศỿ╔あり
ϩ18 ῐ褐灰色砂質土
ϩ19 灰褐色砂質土
ϩ20 灰褐色細砂
ϩ21 灰色細砂
ϩ22 ϩ21と同୍層 ῐ灰色砂 粗砂と細砂㸲～５cPཌの஫層状
ϩ23 ῐ灰色砂㸩礫
ϩ24 ῐ灰褐砂 礫含む
ϩ25 ῐ褐色砂 小石・小礫多く含む
ϩ26 灰色細砂
ϩ27 灰色砂礫粘質土 砂・小礫多く含む
ϩ28 灰色粗砂㸩礫
ϩ29 灰色砂 粗砂・小礫多く含む
ϩ30 ῐ灰色細砂
ϩ31 青灰色粘土 㓟化して黄化
ϩ32 灰褐色粘質土
ϩ33 黄灰色粘質土 㓟化して黄化、ῐ青灰色
ϩ34 ῐ青灰色砂礫土 暗褐腐植土ブロック含む
ϩ34’ῐ青灰色砂礫土㸻SP38�39ϩ31層
ϩ35 ῐ青灰色砂質土 砂・礫多く含む
ϩ36 ῐ青灰色粘質土
ϩ37 灰色粗砂 礫多く含む
ϩ38 灰色砂質土 灰色粗土、層状にධる
ϩ39 灰色粘土
ϩ40 灰褐色砂質土 小礫・小砂利・粘土ブロック含む
ϩ41 黒灰色粘質土 砂・小礫多く含む
ϩ42 黒灰色砂質土 粗砂・礫含む
ϩ43 黒灰色粘質土 腐植土
ϩ44 暗褐色粘質土 腐植土
ϩ45 暗灰色粘質土

Ⅲa層 近世前期㸸宝暦大火௨前堆積土
Ⅲa1 ῐ灰褐色粘質土㸻SP38�39Ⅲa2層か
Ⅲa2 ῐ褐灰粘質土
Ⅲa3 ῐ褐灰色粗砂
Ⅲa4 青灰色粗砂 㓟化ⴭしい
Ⅲa5 ῐ黄褐色粗砂 小礫多く含む
Ⅲa6 ῐ黄褐色粗砂 腐植土少し含む
Ⅲa7 暗褐色粘質土
Ⅲa8 ῐ黄褐色粗砂 小礫少し含む
Ⅲa9 灰褐色粘質土 礫少し含む
Ⅲa10 灰褐色砂礫
Ⅲa11 灰色砂質土
Ⅲa12 黄灰色粗砂
Ⅲa13 灰褐色砂質土 砂礫土含む
Ⅲa14 灰褐色粘質土 砂多く含む
Ⅲa15 暗灰褐色粘質土
Ⅲa16 灰褐色粘質土
Ⅲa17 黒灰色粘土
Ⅲa18 黒灰色粘土 ῐ灰粘土ブロック含む
Ⅲa19 黒灰色粘土 砂・小石・腐植物・➉含む
Ⅲa20 灰褐色粘質土 砂多く含む
Ⅲa21 ῐ灰褐色粘質土
Ⅲa22 黒灰色土 粗砂・腐植物・小礫多く含む
Ⅲa23 黒灰色粘質土
Ⅲa24 褐灰色粗砂
Ⅲa25 黒灰色粘質土
Ⅲa26 黒灰色砂質土
ͤ上఩層（Ⅲa1～15）は土⩚のᔂⴠにకい、▷᫬㛫で堆積か

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa1 ῐ灰褐色土 砂多く含ࡳ、小礫少しධる
Ⅳa2 ῐ青灰色シルト Ⅳa1層より粒子細かく、小石ධる

㕲ศỿ╔少しあり
Ⅳa3 ῐ褐色土 ⱝᖸ腐植物含む
Ⅳa4 黄灰色砂㸩礫 礫はこぶし大でࡑろう
Ⅳa5 黄灰色シルト
Ⅳa6 ῐ青灰色土 小石含む
Ⅳa7 ῐ灰色砂質土
Ⅳa8 ῐ灰色砂質土 小礫多く含む

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の層
ϭ1 黒灰色シルト【ྂ௦ໟ含層か】
ϭ2 灰色粘土【地ᒣ いもりᇼ構⠏ᙜ初ἲ面か】

ࠋ部ศ的に近世前期～宝暦大火┤前までの面を☜ㄆしたࡧよ࠾

・いもりᇼの土⩚斜面࠾よࡧᇼᗏに、宝暦大火（宝暦㸷ᖺ（1759））௨前のἲ面ᔂⴠにకう土砂が堆

積している状ἣを☜ㄆして࠾り（Ⅲa層）、いもりᇼでは構⠏ᙜ初のጼにᡠすような大つᶍなᇼࡊら

ࠋられる࠼⪄れなかったとࢃ⾜が࠼

・᳨ฟした構⠏ᙜ初の土⩚のᖜ࠾よࡧ㧗さは、2004�2地点でᖜ15～ 16㹫、㧗さ⣙10.5㹫、2003�2

地点でᖜ15～ 16㹫、㧗さ⣙9.8㹫、2004�1地点でᖜ14～ 15㹫、㧗さ⣙9.5～ 10.0㹫（推定）であっ

たࠋ

・ᇼᗏは西にྥかってపくなって࠾り、ᇼの῝さ�⣙ 10㹫）を⥔ᣢしながら地ᙧのഴ斜にྜࡏࢃて

掘๐されたと⪃࠼られるࠋ

・いもりᇼの宝暦大火௨前の堆積層（Ⅲa層）から、㉺前㉥瓦がまとまってฟ土して࠾り、ᇼ周㎶の

ᘓ物に౑⏝されていたと⪃࠼られるࠋ㉺前㉥瓦はᇛෆのฟ土஦౛から、17世⣖୰ⴥから後༙に౑⏝

されたと⪃࠼られている㹙㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2008d㹛ࠋまた、ࡑの上層（ϩ層）から宝暦大火で⿕⅏

したとࡳられる㖄瓦がฟ土して࠾り、宝暦大火᫬には、᪤に㖄瓦にⵌ࠼᭰ࡁられていたと⪃࠼られる

が、㉺前㉥瓦はϩ層からもฟ土して࠾り、ᮏ調査区௜近のᒇ᰿瓦のኚ㑄については、ヲ細のゎ明にな

ࠋㄢ㢟がṧる࠾
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第 69 図 北岸調査区 土層断面図 SP38�39・SP40�41�S=1/40�

0 1ｍ(S=1/40)

ϩ層 近世後期㸸宝暦大火௨後～明἞40ᖺ堆積土
ϩ4 暗褐色粘質土 腐植土混じる
ϩ5 灰褐色粘質土 腐植土混じる
ϩ7 黄灰褐色粘質土 粗砂多く含む
ϩ13 黄灰褐色粘質シルト
ϩ14 暗褐色粘質シルト
ϩ20 灰褐色シルト 黄灰色シルトブロック含む
ϩ21 暗灰褐色粘質土
ϩ22 灰褐色土 小礫・砂含む
ϩ23 灰黄色粘質土 小礫・砂含む
ϩ24 灰黄褐色粘土
ϩ25 黄灰色粘質土 黄灰色細砂を層状に含ࡳ、腐植土ブロック含む
ϩ27 黄灰褐色粘質土 上部で小礫少し含む
ϩ28 黄灰色シルト 砂・小礫少し含む
ϩ29 黄灰色土 粗砂・腐植土ブロック・礫含む
ϩ30 黄灰色砂質土 粗砂・腐植土ブロック含む
ϩ31 ῐ灰色砂礫土㸻SP28Ѹ29西壁ϩ34’層

Ⅲa層 近世前期㸸宝暦大火௨前堆積土
Ⅲa2 ῐ灰褐色粘質土㸻SP30�31Ⅲa1層か
Ⅲa3 黄灰褐色粗砂
Ⅲa4 黄灰褐色粗砂 黒褐ブロック含む
Ⅲa5 黄灰色粘質土
Ⅲa6 灰褐色粘質土
Ⅲa7 ῐ黄色砂質土 礫多く含む
Ⅲa8 ῐ黄色粘質土
Ⅲa9 灰褐色土 砂・礫含む
Ⅲa10 黄灰褐色土 Ⅲa9層より礫少ない
Ⅲa11 灰褐色粘質土 砂含む
Ⅲa12 暗灰褐色土 砂多く含ࡳ、植物の᰿含む
Ⅲa14 暗灰色粘土
Ⅲa16 灰褐色礫混砂質土 遺物多く含む
Ⅲa17 ῐ灰色粘土 遺物多く含む
Ⅲa18 黒灰色粘土 遺物多く含む
Ⅲa19 灰色粗砂 遺物多く含む
Ⅲa20 暗褐色礫混砂質土 遺物多く含む
ͤⅢa14より上層は土⩚のᔂⴠにకい▷᫬㛫で堆積した層

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa2 灰褐色砂質土
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第 70 図 北岸調査区 土層断面図 SP42�43・SP48�49�S=1/40�

0 1ｍ(S=1/40)
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ձSP����3ᅵ層᩿面

SP42 SP43

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 黄褐色砂質土㸩礫【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】
Ϩ2 ῐ黄灰細砂【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】
Ϩ3 黄褐色砂【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】
Ϩ4 ῐ灰色砂【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】

ϩ層 近世後期㸸宝暦大火௨後～明἞40ᖺの堆積土
ϩ1 黒褐色砂質土 植物遺体含む【ᪧ⾲土】
ϩ2 黒褐色土 植物遺体含む㸻SP30�31ϩ3層か【ᪧ⾲土】
ϩ3 暗灰褐色砂質土 植物遺体含む㸻SP31�32ϩ5層【ᪧ⾲土】
ϩ4 暗褐色土㸩礫（径20～30cP大）
ϩ5 暗灰粗砂
ϩ6 灰褐色砂質土㸩礫㸻SP31�32ϩ7層

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa1 ῐ青灰色シルト 小石含ࡳ、㕲ศỿ╔あり
Ⅳa2 褐色土 こぶし大の小礫含む
Ⅳa3 灰色シルト こぶし大の小礫含む
Ⅳa4 ῐ褐色シルト㸩こぶし大の小礫層

26 5

25 5

24 5

26 0

27 0

25 0

24 0

ղSP�����ᅵ層᩿面（S.0�）

Ⅱ1
Ⅱ2

Ⅱ㻟

Ⅱ㻠

Ⅱ5

Ⅳ㼍1

SP48 SP49

ϩ層 近世後期㸸S.01埋土
ϩ1 ῐ灰褐色シルト 細かい焼土粒ⱝᖸ含ࡳ、小石、小礫ⱝᖸ含む
ϩ2 ῐ褐色細砂 小礫多く含む
ϩ3 ῐ灰色シルト
ϩ4 ῐ灰褐色土 ϩ1層と同質ࡔがやや粗い
ϩ5 灰褐色砂質土㸩礫㸻SP31�32ϩ7層

Ⅳa層 近世初期�いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa1 ῐ黄灰色粘質土

27.4

27.0

0 5ｍ�S ��300�

䐠

䐟



― 93―

第 71 図 北岸調査区 土層断面図 SP44�45・SP46�47�S=1/40�
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ᅵᶫㄪᰝ༊

（㸯）ᴫせ（第11・12・74～ 78図）

調査区は、北岸調査区と✄Ⲵᒇᩜୗ調査区にᣳまれた఩⨨にあるࠋỤᡞ᫬௦前期のࠗຍ㈡ᅜ㔠ἑஅ

図 （࠘寛ᩥ㸶ᖺ（1668））（㔠ἑᕷ立⋢ᕝ図᭩㤋ⶶ）と調査地点を↷ྜすると、✄Ⲵᒇᩜ南ᮾのᚚⰼ⏿

といもりᇼの୍ゅに┦ᙜするࠋいもりᇼ岸は、✄Ⲵᒇᩜୗが石ᇉで⠏かれている௨外は、す࡭て土⩚

としてᥥ෗されているࠋ寛ᩥ期のいもりᇼのᵝ┦は、大方ᖥᮎまでᘬࡁ⥅がれるが、部ศ的にኚ化の

ᵝ┦を♧して࠾り、南北にクࣛࣥクするᚚⰼ⏿南西部の土⩚は、Ụᡞ᫬௦後期の⤮図では、土⩚斜面

から立上がる㖊ᕳ状の石ᇉがᥥかれていたࠋ

平成10ᖺᗘ（1998�3地点）と平成12ᖺᗘ（2000�3地点）の㸰ḟにࢃたってᐇ᪋された調査では、

いもりᇼにඛ⾜するᮏ୸南ᇼのᏑᅾを明☜にし、また、ᮏ୸南ᇼにకう石ᇉ土ᶫを᳨ฟし、ࡑの構造

とኚ㑄をᢕᥱしたࠋ

れと㐃ືしてᮏ୸南ᇼもὸいࡑ、り࠾の⤖ᯝ、土ᶫは構⠏からᗫ⤯までの㛫にᨵಟ、ᣑᖜされてࡑ

✵ᇼから῝さをቑしたと⪃࠼られるࠋ

（㸰）遺構

ձ構⠏ᙜึのᅵᶫ࡜ᮏ୸༡ᇼ（第76～ 80・81ղ・82～ 85・87～ 98ձ図）

調査により、いもりᇼにඛ⾜するᮏ୸南ᇼにకう南北方ྥ（主㍈方఩は࠾よࡑ N�17r �:）にᘏ

構⠏ᙜ初の土ᶫは、ᮾ西୧側面が石ᇉとなっていた（ᮾ面㸸1810(、西面㸸ࠋる土ᶫを᳨ฟしたࡧ

ࠋれていたが、᳨ฟ㛗（南北方ྥ）⣙17.4㹫、ṧᏑ㧗⣙1.9㹫を るࢃ上部がኻࡧ南➃ཬࠋ（:1810

周㎶の土層ほᐹによるとᴫࡡ北㧗南పの斜面地となって࠾り、ᪧ地ᙧは、北から南にྥࡅて、పく

ഴ斜しながらᙇりฟすᑿ᰿状地ᙧであったと⪃࠼られるࠋ

土ᶫの構⠏基盤面をᩚ地するたࡵ、地ᒣࣞ࣋ルがపい地点を┒土造成していたࠋ南➃から୰ኸᮾ側

の⠊ᅖは、ᶆ㧗⣙25.3㹫前後でᩚ地し、ࡰ࡯Ỉ平に基盤面を௙上ࡆた上に、石ᇉの᰿石をᤣ࠼ているࠋ

୍方、୰ኸ西側から北➃の⠊ᅖは、地ᒣが㧗く、地ᒣ┤上に᰿石がᤣ࠼られているࠋ地ᒣࣞ࣋ルに㧗

పᕪがあり均୍となっていなかったことから、基盤面のࣞ࣋ルをᥞ࠼てから土ᶫを造りጞࡵたもので

はないと⪃࠼られるࠋ土ᶫ石ᇉ᰿石ୗ➃の基ᗏ㧗は、୰ኸ部௨南は、ࡰ࡯同୍ࣞ࣋ルで25.1～ 25.2

㹫で、北部が㧗くなっていたࠋ北➃௜近のᮾ西面で比較すると、ᮾ面では、⠏石１石⛬（⣙30㎝）㧗く、

西面では、⠏石㸰ẁศ⛬ᗘ（⣙80㎝）㧗いࠋ土ᶫの基ᗏᖜは、北➃が5.8㹫、南➃が5.3㹫で、北

Ѝ南にࡑのᖜを⊃ࡵていたࠋ

土ᶫ石ᇉは஘積ࡳで、石の᥍࠼は▷ࡵであったࠋ⠏石のṇ面は、石ᮦの平ᆠ面をྥࡅて積まれてい

るࠋ㛫ワ石にはἙཎ石が⏝いられて࠾り、ᑍἲはᣙ大のものが主体で、これに20～ 30㎝大のもの

がຍࢃるࠋ石ᇉの໙㓄は、西面が⣙60r、ᮾ面が⣙65r前後を り、ᮾ面のഴ斜の方がやや大ࡁく

なっているࠋ⠏石の大༙がᡞᐊ石（㉥、青、୰㛫色（ࢱࢽリ）が見られ、㉥ᡞᐊが多くを༨ࡵる）で

構成されるが、Ἑཎ石もⱝᖸ見られたࠋ⮬↛石主体であるࠋこれらの積ࡳや石ᮦ等の≉ᚩから、㔠ἑ

ᇛ石ᇉ⦅ᖺ１期（ᩥ⚘ᖺ㛫㡭（1592～ 1596））にᒓすると⪃࠼られるࠋまた、明☜に▮✰が☜ㄆさ

れたのは、１石のࡳで、石ᇉୗ面での⑞㊧ࡔったたࡵ、ᙧ状やᑍἲ等のグ㘓をྲྀれなかったࠋቚ᭩と

้༳がࡎࢃかに見られ、ቚ᭩は1810(の３石㸲⟠ᡤ�ṇ面࠾よࡧ側面）、้༳は1810(・1810:の㸶

石㸶⟠ᡤ�ṇ面・上面・側面�で☜ㄆされているࠋቚ᭩は、୸や୍ᮏ⥺などがグされていた้ࠋ༳は、

㫣紋や༑ᩥᏐなど୍定のᙧを♧すものもあるが、୙定ᙧのものもあるࠋ土ᶫ石ᇉの構⠏ᕤ⛬は、᰿石

をᤣ࠼、⿬㎸ࡵとして⠏石⣙１～㸰石ศ⛬ᗘ（⣙50㎝）┒土し、ࡑの᭱上面を粘質土でᩚ地しసᴗ

面をᙧ成して⠏石を積ࡳ、⿬㎸ࡵにἙཎ石主体（ⱝᖸᡞᐊ石片を含む）のᰩ石を石ᇉ㝿࡬少量ධれて

土を┒り、సᴗ面をᙧ成して᭦に上ẁの石を積ࡳ上ࡆていったと⪃࠼られるࠋな࠾、ᰩ石100石を

ᢳฟしてᚓられたᑍἲと㔜量の平均್は、㛗㎶17.5㎝、▷㎶11.95㎝、㔜量2.444਻であるࠋ
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ᮏ୸南ᇼのᗏに࠾いて、⮬↛堆積層である砂質土の堆積は㠀ᖖにⷧく、㝈定的な᳨ฟにとどまり、

Ỉ成堆積≉᭷の粘土層等は見られなかったࠋこのことから、このẁ㝵にࡅ࠾るᮏ୸南ᇼは✵ᇼであっ

たと⪃࠼られるࠋまた、⮬↛堆積層のⷧさから、この状ែが▷期㛫であったと⪃࠼られるࠋ上グのᇼ

と土ᶫの状ἣについて、ࠕ第１ẁ㝵ࠖとするࠋ

ղᅵᶫ࡜ᮏ୸༡ᇼのᨵಟ（第76～ 84・86～ 91・93ࠥ 98ձ図）

土ᶫᮾ側では、第１ẁ㝵の石ᇉの前面に┒土され土⩚となるࠋ┒土によるᣑᖜは基ᗏ部で⣙1.7～

㸰㹫ࠋ土⩚は⣙45rのഴ斜でᙧ成され、ഴ斜にἢって第１ẁ㝵のᗏから⣙2.3㹫掘๐して᪂たなᇼ

ᗏがᙧ成されたࡑࠋのࣞ࣋ルは23.1㹫を り、ᇼᗏから土⩚斜面にἢって、Ỉ୰堆積≉᭷の粘土層

と砂質土が、交஫に堆積しているࠋこの堆積層の᳨ฟࣞ࣋ルは᭱㧗ᡤで26.0～ 26.3㹫で、層ཌは

ᇼᗏを☜ㄆした(2区で᭱大⣙１.8㹫を るࠋこのことから、第１ẁ㝵の✵ᇼから῝さをቑすと同᫬

に、この୍ᖏが‣Ỉしていたことがุ明したࠋまた、土⩚面から１ẁないし㸰ẁ積ࡳされิ状に㓄⨨

されたಥ積ࡳが᳨ฟされているࠋこれらのಥは✄⸕で⦅まれ୰に土がワࡵられたもので（土ಥ）、ᑍ

ἲは㛗さ⣙60㎝、ᖜ⣙40㎝、ཌさ⣙25㎝を るࠋこのう10ࡕಥศがࡰ࡯᏶全な状ែで᳨ฟされたࠋ

粘土層の上➃ࣞ࣋ルから᚟ඖされるᙜ᫬のỈ㝿㝃近に㓄⨨されて࠾り、ᾐ㣗㜵Ṇのたࡵのㆤ岸目的で

埋タされたものと⪃࠼られるࠋ土ಥ積ࡳの᳨ฟࣞ࣋ルは、土ᶫ北部で⣙26.0～ 26.4㹫、南部で⣙

25.4～ 25.8㹫を るࠋ土ಥのṧᏑ状ἣは、全体的に比較的Ⰻዲである࡯か、୧➃にᱞಥをᙜてるࢱ

てᐇ 図をస成しࡆってྲྀり上ྲྀࡂ土ಥについては、୍部を๤、࠾なࠋであることが☜ㄆされたࣉ࢖

て࠾り、ヲ細についてはḟ❶で⤂௓するࠋ

土ᶫ西側では、第１ẁ㝵の石ᇉ面から⣙2.2～ 2.9㹫前面に、南北方ྥの石ิが構⠏されたࠋ石

ิを構成する石は、土ᶫ北部ではⰋዲにṧされていたが、南部ではኻࢃれていたࠋ石ิは、ṧᏑ状ἣ

のไ⣙からつᶍ・構造について୙明な点をṧすが、石ᇉ土ᶫᣑᖜにకう構造物（ㆤ岸目的か）と⪃࠼

られるࠋ石ิを構成する石ᮦは、平ᆠに掘๐した地ᒣ上に┤᥋ᤣ࠼られていたが、部ศ的に石のୗ面

や石ᮦ㛫にἙཎ石が⨨かれた⟠ᡤも見られたࠋまた、石ᮦは小さく᥍࠼の▷いᡞᐊ石とἙཎ石で、⮬

↛石࠾よࡧ面に⮬↛面をṧす๭石からなり、平ᆠな面をṇ面にྥࡅてᤣ࠼られているࠋ石ิෆ部の構

造は、ᰩ石として多くのἙཎ石が඘ሸされて࠾り、多少の┒土も混ධしているࠋまた、ᰩ石100石

をᢳฟしてᚓられたᑍἲと㔜量の平均್は、㛗㎶14.87㎝、▷㎶0.79㎝、㔜量1.591਻で、土ᶫ石

ᇉෆ部のᰩ石と比較すると小ぶりであったࠋ石ิの前には、⣙35～ 45rのഴ斜でᇼの斜面がᙧ成さ

れているが、調査による掘๐῝ᗘの⠊ᅖෆでは、ᇼᗏ࠾よࡧỈ成粘土堆積層は☜ㄆでࡁなかったࠋ௨

上に㏙࡭た土ᶫとᇼの状ἣについて、ࠕ第㸰ẁ㝵ࠖとするࠋ

な࠾、平成㸶・㸷・17ᖺᗘにᐇ᪋された࣎ーリࣥࢢ調査に࠾いて、ᮏ୸南ᇼの土ᶫ௨ᮾの⠊ᅖෆ

に調査地点をタ定したところ、ᇼ堆積層の㐃⥆性がஈしく、᳨ฟ⠊ᅖが㝈定的であったことが☜ㄆさ

れて࠾り、ᙜヱ⠊ᅖにࡅ࠾る‣Ỉが全体にཬࡎࡤ部ศ的であったྍ⬟性があるࠋまた、土ᶫ西側に࠾

いてもỈ成堆積を☜ㄆでࡁなかったことから、ᮏ୸南ᇼ全体が‣Ỉしていたと断定するに⮳らなかっ

たࠋ

ճᅵᶫ࣭ᮏ୸༡ᇼのᗫ⤯（第76～ 78・81ࠥ 84・86ࠥ 91・93ࠥ 98ձ図）

土ᶫは、ࡑの上部がྲྀりቯされるとともに、南➃部に࠾いて南北ᖜ⣙㸵㹫、῝さ⣙３㹫にࢃたって

掘り㎸まれ、◚ቯされていたࠋ掘㎸ෆの埋土は、ᮏ୸南ᇼの埋立土と㐃⥆していることから、ᮏ୸南

ᇼᗫ⤯᫬にࡅ࠾る୍㐃の造సと⪃࠼られるࡑ࠾ࠋらく、ᇼの埋立て᫬に土ᶫの南➃部をྲྀりቯし、Ỉ

ᢤࡁを⾜ったものと⪃࠼られるࠋまた、この掘り㎸ࡳの南岸でも、୰に土が඘ሸされた⣙５～㸴ẁの

土ಥ積ࡳが᳨ฟされているࠋ土ᶫのᗫ⤯とᮏ୸南ᇼの埋立ては、いもりᇼの掘๐と㐃ືする୍㐃のᬑ

ㄳであったと⪃࠼られるࠋこのẁ㝵をࠕ第３ẁ㝵ࠖとするࠋ

な࠾、ᮏ୸南ᇼのᗫ⤯࠾よࡧいもりᇼの㛤タは、ᇼ埋立土（Ⅳb層）からのฟ土遺物࠾よࡧ後㏙す
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第 74 図 土ᶫ調査区 全体図（S=1/200）

0 5ｍ(S=1/200)

+6
2.
35
0

+6
2.
35
0

+6
2.
36
0

+6
2.
36
0

+6
2.
34
0

+6
2.
34
0

+6
2.
33
0

+6
2.
33
0

�45.290

�45.290

�45.300

�45.300

�45.310

�45.310

+6
2.
37
0

+6
2.
37
0

+6
2.
37
0

+6
2.
37
0

+6
2.
35
0

+6
2.
35
0

+6
2.
36
0

+6
2.
36
0

+6
2
34
0

+6
2
34
0

+6
2.
33
0

+6
2.
33
0

�45.280

�45.280

�45.270

�45.270

�45.290

�45.290

�45.280

�45.280

�45.270

�45.270 �45.260

�45.260

�45.300

�45.300

1810E1810E

1810W1810W

▼ิ

ᮏ୸༡ᇼ

ᅵಥิᅵಥิ

ᅵಥ✚ࡳᅵಥ✚ࡳ

ᅵᶫ

ᇼࡾࡶ࠸

ᇼࡾࡶ࠸

ᇼࡾࡶ࠸

ᇼࡾࡶ࠸

SP31

SP30

SP29

SP28

SP27

SP26

SP25

SP24
SP23

SP22

SP21

SP20SP20

SP19

SP18

SP17

SP16

SP15

SP14

SP13SP13

SP12SP12

SP11

SP10

SP9

SP8

SP7

SP6

SP5

SP4

SP3

SP2

SP1



― 99―

第 75 図 土ᶫ調査区 区๭図（S=1/200）
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第 81 図 土ᶫ調査区 土層断面図 SP1�2・SP13�14（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

䐠

䐟

0 5ｍ(S=1/300)

26.5

26.0

25.5

25.0

Ϩ�

Ϩ�

ⅣE�

ⅣE�

ⅣE3

ⅣE�

ⅣE5

ⅣE�

ⅣE�

ⅣE�

ⅣE�

ⅣE�0

ⅣE��

ⅣE��

ⅣE�5

ⅣE�3

ⅣE��
ϭ�

ձSP��� ᅵ層᩿面
SP1 SP2

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 褐色土 小礫・小石等含む【⌧地⾲面】

Ϩ2 暗褐色土 小礫・小石等含む 【ᪧ㝣㌷期の᧠஘（土⟶掘方）】

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 褐灰色土 径 10 ㎝௨ୗの礫で構成された礫層 粗砂含む

Ⅳb2 やや明るいᶳ灰色土 小礫・小石・粗砂含む

Ⅳb3 黄灰色土 小礫・小石含む

Ⅳb4 明黄灰色土 小礫・黄灰色࠾よࡧᶳ色粘土ブロック �径⣙５㎝ �含む

Ⅳb5 ᶳ灰色土 小礫・炭化物・小石含む

Ⅳb6 ᶳ黄灰色土 小礫・粗砂・ᶳ黄灰色粘土ブロック �径⣙５㎝ �含む

Ⅳb7 ᶳ灰褐色土 小礫・小石・黄灰色࠾よࡧᶳ色粘土ブロックが点ࠎとධる

Ⅳb8 ᶳ褐色土 小礫・小石含む

Ⅳb9 やや明るいᶳ灰色土 小礫、黄灰色・黄色・ᶳ色粘土ブロックが点ࠎとධる

Ⅳb10 褐ᶳ灰色土 小礫・小石含む

Ⅳb11 褐ᶳ黄色土 小礫・小石・粗砂含む
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ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 灰ⓑ色砂質土【地ᒣ】

᧠஘土か
᧠஘（㔠ἑ土木
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Ϭc層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第㸰ẁ㝵の造成土（土ᶫᨵಟにకう造成土）
Ϭc1 暗褐色シルト 粘性あり
Ϭc2 暗灰色シルト 粘性あり

Ϭd層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第１ẁ㝵の造成土（土ᶫ構⠏にకう造成土）
Ϭd1 黄褐色シルト ᰩ石混じり やや砂質でしまりなし
Ϭd2 暗黄褐色シルト 黄褐色粘質土（地ᒣ）・灰色粘質土・灰色砂がブロック状（径１～㸰㎝）に混
Ϭd3 暗灰色シルト 粘性あり
Ϭd4 ᰩ石層 㛫層࡯とࢇどなし
Ϭd5 暗灰色シルト 粘性あり 少量の砂・小砂利・粘シルト土ブロック（径㸲～５㎝）がධるも、

均質な層ࡰ࡯
Ϭd6 暗灰褐色シルト 砂質 灰色粘質土（地ᒣ）ブロック（径⣙１㎝）もධるがࡰ࡯砂質シルト層
Ϭd7 暗黄褐色シルト 砂質 灰色粘質土（地ᒣ）ブロック（径⣙ 0.5 ㎝）もධる
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Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 ルト㊰盤【⌧ᅬ㊰㊰盤】࢓ࣇࢫ࢔

Ϩ2 暗褐色土 ール混【┤前のᩚ地層】ࢽࣅ

Ϩ3 暗褐色土 クリートブロック多混【ᪧ㝣㌷ᘓ物ྲྀりቯし᫬の᧠஘層】ࣥࢥ

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 暗黄褐色シルト 礫混 褐色・灰色粘土小粒多混 しまりあり

Ⅳb2 暗褐色土 地ᒣ粘土ブロック少混 炭粒少ࠎ やや㌾弱

Ⅳb3 黄褐色シルト 地ᒣ粘土ブロック混 地ᒣ砂ᒾブロック少混

Ⅳb4 暗褐色土 ෇礫（径⣙ 10 ㎝）混

Ⅳb5 灰褐色シルト ෇礫（径⣙ 10 ㎝）混
Ⅳb6 暗褐色シルト ෇礫（径⣙ 10 ㎝）混

Ⅳb7 暗黄褐色粘質土 地ᒣ粘土ブロック・砂ブロック多混 ᰩ石を含む ᰩ石㛫の㝽㛫が多い【土ᶫ上部をྲྀりቯした㝿のᰩ石か】

Ⅳb8 暗黄褐色砂質土 地ᒣ粘土ブロック少混 砂ブロック多混 暗褐色土粒混 ᰩ石を含む ᰩ石㛫の㝽㛫が多い【土ᶫ上部をྲྀりቯした㝿のᰩ石か】

Ⅳb9 暗黄褐色土 地ᒣ粘土ブロック・砂ブロック少混 暗褐色土粒多混

Ⅳb10 暗黄褐色砂質土 砂ブロック少混 暗褐色土粒多混 しまり弱い

Ⅳb11 暗黄褐色土 地ᒣ粘土ブロック・砂ブロック・灰色粘土ブロック少混 暗褐色土粒多混

Ⅳb12 暗黄褐色シルト層 地ᒣ粘土ブロック・砂ブロック・暗褐色土粒少混

Ⅳb13 黄ᶳ褐色粘土 地ᒣ粘土ブロック多混

Ⅳb14 灰褐色シルト～砂 地ᒣ粘土ブロック少混 砂ブロック多混

Ⅳb15 黒褐色土【ᩚ地᫬のసᴗ面か】

Ⅳb16 灰黄褐色シルト 地ᒣ粘土ブロック少混 砂ブロック多混

Ⅳb17 暗褐色土 地ᒣ粘土ブロック少混 地ᒣ砂ブロック（径⣙ 10 ㎝）混ᅾ

Ⅳb18 灰黄褐色シルト 地ᒣ粘土ブロック混 砂ブロック多混

Ⅳb19 暗黄褐色土 地ᒣ粘土ブロック多混 砂ブロック・㢼化小෇礫混

Ⅳb20 暗黄褐色シルト 地ᒣ粘土ブロック少混 砂ブロック混

Ⅳb21 黒灰褐色粘質土 地ᒣ粘土ブロック少混【ᩚ地᫬のసᴗ面か】

Ⅳb22 暗黄褐色土 地ᒣ粘土ブロック・砂ブロック・㢼化小෇礫混
ͤ全体に暗黄褐色系シルトを࣋ーࢫに粘土ブロックの混ධ密ᗘにより細ศされるࠋ部ศ的にసᴗ面とᛮしࡁởれ

たⷧ層をᙧ成するࠋ

Ϭd層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第１ẁ㝵の造成土（土ᶫ構⠏᫬の┒土）
Ϭd1 暗黄褐色粘質土 㢼化෇礫（径１～ 10 ㎝）多 粘土ブロック・砂ᒾブロック多混

  しまり強【ᩚ地土】

Ϭd2 黄ᶳ褐色粘質土 㢼化小粒礫（径１㎝௨ୗ）少混 しまり強

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 黄褐色～黄灰色シルト しまり୰【地ᒣ】

0 5ｍ�S ��300�
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る✄Ⲵᒇᩜ調査区の石ᇉ1941Sの≉ᚩなどから、ඖ࿴ᖺ㛫（1615～ 1624）㡭と⪃࠼られるࠋまた、

土ᶫ周㎶では、ᗫ⤯┤前の堆積層（Ϭb層）࠾よࡧᇼ埋立土（Ⅳb層）から、ᘓ⠏部ᮦとࡳられる木

〇ရや㔠⟩瓦・㪘瓦を含む瓦が多ᩘฟ土して࠾り、この௜近にఱらかのᘓ物がᏑᅾしたと⪃࠼られるࠋ

մࡾࡶ࠸ᇼ（第76ࠥ 78・88・89・91・94・95ձ・98ղ図）

調査区南➃部から北西部にかࡅて、北西�南ᮾ方ྥのいもりᇼが北ᮾにᒅ᭤し、✄Ⲵᒇᩜୗ調査区

で᳨ฟされた石ᇉ（1941S）に᥋する⟠ᡤの土⩚面を᳨ฟしているࠋ

（３）小結

調査により、௨ୗのᡤ見をᚓたࠋ

・᳨ฟしたᮏ୸南ᇼとࡑれにకう土ᶫについて、構⠏ᙜ初ЍᨵಟЍᗫ⤯の３ẁ㝵のኚ㑄が見られたࠋ

・構⠏ᙜ初のᮏ୸南ᇼは✵ᇼで、ᇼにకう土ᶫは、ᇼに面する୧側面が石ᇉとなっていた（ᮾ面㸸

1810(・西面㸸1810:）ࠋ石ᇉの積ࡳの≉ᚩなどから、㔠ἑᇛ石ᇉ⦅ᖺ１期（ᩥ⚘ᖺ㛫（1592～ 1596）

㡭）の構⠏と⪃࠼られるࠋ（第１ẁ㝵）

・ᙜ初✵ᇼであったᮏ୸南ᇼは、ᨵಟ᫬に、土ᶫᮾ側では石ᇉの前面に┒土され、土⩚面となったࠋ

の㝿、ᇼᗏが第１ẁ㝵のᇼᗏからさらに⣙2.3㹫掘๐されて῝さをቑすとともに、Ỉ成堆積層がࡑ

☜ㄆされたことから、少なくとも土ᶫᮾ側では‣Ỉしていたことが明らかとなったࠋまた、ᨵಟ後の

土ᶫᮾ側の土⩚面の୍部では、ᙜ᫬のỈ㝿௜近に、ㆤ岸目的とࡳられる土ಥิが᳨ฟされているࠋ（第

㸰ẁ㝵）

第 92 図 土ᶫ調査区 土層断面図 SP19�20（S=1/40）
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Ϭd18 灰褐ᶳ色シルト 小礫・小石含む

Ϭd19 暗褐灰黄色土 小礫含む

Ϭd20 粗砂 シルト・小礫含む

Ϭd21 小礫

Ϭd22 シルト 粗砂・粘質土含む

Ϭd23 粘質シルト 小礫含む

Ϭd24 明ᶳ褐色砂質土 小礫・砂含む
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第 93 図 土ᶫ調査区 土層断面図 SP20�21（S=1/40）
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Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 ῐ灰褐色土 小礫・木片・Ἑཎ石（径㸵～㸶㎝௨ෆ）含む

Ⅳb2 灰褐色土 小礫・Ἑཎ石（径 20 ㎝௨ෆ）含む 木ᮦ・瓦（࢟ࣅࢥ㸿）等の遺物多くධる
Ⅳb3 灰黄褐色土 小礫・黄色粘土ブロック（径⣙５㎝）含む

Ⅳb4 灰黄色砂質土 粒子の細かい砂・小砂利含む

Ϭc層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第㸰ẁ㝵の造成土（土ᶫᨵಟにకう造成土）
Ϭc1 褐灰色土 小礫・Ἑཎ石（径⣙ 10 ㎝）少量含む やや暗い青色粘土ブロック（径５㎝௨ෆ）含む

Ϭc2 褐ᶳ色土 小礫・小石・やや暗い青色粘土ブロック（径⣙５㎝）含む【土ಥෆの土15ࠋ（ཌ）�50（㛗）㎝ࠋ⫼後の石は土⩚面の強ᗘをಖつたࡵのものか】

Ϭc3 ῐ褐灰色土 小礫・小石含む

Ϭc4 ῐ褐黒色土 小礫含む やや暗い青色粘土ブロック層状に含む

Ϭc5 やや暗い青褐色粘質土 小礫含む【地ᒣ質の┒土】

Ϭc6 やや明るい灰褐色土

Ϭc7 明灰黄色粘質土 小礫少量含む

Ϭc8 明黄灰色粘質土

Ϭc9 灰ᶳ褐色土 小礫少し含む

Ϭc10 明ᶳ灰褐色土 黄ᶳ色粘土を層状に含む 小礫含む

Ϭc11 黄青褐色土 黄青色粘土ブロック含む

Ϭc12 褐ᶳ黒色土 小礫・Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ෆと⣙ 25 ㎝）・黄色ཬࡧ青色粘土ブロック（径⣙５㎝）含む

Ϭc13 暗褐ᶳ黒色土 小礫・Ἑཎ石（径５㎝௨ෆ）含む やや暗い青色粘土ブロックが層状ཬࡧブロック状（径⣙ 10 ㎝）にධる

Ϭc14 灰褐黄色土 砂多く含む 小礫含む

Ϭd層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第１ẁ㝵の造成土（土ᶫ構⠏にకう造成土）
Ϭd1 灰青褐色土 小石含む【石ᇉ᰿石掘方にධれた᰿ᅛࡵの┒土ࠋ第㸰ẁ㝵の┒土によりỿୗか】

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 やや暗い青色粘質土 やや暗い青色土ブロック含む【地ᒣ】
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第 95 図 土ᶫ調査区 土層ὀグ SP22�23、土層断面図 SP24�25（S=1/40）

ղSP����5 ᅵ層᩿面

ձSP����3 ᅵ層ὀグ

0 1ｍ�S ���0�

䐟

䐠

0 5ｍ�S ��300�

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 暗褐色土 小礫・小石含む ⁽႞のような小片多ᩘධる【᧠஘】

Ϩ2 暗ᶳ褐色土 小礫・小石・Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ෆ）含む しまりᝏい【明἞ 40 ᖺいもりᇼ埋立土】

Ϩ3 ᶳ灰褐色土 小礫・小石含む【明἞ 40 ᖺいもりᇼ埋立土】

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 灰ᶳ褐色粘質土 小礫・小石含む 褐色粘質土が層状にධる

Ⅳb2 灰褐色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb3 褐灰ᶳ色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb4 やや暗い灰ᶳ褐色土 小礫含む

Ⅳb5 灰黄色粘質土 小礫含む

Ⅳb6 灰ᶳ褐色粘質土 小礫含む

Ⅳb7 灰褐ᶳ黄色土 小礫・小石・炭化物含む

Ⅳb8 暗褐ᶳ色粘質土

Ⅳb9 暗灰褐色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb10 ᶳ黄褐色砂質土 小礫・小石・Ἑཎ石（径 25 ㎝௨ෆ）含む

Ⅳb11 ῐ灰ᶳ色土 小礫含む

Ⅳb12 暗褐色土 小礫含む

Ⅳb13 灰黄褐色土 小礫・小石・粗砂含む

Ⅳb14 暗ᶳ褐色土 Ἑཎ石・小礫・小石含む

Ⅳb15 明ᶳ黄灰色砂質土 小礫・小石・粗砂含む

Ⅳb16 褐灰色土 砂Ẽあり Ⅳb15 に比࡭てしまりなし 小礫含む

Ⅳb17 濁灰褐色土 小礫含む

Ⅳb18 やや暗い灰褐色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb19 褐灰色土 砂Ẽあり Ⅳb15 に比࡭てしまりなし

Ⅳb20 灰褐色粘質土 Ⅳb19 に似る 灰色粘土ブロック少量含む

Ⅳb21 暗灰褐ᶳ色粘質土 小礫・小石含む
ͤⅣb14 ～ 21 層はᮏ୸南ᇼ埋立᫬に᧠஘にあった土ᶫ┒土か
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Ⅳb2 ῐ灰ⓑ褐色土 小礫・Ἑཎ石（径 10 ～ 15 ㎝）・黄色粘土ブロック（径５㎝）含む

Ⅳb3 灰ⓑ褐色土 小礫・小石（径５㎝௨ෆ）含む Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ෆ）・黄色砂質土ブロック部ศ的に含む

Ⅳb4 ῐ灰ᶳ褐色土 小礫・石（径㸵㎝௨ෆ）含む 暗褐色土粒点ࠎとධる

Ⅳb5 灰ᶳ褐色土 砂少しධる Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ෆ）・⇺平瓦片含む

Ⅳb6 明灰ⓑ褐色土 小礫・石（径㸵㎝௨ෆ）含む

Ⅳb7 やや暗い灰褐色土 Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ෆ）・砂少しධる ୗ部で褐黄色粘土層状にධる

Ⅳb8 ῐ褐灰色土 砂少し含む

Ⅳb9 ῐ褐色砂質土 小礫・小石含む 砂の堆積土

Ϭc層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第㸰ẁ㝵の造成土（土ᶫᨵಟにకう造成土）
Ϭc1 明灰ⓑ色粘質土 シルト含む

Ϭc2 暗褐色粘質土 小礫含む

Ϭc3 褐灰ᶳ色土 小礫・小石含む

Ϭc4 ᶳⓑ褐色土

Ϭc5 褐ᶳ色土

Ϭc6 褐灰青色粘質土 シルト・やや暗い青色粘土ブロック（径 10 ㎝௨ෆ）含む ブロックはୗ部࡯ど多量で径も大ࡁくなる ୗ部に全体的に砂ධる

ୗ部に暗褐色粘土層状にධる

Ϭc7 やや暗い青色粘質土 シルト含む 暗褐色粘土ブロック（径㸵㎝௨ෆ）部ศ的にධる 砂やや多く含む

Ϭc8 暗灰褐色粘質土 シルト・小礫含む

Ϭc9 暗褐灰色粘質土 シルト・小礫含む

Ϭc10 ῐ黄褐色砂質土 シルト・小礫含む

Ϭc11 黄褐色土 小礫・小石含む

Ϭc12 黄褐ⓑ色土 砂・小礫含む

Ϭd層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ第１ẁ㝵の造成土（土ᶫの構⠏にకう造成土）
Ϭd1 明ᶳ色粘質土 シルト含む

Ϭd2 黄灰青色粘質土 シルト・小礫含む

Ϭd3 灰ᶳ褐色粘質土 粗砂・小礫含む
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第 98 図 土ᶫ調査区 土層ὀグ SP28�29、土層断面図 SP30�31（S=1/100）

0 1ｍ(S=1/40)

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 ᧠஘土（基♏のᰩ石）

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa1 黄褐色砂質土 粘性強い
Ⅳa2 黄褐色砂質土と灰色砂質土の混ྜ土 黄色粘土粒含む 粘性強い
Ⅳa3 灰色砂質土 㕲ศ含む 粘性強い
Ⅳa4 黄灰色砂質土 㕲ศ含む・黄色粘土粒を含む 粘性強い
Ⅳa5 黄褐色砂質土と灰色砂質土の混ྜ土 黄色粘土粒含む 粘性強い
Ⅳa6 黄灰色砂質土 㕲ศ含む・黄色粘土粒を含む 粘性強い
Ⅳa7 灰色砂質土 黄色粘土をブロック状に含む
Ⅳa8 灰褐色砂質土 黄色粘土粒・㕲ศ含む

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む
Ⅳb2 Ⅳb4 層㸩礫多
Ⅳb3 礫混砂利の層
Ⅳb4 灰褐色砂質土 㕲ศ多く含む

Ⅳb5 暗灰色シルト 小砂利 粘質土ブロック（径0.5㎝）混

Ⅳb6 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む Ⅳb9 層より㕲ศ多い
Ⅳb7 暗灰色砂質シルト
Ⅳb8 灰褐色砂質土 㕲ศ多く含む
Ⅳb9 灰褐色砂質土 黄色粘土粒・㕲ศ含む
Ⅳb10 黄灰色砂質土 㕲ศ含む・黄色粘土粒を含む 粘性強い

Ⅳb11 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む

Ⅳb12 暗灰色粘質シルト 径15㎝大の礫も混

Ⅳb13 暗灰色シルト 小礫多く含む
Ⅳb14 灰褐色砂質土 㕲ศ多く含む 黄灰色粘土含む
Ⅳb15 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む
Ⅳb16 灰色シルト 黄色粘土粒・㕲ศ多く含む
Ⅳb17 暗灰色粘質土

Ϭ層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ基盤層（┒土）
Ϭ1 黄褐色粘土小礫層と黒色粘土小礫層との混ྜ土 㕲ศ多く含む
Ϭ2 黄灰色砂質土
Ϭ3 黄灰色粘土小礫層
Ϭ4 黄色粘質土 黒色粘質土を少量含む Ϭ3層との㛫に㕲ศỿ╔
Ϭ5 灰色砂質土 小礫多く含む
Ϭ6 黄褐色粘土小礫層と黒色粘土小礫層との混ྜ土 㕲ศ多く含む
Ϭ7 黒色粘質土 小礫含む

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層㸸地ᒣ
ϭ1 Ϭ3層よりやや暗く、黒色粘土粒を含む
ϭ2 灰色砂質土 小礫含む
ϭ3 Ϭ3層よりやや暗く、黒色粘土粒を含む
ϭ4 灰色粘土小礫層と黒色粘土小礫層との混ྜ土
ϭ5 Ϭ3層よりやや暗く、黒色粘土粒を含む

ձSP����� ᅵ層ὀグ

0 5ｍ(S=1/300)

ルト㸩㊰盤࢓ࣇࢫ࢔

᧠஘（ࢳࢫࣛࣉック・ࣥࢥクリート࢞ࣛの層）

SP30 SP31

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 暗灰褐色シルト 小礫（径３～㸲㎝）・粘質土がブロック状に混

 【明἞ 40 ᖺいもりᇼ埋立土】
Ϩ2 暗褐色シルト 礫混 砂質【明἞ 40 ᖺいもりᇼ埋立土】

ϩ層 近世後期
ϩ1 暗黄褐色シルト 砂質 均質【ὶ土的な層か】ࡰ࡯
ϩ2 暗褐色シルト しまりなし 小礫も混【⾲土か】

Ⅳa 層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土
Ⅳa1 黄褐色シルト 褐灰色粘質土ブロック（径１～５㎝）・礫混

Ⅳa2 暗褐灰色シルト 礫も含む 黄褐色粘質土ブロック（径⣙ 0.5 ㎝）混

Ⅳa3 黄褐色シルト 小礫含む 少量の黄褐色粘質土ブロック（径⣙ 0.5 ㎝）混

Ⅳa4 黄褐色シルト 黄褐色粘質土ブロック（径⣙５㎝）୰ᚰの層 礫も含む

Ⅰ1

Ⅱ1

Ⅳ㼍1

Ⅰ2

Ⅱ2 Ⅳ㼍2

Ⅳ㼍㻟
Ⅳ㼍㻠
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・ᨵಟ後の土ᶫ西側では、石ᇉ前面に石ิが☜ㄆされて࠾り、土ᶫのᨵಟ（ᣑᖜ）にకう構造物と⪃

Ỉ成粘土堆積層はࡧよ࠾石ิ前面にはᇼの斜面がᙧ成されていたが、調査ではᇼᗏ、࠾なࠋる࠼ら࠼

☜ㄆでࡎࡁ、土ᶫ西側がᮾ側と同ᵝに‣Ỉしていたかは明らかではないࠋ（第㸰ẁ㝵）

・ᮏ୸南ᇼのᗫ⤯࠾よࡧいもりᇼの㛤タは、ඖ࿴ᖺ㛫（1615～ 1624）㡭と⪃࠼られるࠋな࠾、ඖ࿴

㸴ᖺにᇛෆᮏ୸で火⅏が⏕じて࠾り、ᮏ୸南ᇼのᗫ⤯࠾よࡧいもりᇼの㛤๐が、この火⅏をዎᶵとし

ているྍ⬟性も⪃࠼られるࠋ土ᶫ周㎶からฟ土（Ⅳb層࠾よࡧϬb層）した㔠⟩瓦が、ᩥ⚘期前後～

ඖ࿴期に౑⏝されたこととも▩┪しないࠋ（第３ẁ㝵）

✄Ⲵᒇᩜୗㄪᰝ༊

（㸯）ᴫせ（第11・12・99～ 101図）

調査区は⸄ࣀ୸の南方の近௦石ᇉ1810S3の南側に఩⨨し、平成12ᖺᗘに調査が⾜ࢃれた（2000�1

地点）ࠋ調査区の఩⨨をỤᡞ᫬௦前期のࠕຍ㈡ᅜ㔠ἑஅ図（ࠖ寛ᩥ㸶ᖺ（1668））（㔠ἑᕷ立⋢ᕝ図᭩㤋ⶶ）

に↷ྜさࡏると、いもりᇼと✄Ⲵᒇᩜのቃ⏺に┦ᙜし、ቃ⏺を♧す部ศには石ᇉがᥥかれているࠋ寛

ᩥ期のᇼのᵝ┦は、基ᮏ的にᖥᮎまでᘬࡁ⥅がれるが、Ụᡞ᫬௦後期の⤮図では石ᇉ前面に土⩚状の

⾲⌧が見られるࠋ近௦௨㝆は、明἞40ᖺ（1907）にいもりᇼが埋ࡵ立てられ、✄Ⲵᒇᩜୗ石ᇉの上

༙部がྲྀりቯされたࡑࠋして、ࡑの北方に᪂たな石ᇉ1810Sがタ⨨されたと⪃࠼られるࠋᪧ㝣㌷の

ᘓ物㓄⨨図では、஦ົᡤとᲕໟᡤの୍ゅが☜ㄆでࡁることから、᳨ฟした石ᇉ1941Sは、近௦のྲྀ

りቯしをචれたୗ༙部が、地୰に埋まっていたものと⪃࠼られるࠋ

石ᇉ1941Sは、ᮾ西⣙30㹫にࢃたって᳨ฟされたࠋ調査地点ᮾ➃は、石ᇉᮾ➃部に┦ᙜする୍ࠋ方、

石ᇉ西➃は、調査区外࡬ᘏࡧて࠾り、᳨ ฟでࡁなかったࠋまた、石ᇉは、ࡰ࡯┤⥺状にᘏࡧているが、

ᮾ部௜近に近࡙くにつれ、やや南࡬ᙇりฟしていた᳨ࠋฟ㧗は、⣙1.5㹫（᭱῝部⣙2.5㹫）、Ⓨ掘

೵Ṇ面で見るとᶆ㧗⣙25㹫（᭱῝部⣙24㹫）で、さらにࡑのୗ方に⥆いて࠾り、᰿石の☜ㄆには⮳っ

ていない᳨ࠋฟした⠏石の⥲ಶᩘは、⣙120ಶをᩘ࠼るࠋ

（㸰）遺構

ձ▼ᇉ����S（第100ࠥ 103・104ձ・105ձ・106ղ・107ձ図、第５⾲）

ᮾ西⣙30㹫、㧗さ⣙1.5㹫（᭱῝部⣙2.5㹫）ศを᳨ฟし、南に面をྥࡅていたࠋ᰿石は᳨ฟさ

れて࠾らࡎ、さらにୗに⥆くと⪃࠼られるࠋ⠏石にはᡞᐊ石の粗ຍᕤ石が౑⏝されているが、面はࣀ

࣑ຍᕤが少なく、⮬↛面࠾よࡧ๭面部ศをṧすものが多いࠋまた、⠏石はつ᱁化されて࠾らࡎ、ᑍἲ・

面の調ᩚ等は⤫୍されていないࠋ石ᇉの積ࡳは஘積ࡳで、部ศ的にⴠとし積ࡳが❚࠼るࠋな࠾、ト

㸰の土層断面のほᐹより、石ᇉᨵಟ掘方の埋土のྍ⬟性のある層（第106ղ図Ⅳࢳࣥࣞ a1～ 15層）

を☜ㄆしたが、平面的なᗈがり等ヲ細を明らかにでࡁていないࠋ㛫ワにはᡞᐊ石片やἙཎ石をワࡵて

～るが、㛗径⣙20ࡵのものが大༙を༨ࢬ࢖ࢧᣙࡑよ࠾さはࡁり、大࠾ 30㎝のものも見られたࠋᡞ

ᐊ石片は色ู（㉥・青）に⩌㞟するഴྥが見られたࠋ石ᇉの໙㓄は、⣙80rを るࠋ⠏石のᗄつか

には、▮✰㊧が見られたࠋ▮✰のᙧ状は、方ᙧ・㛗方ᙧないしⱝᖸ㏫ྎᙧẼ味のものが୰ᚰで、౛外

的に༙෇ᙧ・༙㛗෇ᙧのものがຍࢃる้ࠋ༳は、34✀類・70ಶ見られた（第５⾲）ࠋ小ᆺのものが

主体で、Ṥどがṇ面に้まれて࠾り、✀類ẖにまとまるഴྥが見られたࠋこれらの≉ᚩから、㔠ἑᇛ

石ᇉ⦅ᖺ３期（ඖ࿴ᖺ㛫（1615～ 1624）㡭）の構⠏と⪃࠼られるࠋ

石ᇉෆ部の構造をᢕᥱするたࡵ、石ᇉに┤⾜してධれた㸲ᮏのトࣞࣥࢳ（トࣞࣥ１ࢳ～㸲）の土層

断面を⢭査したところ、調査区西部では、石ᇉṇ面から⣙2.5㹫～３㹫後方地点で、地ᒣが掘๐さ

れた状ἣが☜ㄆでࡁたが、ᮾ部では地ᒣが☜ㄆされࡎ、地ᒣの௦ࢃりとして、ᅛく⥾ࡵた礫層がᙧ成

されていることが☜ㄆされたࠋまた、石ᇉの⿬㎸ࡵにはἙཎ石主体のᰩ石が඘ሸされたが、ᡞᐊ石も

少量含まれていたࠋᰩ石は、⠏石に᥋する⠊ᅖでは、径が大ࡵࡁのἙཎ石やᡞᐊ石片が౑⏝されてい
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るが、ࡑれ௨外の⠊ᅖでは、Ἑཎ石が౑⏝されていたࠋ土層断面のほᐹから、సᴗ༢఩のୗ層に径の

比較的大ࡁいᰩ石、୰層に比較的小さいᰩ石、上層に୰఩のᰩ石が㓄されたと⪃࠼られ、⠏石⣙㸰～

３ẁศ（推定）の㧗さまで石ᇉを積ࡳ上ࡆたẁ㝵で、⿬㎸ࡵ全体に┒土しᩚ地したとࡳられるࠋฟ土

遺物は、⿬㎸ᩚࡵ地層などから17世⣖初㢌㡭の㝡☢ჾがฟ土しているࠋ

ղᮏ୸༡ᇼ（第101・105ղ・107図）

前㏙した、地ᒣの௦ࢃりとしてᅛく⥾ࡵた礫層がᙧ成されている⠊ᅖは、いもりᇼがᙧ成される௨

前にᏑᅾした、ᮏ୸南ᇼを埋ࡵ立てた⠊ᅖと⪃࠼られるࠋ調査では、ᮏ୸南ᇼのἲ面を୍部ศ☜ㄆす

ることがでࡁた（第105ղ図）᳨ࠋ ฟしたἲ面は、土ᶫの北西に఩⨨し、地ᒣを掘๐してᙧ成されていたࠋ

ᇼの北岸に┦ᙜすると⪃࠼られ、対岸となる南岸は、土ᶫ調査区で᳨ฟされているࠋ

（３）小結

ᮏ調査区では、௨ୗのᡤ見をᚓたࠋ

・Ụᡞ᫬௦の⤮図にᥥかれた、いもりᇼと✄Ⲵᒇᩜのቃ⏺の石ᇉが、Ⓨ掘調査によりᮾ西⣙30㹫に

ࠋたって᳨ฟされた（1941S）ࢃ

・石ᇉ1941Sは、粗ຍᕤ石積で、石ᇉの積ࡳ（஘積ࡳで部ศ的にⴠとし積ࡳも見られる）や石ᇉ石の

ຍᕤ状ែがややᮍⓎ㐩で、้༳が小ᆺであることなどの≉ᚩから、㔠ἑᇛ石ᇉ⦅ᖺ３期（ඖ࿴ᖺ㛫

（1615ࠥ 1624）㡭）の構⠏と⪃࠼られるࠋいもりᇼの造Ⴀ᫬期を♧す遺構であるࠋ

・いもりᇼが掘๐される௨前にᏑᅾしたᮏ୸南ᇼのἲ面の୍部を᳨ฟしたࠋᇼの西岸に┦ᙜすると⪃

ࠋられる࠼
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第 104 図 ✄Ⲵᒇᩜୗ調査区 土層断面図 トࣞࣥ１ࢳ（S=1/40）
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側⁁

1810S3
（近௦石ᇉ）

26.5

26.0

27.0

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ17 黒褐色土 ック・㕲のᲬなど᪂しいものが多くධるࢳࢫࣛࣉ・ロࣥ࢖ࢼ 小礫混【⌧௦地⾲】㸻トࣞࣥࢳ㸰北Ϩ2層

Ϩ19 黄ᶳ褐色土 粗砂混じり ᶳ色粘土ブロック（径１㎝）がᡤࠎにධる【近௦石⤌側⁁掘方埋土】

Ϩ20 にぶい黄色砂質土 黒褐色土・黄ᶳ色土ブロック少量ධる 小礫混【近௦ᩚ地土】㸻トࣞࣥࢳ㸰北Ϩ5層・トࣞࣥ３ࢳ北Ϩ10 層

Ϩ21 ῐ黄褐色砂質土 粗砂・小礫混土 黄ᶳ色粘土（径㸰～３㎝）・黒褐色土ブロックධる【近௦ᩚ地土】

Ϩ22 Ἑཎ石（径 10 ～ 20 ㎝）主体でᡤࠎ㉥ᡞᐊ石がධる 石と石の㝽㛫に褐色土がධる【1810S3 掘方埋土（明἞ 40 ᖺ㡭）】

Ϩ23 黄褐色土 ᶳ色粘土ブロック（径⣙ 0.5 ㎝）少しධる【1810S3 掘方埋土（明἞ 40 ᖺ㡭）】㸻トࣞࣥࢳ㸰北Ϩ6層

Ϩ24 明黄褐色土 ᶳ色土ブロックが点ࠎとධる 灰ⓑ色粘土部ศ的に混【1810S3 掘方埋土（明἞ 40 ᖺ㡭）】㸻トࣞࣥࢳ㸰北Ϩ8層

Ϩ25 明黄灰色粘質土 灰色粘土（径⣙５㎝）ᡤࠎධる【1810S3 掘方埋土（明἞ 40 ᖺ㡭）】

Ϩ26 にぶい黄褐色土 小礫・粗砂・Ἑཎ石（径⣙５㎝）混 黒褐色土ᡤࠎにධる ᶳ黄褐色砂質土（径㸵～㸶㎝の礫混じり）部ศ的にධる【近௦ᩚ地土】

Ϩ27 やや暗い黄褐色土 小礫混【近௦ᩚ地土】

Ϩ28 ややῐい黄褐色土 小礫混 ᶳ灰色粘土（径⣙１㎝）ブロック少しධる近௦ᩚ地土】
ͤϨ23 ～ 25 とᰩ石の㛫に掘方は☜ㄆされていないࠋϨ23 ～ 25 を┒ってᰩ石をᢞධする方ἲで᪋ᕤしたとࡳられる（同᫬᪋ᕤ）ࠋୗ方࡬⾜くにᚑって灰ⓑ色粘土が混ධし、地ᒣ質に近࡙いていく

ͤϨ20・21・26 ～ 28 は近௦石ᇉ掘方の上面をᩚ地し、かつ近௦側⁁の基盤層となっている

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 灰ⓑ色粘質土 ᶳ色砂質土が上層にධる【地ᒣ】

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 暗褐ᶳ色土 粗砂・小礫含む

Ϩ2 黒褐色砂質土 Ἑཎ石（径⣙ 10 ㎝）混

Ϩ3 暗褐黄色土 小礫混

Ϩ4 やや暗い灰ᶳ褐色土 小礫・࢓ࣇࢫ࢔ルト・Ἑཎ石（径 10 ～ 20 ㎝）含む

Ϩ5 灰黄褐色土 黄ᶳ色粘土ブロックᡤࠎにධる

Ϩ6 褐灰色土 小礫混

Ϩ7 やや明るい褐灰ᶳ色土 ᶳ色土ブロック（径⣙ 1㎝）全体に含む

 灰ⓑ色粘土部ศ的にධる

Ϩ8 ῐ褐ᶳ色土 小礫・࢓ࣇࢫ࢔ルト混 石（径⣙５㎝）含む

Ϩ9 暗ᶳ褐色土 小礫混

Ϩ10 灰褐色土 小礫混

Ϩ11 やや暗い褐灰色粘質土 小礫・粗砂含む

Ϩ12 暗灰褐色土 小礫・粗砂・礫（径⣙３㎝）含む

Ϩ13 ᶳ褐色土 小礫含む

Ϩ14 暗褐色土 小礫含む

Ϩ15 やや暗い褐色砂質土 ル片含む࢖ࢱ
ͤϨ1～ 15 層㸸⌧௦の᧠஘

Ϩ16 ῐ褐灰色土 小礫含む【近௦ᩚ地土】

Ϩ18 褐色土 小石～径⣙ 20 ㎝の石を側⁁石⤌の⿬㎸としてධれる

【近௦石⤌側⁁掘方埋土】

Ϩ29 ῐ褐黄色土 小礫含む【近௦ᩚ地土】

Ϩ30 暗ᶳ褐色土 小礫・粗砂含む【近௦ᩚ地土】

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土（石ᇉ 1941S ⿬㎸ࡵ）
Ⅳa1 黄灰ⓑ色土 粗砂含む ᶳ色土・黄色土・灰ⓑ色粘土ブロック（径１～５㎝）

  全体的にධる【ᩚ地土】

Ⅳa2 暗黄褐色粘質土 ᶳ黄色粘土ブロック（径１～㸰㎝） 全体的にධる

  Ἑཎ石（⣙５㎝）ධる
Ⅳa3 Ἑཎ石主体（径⣙ 10 ～ 20 ㎝） 石と石の㝽㛫に褐色土ධる【ᰩ石層】

Ⅳa4 明黄褐色土 小礫混 灰ⓑ色粘土ブロック（径⣙１㎝）部ศ的に含む

【ᮏ୸南ᇼ埋立土のྍ⬟性もあり】

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 灰ⓑ色粘質土 ᶳ色砂質土が上層にධる【地ᒣ】
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第 105 図 ✄Ⲵᒇᩜୗ調査区 土層断面図 トࣞࣥࢳ㸲・SP17�18（S=1/40）
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Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 灰黄褐色砂質土 礫（径３～５㎝）多く含む

Ⅳb2 暗㉥褐色砂礫

Ⅳb3 暗㉥褐色砂礫 Ⅳb2 より礫の比⋡がやや㧗い

Ⅳb4 黄灰褐色砂質土 黄褐色シルト㸻地ᒣブロック混

Ⅳb5 黄灰褐色砂質土

Ⅳb6 暗㉥褐色砂礫 Ⅳb2 と同じ

Ⅳb7 暗㉥褐色砂礫 黄灰ⓑ色シルト㸻地ᒣブロック混

Ⅳb8 黄灰ⓑ色シルト（地ᒣ）ブロック層

Ⅳb9 黄灰ⓑ色シルトブロック層 暗㉥褐色砂礫混

Ⅳb10 暗㉥褐色砂礫 礫（径５㎝௨上）含む

Ⅳb11 Ⅳb9 と同じ

Ⅳb12 暗㉥褐色砂礫 黄灰ⓑ色シルト㸻地ᒣブロック混

Ⅳb13 Ⅳb9 と同じ

Ⅳb14 灰褐色砂質土
ͤⅣb7 ～Ⅳb14 は砂礫層と地ᒣブロック層の஫層で、地ᒣブロック層は粘性がやや強い

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 黄褐色砂質土【地ᒣ】

ϭ2 黄灰ⓑ色シルト【地ᒣ】
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26.0
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Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 やや暗い褐黄色土 ルト・小礫・小石含む【⌧௦ᨩ஘】࢓ࣇࢫ࢔

Ϩ2 暗褐色砂質土【⌧௦ᨩ஘】

Ϩ3 やや暗い黄灰褐色土 小礫・小石混

Ϩ4 黄ᶳ褐色土 小礫・小石混 ᶳ黄色土ブロック（径⣙１㎝）全体に含む

 灰ⓑ色粘土ブロック（径㸵～㸶㎝）ᡤࠎに含む【近௦ᩚ地層】

Ϩ5 ῐ㉥褐色土 ᅛくしまる 小礫含む ᶳ色土ブロック（径⣙ 0.5 ㎝）全体に含む

 【石ᇉをゎ体してϨ4でᩚ地する前に㋃ࡳᅛࡵられてでࡁた層】

Ϩ6 ῐ黄褐色土 ᅛくしまる 小礫含む ᶳ色土ブロック（径⣙１㎝）全体に含む

 【石ᇉをゎ体してϨ4でᩚ地する前に㋃ࡳᅛࡵられてでࡁた層】

Ϩ7 褐灰色土 小礫・Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ୗ）含む【石ᇉゎ体᫬に⛣ືした近世の層か】

Ϩ8 褐ᶳ色土 小礫・Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ୗ）含む【石ᇉゎ体᫬に⛣ືした近世の層か】

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土（石ᇉ 1941S ⿬㎸ࡵ）
Ⅳa1 褐灰色土 小礫混【ᩚ地土】

Ⅳa2 黄灰褐色砂質土 礫・粗砂含む ᶳ黄色土ブロック（径１～５㎝）全体にධる

Ⅳa3 ᶳ灰褐色土 礫・粗砂混 ᶳ黄色粘土ブロック（径㸵～㸶㎝）全体に多くධる

Ⅳa4 黄灰ⓑ色砂質土 礫・粗砂多く含む ᶳ黄色粘土ブロック（径⣙１㎝）含む

Ⅳa5 黄ᶳ褐色粘質土 小礫・ᶳ黄色粘土ブロック（径⣙㸰㎝）含む

Ⅳa6 ᶳ灰褐色砂質土 粗砂・礫混 ᶳ黄色粘土ブロック（径⣙１㎝）全体的に多く含む

Ⅳa7 ᰩ石層 径⣙ 10 ㎝のἙཎ石主体 この⠊ᅖࡅࡔᰩ石が小さࡵ【సᴗ༢఩のྍ⬟性あり】

Ⅳa8 ᰩ石層 径⣙ 10 ～ 30 ㎝のἙཎ石が主体 ၈ὠ焼、㉺前᧧㖊がฟ土
ͤ地ᒣの࢝ット面にはトࣞࣥࢳ㸰南で見られるように地ᒣ面に粘土を㈞り௜ࡅてはいないࠋまた、ᩚ地土はỈ平堆積

しているࠋこれはトࣞࣥࢳ㸰南・３では斜ࡵ堆積となっているࠋ地ᒣの࢝ットはいもりᇼ構⠏のたࠋࡵᮏ୸南ᇼ埋土

はᮍ☜ㄆで、もっと前面にあるとࡳられるࠋこの࢝ット面はᮏ୸南ᇼ埋土す࡭てを含む࢝ットであるたࡵ、ᮏ୸南ᇼ

埋土を含ࡵて地ᒣを࢝ットしているྍ⬟性もあるࠋ

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 明黄灰色粘質土【地ᒣ】
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第 106 図 ✄Ⲵᒇᩜୗ調査区 土層断面図 トࣞࣥࢳ㸰（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 黒褐色土 礫混 ルトධる࢓ࣇࢫ࢔

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土（石ᇉ 1941S ⿬㎸ࡵ）
Ⅳa1 暗黄褐色土 礫含む ᶳ色ブロック（径⣙ 0.5 ㎝）点ࠎとධる

Ⅳa2 と基ᮏ的に同土

Ⅳa2 黄褐色土 礫混 黄ᶳ色粘土ブロック（径５㎝௨ୗ）全体にまࡤらにධる

Ⅳa1 と基ᮏ的に同土

Ⅳa3 明黄ᶳ褐色土 黄ᶳ色粘土・灰ⓑ色粘土が全体に㠀ᖖに多くධる

Ⅳa4 と基ᮏ的に同土

Ⅳa4 黄ᶳ褐色土 黄ᶳ色粘土・灰ⓑ色粘土（径５㎝௨ୗ）が全体にධる

Ⅳa3 と基ᮏ的に同土

Ⅳa5 やや明るい黄ᶳ褐色土 黄ᶳ色粘土ブロック（径㸰～３㎝）・灰ⓑ色粘土

（径１㎝௨ୗ）少し含む

Ⅳa6 灰褐色砂質土 粗砂・ᶳ色粘土ブロック（径㸰～３㎝）含む

Ⅳa7 暗褐黄色粘質土

Ⅳa8 褐灰色土 小礫・Ἑཎ石（径⣙５㎝）全体に含む しまりなし

Ⅳa9 ῐ灰ᶳ色粘質土

Ⅳa10 ᰩ石層 Ἑཎ石（径10～ 20㎝）主体 土の部ศは小礫混じりの褐ᶳ色土

Ⅳa11 ᶳ灰色砂質土 粗砂含む 灰ⓑ色粘土ブロック（径⣙㸰㎝）全体に含む

Ⅳa12 灰褐色粘質土

Ⅳa13 黄灰色粘質土

Ⅳa14 やや暗い灰褐色粘質土

Ⅳa15 ᰩ石層 Ἑཎ石（径 10 ～ 20 ㎝）主体
 Ⅳa10 とのᰩ石のቃ目には径⣙ 10 ㎝の石が୪ぶ部ศあり

Ⅳa16 ῐ黄褐色土 小礫・ᡞᐊ石片混

Ⅳa17 明ᶳ灰色粘質土 粗砂含む ᶳ色粘土と灰ⓑ色粘土で構成

Ⅳa18 ᶳ灰褐色土 小礫・小石含む ᶳ色粘土・灰ⓑ色粘土ブロック（径10㎝

 ௨ୗ） 全体にධる

Ⅳa19 ῐᶳ灰褐色土 粗砂・小石含む

Ⅳa20 灰褐色土 小礫・小石含む 灰ⓑ色粘土ブロック（径⣙５㎝）全体に含む
ͤⅣa1 ～ 15 層㸸ᨵಟ掘方埋土のྍ⬟性あり

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ2 灰ⓑ色粘質土 上層⣙ 15 ㎝はᶳ色粘質土【地ᒣ】

ϭ�

ⅣD�0
ⅣD��

ⅣD��

ⅣD��
ⅣD��

ⅣD�5

ⅣD��ⅣD�3

ⅣD��

ⅣD��

ⅣD�0

ⅣD�
ⅣD�

ⅣD�

ⅣD�

ⅣD5
ⅣD�

ⅣD3

ⅣD�

ⅣD�

Ϩ�

SP9 SP11SP10

26.0

25.5

26.5

25.0

ղࢳࣥࣞࢺ㸰༡（SP����）ᅵ層᩿面

1941S

ϭ�

Ϩ�0

Ϩ�

Ϩ�

Ϩ�

Ϩ�

Ϩ5

Ϩ�

Ϩ3
Ϩ�

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ2 黒褐色土 小礫混【⌧௦地⾲】㸻トࣞࣥ１ࢳ（北）Ϩ17 層

Ϩ3 ややῐい黒褐色土 小礫混 Ἑཎ石（径⣙５㎝）ධる【近௦側⁁掘方埋土（明἞ 40 ᖺ㡭）】

Ϩ4 やや明るい黄褐色土 しまりなし 黒褐色土混 Ἑཎ石（径㸰～ 10 ㎝）ධる【近௦側⁁掘方埋土】

Ϩ5 にぶい黄色土 小礫・粗砂混 Ἑཎ石（径 15 ㎝௨ୗ）【近௦石ᇉᩚ地層】㸻トࣞࣥ１ࢳ北Ϩ20 層・トࣞࣥ３ࢳ北Ϩ10 層

Ϩ6 ῐ黄褐色粘質土 ᶳ色土小ブロック点ࠎとධる【近௦石ᇉ掘方埋土】㸻トࣞࣥ１ࢳ北Ϩ23 層

Ϩ7 石ࢤࢯ Ἑཎ石（径 10 ～ 30 ㎝）主体 １石のࡳ青ᡞᐊ石がධる 石と石の㝽㛫に褐色土ධる【近௦石ᇉ掘方埋土】

Ϩ8 明黄褐色土 黒褐色土ブロック（径⣙５㎝）点ࠎとධる 灰ⓑ色粘土（径⣙５㎝）部ศ的にධる ᶳ色土ブロック（径⣙１㎝）含む【近௦石ᇉ掘方埋土】

 㸻トࣞࣥ１ࢳ北Ϩ24 層

Ϩ9 褐色粘土 Ἑཎ石（径⣙ 20 ～ 30 ㎝）のୗにある【近௦石ᇉ掘方埋土】

Ϩ10 褐黄色粘土 Ἑཎ石（径⣙ 30 ㎝）ධる【近௦石ᇉ掘方埋土】
ͤϨ6・8はトࣞࣥ１ࢳと同じ᪋ᕤ方ἲで、Ϩ6・8を┒土しᰩ石をᢞධしている（同᫬᪋ᕤ）

ϭ層 ᮏ୸南ᇼ構⠏௨前の土層
ϭ1 灰ⓑ色粘質土 ᶳ色粘土が上層にධる【地ᒣ】

ձࢳࣥࣞࢺ㸰໭（SP���）ᅵ層᩿面

1810S3
�近௦石ᇉ�

近௦石⤌
側⁁26.0

25.7

26.5

SP8SP7

0 5ｍ�S ��300�

䐟

䐠
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第 107 図 ✄Ⲵᒇᩜୗ調査区 土層断面図 トࣞࣥ３ࢳ（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

ձࢳࣥࣞࢺ 3༡（SP�����）ᅵ層᩿面

1941S

近௦石⤌
側⁁

ⅣE5

ⅣE�
ⅣE3

ⅣE�

ⅣE�

ⅣD�

ⅣD�

ⅣD�

ⅣD�

ⅣD5

ⅣD�ⅣD3

ⅣD�

ⅣD� Ϩ�

Ϩ�

Ϩ5
Ϩ4

Ϩ3

Ϩ�

Ϩ1

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 暗褐色土 小礫・Ἑཎ石（径⣙ 10 ㎝）・ᡞᐊ石片・土⟶片ධる

 黄ᶳ色土（径１～５㎝）・黒色土ブロック全体にධる【⌧௦ᨩ஘か】

Ϩ2 やや暗い褐色土 小礫・ᶳ色土ブロック（径⣙１㎝）が全体にධる 小石混

 【⌧௦ᨩ஘か】

Ϩ3 黄灰色粘質土 シルト・小礫ධる【⌧௦ᨩ஘か】

Ϩ4 褐黄色粘質土 小礫・ⴥっࡥධる【⌧௦ᨩ஘か】

Ϩ5 褐色土 ᡞᐊ石・Ἑཎ石（径 10 ～ 20 ㎝）ධる【近௦石⤌側構掘方埋土】

Ϩ6 黄ᶳ褐色土 小礫・小石混 ᶳ黄色土ブロック（径⣙１㎝）全体に含む

 灰ⓑ色粘土ブロック（径㸵～㸶㎝）ᡤࠎ含む【近௦ᩚ地土】

 㸻トࣞࣥ１ࢳ南Ϩ29 層に対応か

Ϩ7 ῐᶳ灰褐色土 小礫ධる ᶳ黄色粘土・灰ⓑ色粘土ブロック（径㸰～３㎝）

 全体に含む【近௦ᩚ地土】

Ⅳa層 近世初期㸸いもりᇼ構⠏にకう造成土（石ᇉ 1941S ⿬㎸ࡵ）
Ⅳa1 ῐ黄褐色土 小礫・粗砂混 黄ᶳ色粘土ブロック（径0.5～５㎝）・小石含む

Ⅳa2 褐黄色粘質土 Ἑཎ石（径⣙ 10 ㎝）混

Ⅳa3 褐黄ᶳ色土 小礫・粗砂含む

黄色土・ᶳ色土ブロック（径 0.5 ～㸰㎝）全体に含む

Ⅳa4 明灰ᶳ褐色土 小礫・灰ⓑ色粘土（ᖜ⣙ 30 ㎝）・ᶳ色粘土（ᖜ⣙ 10 ㎝）・

黄ᶳ色粘土（ᖜ⣙ 10 ㎝）がᖏ状に斜ࡵにධる トࣞࣥ３ࢳ北の砂層と類似

Ⅳa5 ᶳ褐色粘質土 粗砂含む

Ⅳa6 やや暗い褐ᶳ色粘質土 粗砂含む

Ⅳa7 灰褐色土 小礫・粗砂含む ᶳ黄色土（径１㎝௨ୗ）が全体に点ࠎとධる

Ⅳa8 ᰩ石層 Ἑཎ石（径 10 ～ 30 ㎝）主体

石と石の㝽㛫に多少褐色土がධるが基ᮏ的には✵㛫

Ⅳa9 暗黄ᶳ褐色土 小礫・粗砂・ᶳ黄色土ブロック（径⣙１㎝）含む

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb1 暗㉥褐色砂礫 小礫（径１㎝௨ୗ）多く含む 暗黄褐色砂質土混

Ⅳb2 灰黄褐色シルト やや粘性あり

Ⅳb3 暗㉥褐色砂礫 礫（径⣙５㎝）多 Ⅳb1 より礫主体

Ⅳb4 ῐ褐灰色粘質土 やや砂質Ẽ味

Ⅳb5 Ⅳb3 と同じ

26.5

26.0

25 5

25.0

SP12 SP13 SP14

ղࢳࣥࣞࢺ 3໭（SP�5���）ᅵ層᩿面

1810S3
�近௦石ᇉ）

近௦石⤌
側⁁

ⅣE��

ⅣE��

ⅣE��
ⅣE�� ⅣE�5

ⅣE��

ⅣE�3
ⅣE��

ⅣE��

ⅣE�0

ⅣE�
ⅣE�

ⅣE�

ⅣE�

Ϩ��

Ϩ�0
Ϩ�

Ϩ�

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ8 ῐ黄褐色土 小礫・粗砂・Ἑཎ石（径 10 ㎝௨ୗ）ධる【近௦側構掘方埋土】

Ϩ9 褐色土 小礫・粗砂・ᡞᐊ石片（径 10 ㎝௨ୗ）ධる【近௦側構掘方埋土】

Ϩ10 にぶい黄色土 小礫・粗砂混 Ἑཎ石（径 15 ㎝௨ୗ）ධる

【近௦石ᇉ掘方埋土】㸻トࣞࣥ１ࢳ北Ϩ20 層・トࣞࣥࢳ㸰北Ϩ5層

Ϩ11 褐黄色土 小礫・粗砂混 Ἑཎ石（径 20 ～ 25 ㎝）ධる【近௦石ᇉ掘方埋土】

Ⅳb層 近世初期㸸ᮏ୸南ᇼ埋立土
Ⅳb6 礫層 南側は径５～ 10 ㎝の礫、北側は径５㎝௨ୗの礫主体 黄褐色シルト

ブロック・暗黄褐色砂質土混

Ⅳb7 黄褐色シルト 小礫（径⣙１㎝）混

Ⅳb8 ᶳ褐色・黄灰ⓑ色シルト 小礫（径⣙１㎝）混

Ⅳb9 暗㉥褐色砂礫 黄ᶳ褐色砂質土混

Ⅳb10 褐灰色シルト ῐᶳ褐色シルト混

Ⅳb11 Ⅳb9 と同じ

Ⅳb12 暗㉥褐色砂礫

Ⅳb13 ῐ褐灰色砂質土

Ⅳb14 Ⅳb12 と同じ

Ⅳb15 暗㉥褐色砂礫 Ⅳb12・Ⅳb14 に比࡭含まれる礫大ࡁい（径⣙５㎝）

Ⅳb16 Ⅳb9・Ⅳb11 と同じ

Ⅳb17 Ⅳb12・Ⅳb14 と同じ

Ⅳb18 褐灰色シルト ῐᶳ褐色シルト・小礫混

Ⅳb19 ῐ褐灰色砂質土 小礫（径⣙ 1㎝）混 細かいࡵࡁ
ͤⅣb8 ～ 19㸸暗㉥褐色系の砂礫層と地ᒣ㉳※の褐灰色系シルト・砂質土と஫層状を࿊するࠋシ

ルトは SP17�18 ブロック的ではなく、粘性もࠋクシࣙࣥのブロック層に対し砂質Ẽ味でὶ土的ࢭ

やや弱いようにᛮࢃれるࠋ

26.5

26.0

25.5

25.3

SP15 SP16

0 5ｍ�S ��300�
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第㸰⠇ いもりᇼ南部の調査

㸯．༡ᓊㄪᰝ༊のᴫせ（第108ࠥ 110図）

いもりᇼ南岸の఩⨨の☜ㄆ࠾よࡧいもりᇼ᚟ඖにకうྲྀỈ㊰タ⨨にకい、平成18ᖺᗘ～ 20ᖺᗘ

にかࡅて㸲⟠ᡤ（2006�1・2地点、2007地点、2008地点）で調査をᐇ᪋したࠋこれらを南岸調査区

と⥲⛠することとしたが、調査⠊ᅖがᗈ⠊にࢃたっているたࡵ、ಶูの地点ࡈとにሗ࿌するࠋ

な࠾、大ู層はඹ㏻とし、௨ୗのようにศ類したࠋ

Ϩ層㸸近⌧௦層で、明἞40ᖺ（1907）のᇼの埋立௨㝆の土層に対応するࠋ

ϩ層㸸近世後期（宝暦大火�宝暦㸷ᖺ（1759�）௨後）の土層に対応するࠋ

Ⅲ層㸸近世前期（寛永大火�寛永㸶ᖺ（1631））～宝暦大火௨前）の土層に対応するࠋ

Ⅳ層㸸近世初期（寛永大火௨前）の土層に対応するࠋ

Ϭ層㸸近世௨前の土層で、ྂ௦の遺物ໟ含層などに対応するࠋ

㸰．ㄪᰝの結ᯝ

�00�ᆅⅬ

（㸯）ᴫせ（第109～ 111図）

ᮏ調査地点は、南岸調査区の西➃に఩⨨し、㔠ἑ୰ኸᾘ㜵⨫ᗈᆏฟᙇᡤ㊧にあたるࠋ調査では、大

ู層Ϩ～Ϭ層を᳨ฟしたࠋ宝暦大火後のϩ層ฟ土遺物には、⿕⇕や⁐╔⑞の見られるものが☜ㄆされ

たࠋϬ層はྂ௦の遺物ໟ含層であるࠋまた、明἞40ᖺに埋ࡵ立てられたいもりᇼの南岸を᳨ฟしたࠋ

調査地点南西部は大ࡁく᧠஘をཷࡅていたが、ᇼの南側でᇽᙧや㤿ሙの造成に㛵ࢃるとࡳられるỤᡞ

᫬௦前期のᩚ地層も☜ㄆされたࠋ

（㸰）遺構

ձ▼✚ഃ⁁（㏆௦）（第112図）

調査区୰ኸ௜近で、ᮾ西方ྥのᡞᐊ石による３ẁの石積ࡳと、ࡑの前面（南側）に᥋する㏫ϴᏐ状

のࣥࢥクリート構造物で構成された近௦の側⁁を᳨ฟしたࠋ同ᵝの側⁁が2006�2・2006�1地点でも

᳨ฟされているࠋ

ղࡾࡶ࠸ᇼ（第111ࠥ 114図）

明἞ 40ᖺのᇼ埋立層┤ୗで、ᇼ南岸のἲ面を᳨ฟしたࠋ໙㓄は⣙30～ 40rを るࠋᇼ南岸のἲ

面については、ձ明἞40ᖺのいもりᇼ埋立┤前の面、ղձの面の基盤となる堆積層、ճᇼ造Ⴀᙜ初

の基盤層を☜ㄆしたࠋղのうࡕϩ1a～ c層はᯈ࢞ࣛࢫ等近௦の遺物を含むたࡵ、ձ௨前の面として

ϩ3a・b層面が推定されるが明☜ではないࠋまた、ճによる面は、ᔂⴠしているྍ⬟性もあるが、࠾

ࠋられるࡳ造Ⴀᙜ初のἲ面を཯ᫎしているとࡑよ࠾

ճᇽᙧ㤿ሙ（第112・113ձ・115・116ղմࠥն図）

いもりᇼ南側の調査地点南西部で、均質な砂層࠾よࡧ粘質土の層を☜ㄆしたࠋ⤮図との対比から、

ᇽᙧ㤿ሙのᩚ地層と⪃࠼られるࠋまた、SP1�2࠾よࡧ SP3�4の土層断面（第111・112図）のほᐹから、

ᇼ岸の南側に⌧ἣの㡬部でᶆ㧗25.0～ 25.1㹫を る㧗まりを☜ㄆしたࠋ⤮図との対比から、ᇼに

᥋する土ሠの୍部とࡳられるࠋな࠾、土ሠはᇽᙧ㤿ሙの砂によるᩚ地௨㝆明἞40ᖺのいもりᇼ埋立

ての┤前までᏑ⥆したが、構⠏᫬期の上㝈については明らかにでࡁなかったたࡵ、土ሠ┒土の構成土

をϩ’層として大ูしたࠋ

մSX0�（第112・113図）

SP1�2࠾よࡧ SP3�4、SP8�9の土層断面のほᐹにより☜ㄆした遺構で、Ⅳ層を基盤とし、Ⅲ層で埋

～1580ࠋ平面ᙧなどヲ細は୙明である、ࡵ部ศ的な᳨ฟのたࠋ立てられていたࡵ 1610ᖺ௦の⫧前㝡
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第 111 図 南岸調査区 2007 地点 平面図（S=1/80）
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ჾがฟ土しているࠋ

յࢺࢵࣆ（P0�㹼 P0�）（第111・115ճմ・116図）

P01～ 05はⅣ層を基盤とし、Ⅲ層で埋ࡵ立てられたࣆットであるࠋP01は平面ᴃ෇ᙧ、㛗径55㎝、

▷径51㎝、῝さ㸷㎝を るࠋP02～ 05は部ศ的な᳨ฟに␃まるࠋP02は平面ᴃ෇ᙧないし␎෇ᙧと

推定され、㛗径77㎝、▷径 38㎝௨上、῝さ21㎝を るࠋP03は平面␎෇ᙧと推定され、径66㎝、

῝さ 24㎝を るࠋP04は平面ᴃ෇ᙧないし␎෇ᙧと推定され、㛗径54㎝௨上、▷径43㎝௨上、῝

さ10㎝௨上を るࠋP05は平面ᴃ෇ᙧないし␎෇ᙧと推定され、㛗径55㎝、▷径 23㎝௨上、῝さ

12㎝を るࠋ

P06・P07はⅢ層上面で᳨ฟしたが、Ϩ層で埋ࡵ立てられている状ἣから、ᮏ᮶の掘り㎸ࡳ面が๐
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第 114 図 南岸調査区 2007 地点 土層断面図 SP2�5・SP6�7（S=1/40）

②SP6-7 土層断面

①SP2-5 土層断面
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Ϩ層㸸近⌧௦層㸸明἞40ᖺ௨㝆の土層（ᇼ埋立土・造成土）
Ϩ1 ○石層
Ϩ3 砂層
Ϩ10 7.5Y3/1 暗灰褐色粘質土
Ϩ11 7.5Y2/1 黒褐色砂質土 炭片多量に混じる 近௦㝡ჾ含む
Ϩ13 7.5Y2/1 黒褐色砂質土 灰ⓑ色層（㸻灰か）がධる 炭片ࡵࢃࡁて多く混じる
Ϩ14 7.5Y2/1 黒褐色粘質土
Ϩ15 暗黄灰褐～暗青褐灰色粘質土 色調ࣔ࢖ࢨク状（7.5GY5/1（青緑部ศ） 7.5Y4/1（灰色部ศ） 2.5Y4/1（黄灰部ศ））
Ϩ17 暗黄灰褐色粘質土 暗灰色（10Y3/1）部ศと黄灰色（7.5Y5/2）部ศが混じる ࣞࣥ࢞等含む
Ϩ18 黄灰褐色粘質土 黄灰色粘土（5Y7/6）ブロックが目立つが暗灰色（10YR3/1）・褐灰色（7.5Y6/1）粘質土・砂質土のⴭしい混土層
Ϩ19 黄灰色粘質土 Ϩ18層と同じく黄灰粘質土（7.5Y7/2）の௚、灰褐色粘質・砂質土（7.5Y6/1）等の混土層 Ϩ18層よりやや褐色味うすれる
Ϩ20 5Y3/1 暗褐色粘質土 比較的均質
Ϩ22 2.5GY3/1 灰褐色粘質土 比較的均質 ややシルト質
Ϩ23 7.5GY6/1 灰黄色粘質土 粘性㧗い
Ϩ26 暗黄灰褐色粘質土 礫混土 Ϩ25層に類似するが径１㎝⛬ᗘの礫・炭片等多く混じりⴭしい混土層となっている
Ϩ27 暗青灰褐色粘質土 青灰色土（7.5GY5/1）と暗灰褐色土（7.5Y4/1）の混土層であるがϨ24～Ϩ26層にくら࡭ると均質
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第 115 図 南岸調査区 2007 地点 土層断面図 SP10�11・SP11�12・SP13�14・SP14�15（S=1/40）
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Ϩ層㸸近௦ᩚ地層
Ϩ1 暗黄灰褐～暗青褐灰色粘質土 7.5GY5/1（青緑部ศ） 7.5Y4/1（灰色部ศ） 2.5Y4/1（黄灰部ศ）
 色調ࣔ࢖ࢨク状

Ⅲ層㸸近世前期造成土・遺構埋土
Ⅲ1 2.5Y4/3 灰黄褐色砂 均質【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ2 10YR5/1～5/2 黄褐灰色砂質土 ⱝᖸ粘質ศ混じる 比較的均質【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ3 10YR4/1～3/1 暗褐灰色粘質土 焼土塊・炭片・褐色粘質土塊・小礫多く混じる（ࣔ࢖ࢨク状）

【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ4 10YR4/2～4/3 褐灰色砂利層 径１㎝௨ୗの礫主体ࡔがᩘ㎝大の礫も多く混じる【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ5 10YR4/2～4/3 暗黄褐灰色砂質土 粘質部ศ含む 径㸰～10㎝大礫多く混じる 焼土塊・炭片少ない

【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ6 10YR5/2～4/2 灰黄褐色粘質土 比較的均質【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ7 Ⅲ6層と同じ≉ᚩ、色調 ణし礫はあまり混じらない【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ8 褐色（10YR4/2～4/3）～褐灰色（10YR5/1～5/2）砂質土 やや粘性あり て均質ࡵࢃࡁ 混ྜ物少ない

【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ9 10YR4/2～3/2 暗灰黄褐色粘質土 粘性やや強くⅢ8層に比࡭やや暗い【P04埋土】
Ⅲ10 褐灰（10YR4/1）・黒褐（2.5Y2/1）・黄褐色（10YR5/4～5/6）粘質土（混土） ク状の混土࢖ࢨࣔ

 【P04埋土】

Ⅳ層㸸近世初期ᩚ地層
Ⅳ1 ῐ青灰黄色砂質土 㓟化㕲含ࡳᶳ色～㉥色味ᖏࡧる（7.5YR4/4～10YR4/4） てᅛいࡵࢃࡁ

 10YR5/2（灰～黄） 2.5Y5/2（灰～黄） 7.5Y5/2（オリーブⲔ）【遺構面（P01～05）】
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①SP10-11 土層断面

③SP13-14 土層断面

②SP11-12 土層断面

④SP14-15 土層断面

0 5ｍ(S=1/300)

①
②

③

④

平をཷࡅていると⪃࠼られるࠋまた、୧⪅は㔜」して࠾り、P06が P07にษり㎸まれているࠋP06は

平面ᴃ෇ᙧとࡳられ、㛗径53㎝௨上、▷径53㎝、̔̀ さ 15㎝を るࠋP07は平面ᴃ෇ᙧで、㛗径67㎝、

▷径54㎝、῝さ12㎝を るࠋ

�00���ᆅⅬ

（㸯）ᴫせ（第109・110・117ձ図）

ᮏ調査地点は、⌧ἣᕷ㐨となっている部ศに┦ᙜするࠋ調査では、大ู層のϨ・ϩ’・Ⅲ・Ⅳ層を

☜ㄆしたࠋϩ’層はᇽᙧ㤿ሙの砂ᩚ地層の造成௨㝆明἞40ᖺ（1907）のいもりᇼ埋立┤前までの土層で、

㤿ሙの土ሠを造成する┒土であるࠋⅢ層については、ᇽᙧ㤿ሙのᩚ地土を構成するⅢa層、ᇽᙧ㤿ሙ

造成௨前の地盤をᙧ成するⅢb層に細ูされるࠋⅣ層はいもりᇼ構⠏ᙜ初のἲ面の基盤層であるࠋ

（㸰）遺構

ձ▼✚ഃ⁁（㏆௦）（第117ձ・118ձճ・119図）

北西 �南ᮾ方ྥにᘏࡧるᡞᐊ石によるᘏ㛗4.25㹫の㸰ẁの石積ࡳと、ࡑの前面（南側）に᥋する

㏫ϴᏐ状のࣥࢥクリート構造物で構成された近௦側⁁を᳨ฟしたࠋ石積ࡳを構成する石ᮦの᥍࠼は▷

く、青ᡞᐊ石が多い2006�1・2007ࠋ地点でも同ᵝの側⁁が☜ㄆされて࠾り、୍ 㐃のものと⪃࠼られるࠋ
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第 116 図 南岸調査区 2007 地点 土層断面図 P01 ～ P03・P05 ～ P07（S=1/40）
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Ϩ層㸸近௦遺構埋土
Ϩ1 10YR・2.5Y・5Y2/1 黒褐色粘質土 炭片 径㸰～10㎝大礫㢧ⴭに混じる

【P07埋土】

Ⅲ層㸸近世前期造成土
Ⅲ1 小砂利層
Ⅲ2 灰黄褐色砂（質土）【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】㸻SP1�2断面Ⅲ1層に対応か
Ⅲ3 褐灰色砂質土【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】㸻SP1�2断面Ⅲ2層に対応か
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Ⅲ層㸸近世前期造成土
Ⅲ1 灰黄褐色砂（質土）【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】㸻SP1�2断面Ⅲ1層
Ⅲ2 褐灰色砂質土【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】㸻SP1�2断面Ⅲ2・Ⅲ5層に対応
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Ⅲ層㸸近世前期造成土・遺構埋土
Ⅲ1 褐～褐灰色砂質土 SP1�2Ⅲ14層に対応【ᇽᙧ㤿ሙᩚ地層】
Ⅲ2 10YR4/2～4/3 灰黄褐色粘質土 やや砂質ศ混じる 炭片ⱝᖸ混じる

【P05埋土】

Ⅳ層㸸近世初期ᩚ地層
Ⅳ1 ῐ青灰黄色砂質土【遺構面（P01～05）】㸻SP1�2・SP3�4・SP8�9断面Ⅳ1層
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Ⅲ4 2.5YR3/1～2/1 黒褐色粘質土 比較的均質【P02埋土】
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第 117 図 南岸調査区 2006�2 地点 平面図（S=1/80）、土層断面図 P02・P03（S=1/40）
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第 119 図 南岸調査区 2006�2 地点 土層ὀグ SP1�2・SP3�5・SP5�6

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 ࣞࣥ࢞ブロック Ṍ㐨の⯒⿦⏝
Ϩ2 灰色細砂 Ṍ㐨の㊰ᗋ
Ϩ3 褐色砂利層 Ṍ㐨の㊰ᗋ
Ϩ4 ᾏ砂層 㹔㹑側⁁Ṍ㐨造成᫬┒土層
Ϩ5 暗灰褐色粗砂 径１cP前後の○石混ධ【㹔㹑側⁁埋タ᫬のᩚ地層】
Ϩ6 灰褐色砂質土 径１cP前後の○石混ධ【㹔㹑側⁁埋タ᫬のᩚ地層】
Ϩ7 灰黄褐色土【㹔㹑側⁁埋タ᫬のᩚ地層】
Ϩ8 濁灰色砂質土 径１～10cP大の小石混ධ【㹔㹑側⁁埋タ᫬のᩚ地層】
Ϩ9 暗灰褐色石粗砂 径１cP前後の○石混ධ【㹔㹑側⁁埋タ᫬のᩚ地層】
Ϩ10 ○石層【Ỉ㐨⟶埋タ掘方埋土】
Ϩ11 ᾏ砂層【Ỉ㐨⟶埋タ掘方埋土】
Ϩ12 ○石層【࢓ࣇࢫ࢔ルトの㊰ᗋ】
Ϩ13 濁暗灰色粗砂 ○石混ධ【㹌㹒㹒ࢣーブル埋タ覆土】
Ϩ14 細○石層【㹌㹒㹒ࢣーブル埋タ覆土】
Ϩ15 ᾏ砂層【㹌㹒㹒ࢣーブル埋タ覆土】
Ϩ16 ○石層【ୗỈ㐨土⟶覆土】
Ϩ17 ᾏ砂層【ୗỈ㐨土⟶覆土】
Ϩ18 濁灰褐色石粗砂 径１～㸰cPの小石混ධ
Ϩ19 暗灰色石砂質土 径１cPᮍ‶の小石混ධ
Ϩ20 灰黄褐色石細砂
Ϩ21 灰色砂質土 径１cPᮍ‶の小石混ධ、ᅛくしまる
Ϩ22 濁灰褐色石粘質土
Ϩ23 濁褐灰色粘質土【㕲⟶覆土】
Ϩ24 褐灰黄褐色細砂
Ϩ25 ᾏ砂層
Ϩ26 濁暗灰色砂質土 Ⲕ褐色粘質土ブロック混ධ
Ϩ27 濁暗灰色砂質土 ール混ධ【側⁁ෆ堆積土】ࢽࣅ
Ϩ28 濁灰色粘砂質土 小石混ධ【側⁁ෆ堆積土】
Ϩ29 濁灰色細砂【側⁁ෆ堆積土】
Ϩ30 濁灰色粘質土【近௦石積側⁁の⿬㎸層】
Ϩ31 灰褐色砂質土
Ϩ32 暗灰褐色砂質土
Ϩ33 濁灰色粘砂質土
Ϩ34 濁灰色粘質土
Ϩ35 暗灰色砂質土
Ϩ36 濁褐灰色粘砂質土
Ϩ37 灰褐色粘砂質土
Ϩ38 明灰褐色粘土 径10cPᮍ‶の小石・ᡞᐊ石片混ධ
Ϩ38 濁灰色粘土 炭粒混ධ
Ϩ40 濁明灰褐色粘質土 Ⲕ褐色粘質土ブロック・ῐ褐色粘質土ブロック混ධ
Ϩ41 濁暗褐色粘質土 ᅛくしまる 炭粒・焼土粒混ධ
Ϩ42 濁黒灰色粘質土
Ϩ43 濁灰褐色粘質土
Ϩ44 濁暗灰色粘質土
Ϩ45 濁灰色粘砂質土
Ϩ46 濁灰褐色粘質土
Ϩ47 灰色粘土
Ϩ48 濁灰色粘質土
Ϩ49 濁青灰色粘質土 ᅛくしまる 径５cP前後の小石混ධ【明἞40ᖺᇼ埋立土】
Ϩ50 灰色粘土【明἞40ᖺᇼ埋立土】
Ϩ51 灰色粘砂質土【明἞40ᖺᇼ埋立土】

ϩ
層 近世造成土（ᇽᙧ㤿ሙ造成～明἞40ᖺᇼ埋立て）㸸土ሠ┒土
ϩ
1 濁褐灰色粘砂質土
ϩ
2 濁灰褐色粘質土 炭粒混ධ
ϩ
3 濁暗灰色粘砂質土
ϩ
4 濁褐灰色粘質土 ῐ褐色粘質土ブロック混ධ
ϩ
5 濁暗灰色粘質土
ϩ
6 濁褐灰色粘質土 黒灰色粘質土粒・ῐ褐色粘質土ブロック混ධ
ϩ
7 濁灰褐色粘質土

ϩ
8 濁灰色粘土 ῐ褐色粘質土ブロック混ධ
ϩ
9 濁灰色粘土 粘土系
ϩ
10 濁灰色粘質土 径20～30cP大の石混ධ ϩ
5層と近似
ϩ
11 濁暗灰色粘土 粘土系
ϩ
12 濁灰色粘質土 粘土系
ϩ
13 暗褐色粘土 腐植物混ධ 粘土系
ϩ
14 ῐ灰色粘砂質土
ϩ
15 暗灰色粘土 腐植物混ධ
ϩ
16 濁青灰色粘質土 径５～20cPの石混ධ
ϩ
17 濁灰色粘質土 径５cPᮍ‶の小石混ධ
ϩ
18 灰色粘土 径１～10cPの小石混ධ
ϩ
19 灰色粘質土
ϩ
20 Ⲕ褐色粘砂質土
ϩ
21 灰色粘土
ϩ
22 灰色粘砂質土
ϩ
23 濁黒灰色粘質土 青灰色粘質土ブロック混ධ
ϩ
24 濁青灰色粘土

Ⅲa層 近世前期造成土㸸ᇽᙧ㤿ሙᩚ地土
Ⅲa1 灰黄褐色砂【ᇽᙧ㤿ሙ砂ᩚ地層】
Ⅲa2 濁黄褐色細砂【ᇽᙧ㤿ሙ砂ᩚ地層】
Ⅲa3 濁暗褐色粘砂質土【ࣆット埋土】

Ⅲb層 近世前期造成土㸸ᇽᙧ㤿ሙ造成௨前の地盤
Ⅲb1 濁灰褐色粘質土
Ⅲb2 濁灰色粘質土【木の᰿࢝クࣛࣥか】
Ⅲb3 暗褐灰色粘砂質土【木の᰿࢝クࣛࣥか】
Ⅲb4 濁灰色砂質土【木の᰿࢝クࣛࣥか】
Ⅲb5 濁暗灰色粘土
Ⅲb6 濁黒灰色粘土
Ⅲb7 青灰色粘質土 径10～15cPの石混ධ
Ⅲb8 濁黒灰色粘土
Ⅲb9 暗褐色粘砂質土
Ⅲb10 濁青灰色粘質土
Ⅲb11 灰色粘質土 径１cP前後の小石混ධ
Ⅲb12 濁青灰色粘砂質土
Ⅲb13 やや暗い青灰色粘土
Ⅲb14 濁灰色粘質土
Ⅲb15 濁暗灰色粘質土
Ⅲb16 暗灰色粘砂質土
Ⅲb17 暗灰色粘質土
Ⅲb18 青灰色細砂
Ⅲb19 濁褐灰色粘質土
Ⅲb20 濁青灰色粘質土
Ⅲb21 黒灰色粘土【P01埋土】
Ⅲb22 濁暗褐色粘砂質土【ࣆット】
Ⅲb23 濁褐灰色砂質土

Ⅳ層 近世初期ᩚ地層㸸いもりᇼἲ面をᙧ成
Ⅳ1 暗青灰色細砂
Ⅳ2 青灰色細砂 㠀ᖖにᅛくしまる
Ⅳ3 黒灰色細砂
Ⅳ4 灰黄色細砂 ᅛくしまる 上面に黒層あり【ある᫬期の㊰盤か】
Ⅳ5 濁Ⲕ褐色細砂 ᅛくしまる
Ⅳ6 灰色細砂 ᅛくしまる
Ⅳ7 濁灰色細砂 ᅛくしまる
Ⅳ8 濁黄褐色粘質土
Ⅳ9 濁暗褐色粘砂質土
Ⅳ10 褐灰色粘質土 径５～20cPの石多く混ධ
Ⅳ11 青灰色細砂 ᅛくしまる
Ⅳ12 灰Ⲕ褐色粘質土

ղࡾࡶ࠸ᇼ（第117ձ・118ձ・119図）

壁面の土層ほᐹから、明἞40ᖺ（1907）の埋立┤前のᇼἲ面と、構⠏ᙜ初のᇼἲ面のྍ⬟性のあ

るഴ斜面を☜ㄆしたࠋ

ճᇽᙧ㤿ሙ（第118・119図）

壁面の土層ほᐹから、土ሠの┒土┤ୗでཌさ㸰～14㎝の均質な砂層を☜ㄆしたࠋ⤮図との対比か

ら、ᇽᙧ㤿ሙの୍部と⪃࠼られ、ᙜヱ砂層はᩚ地層とࡳられるࠋ同ᵝの砂層は、近᥋する┴埋ᩥࣥࢭ

また、いもりᇼのἲ面㝿の南側で、上部からࠋー平成16ᖺᗘ調査区（㸰区）でも☜ㄆされているࢱ

᧠஘をཷࡅているが、⌧ἣの㡬部が⣙25.8㹫、ᖜ3.5㹫を る㧗まりを᳨ฟしたࠋ⤮図との対比から、

ᇼに᥋する土ሠと⪃࠼られるࠋ

մࢺࢵࣆ（P0�㹼 P03）（第117・118ձճ・119図）

いࡎれもⅢ層を基盤とし、ϩb層で埋ࡵ立てられたࣆットで、調査地点南༙部で᳨ฟしたࠋP01は

調査地点外にᘏ㛗して࠾り、୍部の᳨ฟに␃まるࠋ平面ᙧはᴃ෇ᙧないし␎෇ᙧと推定され、㛗径
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54㎝、▷径 36㎝௨上を るࠋP02は平面ᴃ෇ᙧで、㛗径71㎝、▷径62㎝、῝さ24㎝を るࠋP03

は平面␎෇ᙧで、径66㎝、῝さ22㎝を るࠋ

�00���ᆅⅬ

（㸯）ᴫせ（第109・110・120ձ図）

ᮏ調査地点は、⌧ἣᕷ㐨となっている部ศにあたるࠋ調査では、大ู層Ϩ～Ⅳ層を᳨ฟしたࠋ明἞

40ᖺ（1907）のᇼ埋立┤前࠾よࡧ近世前期のいもりᇼ南岸のἲ面を☜ㄆし、ᇼ北岸の調査とྜࡏࢃて、

ᇼᖜの推定がྍ⬟となったࠋまた、土層断面の⢭査から、近世後期の㎮ᕭ⏝Ỉを☜ㄆしたࠋ

（㸰）遺構

ձ▼✚ഃ⁁（㏆௦）（第120・121ճ図）

調査区୰ኸで北西�南ᮾ方ྥにᘏࡧるᡞᐊ石による石積ࡳをᘏ㛗4.9㹫ศ᳨ฟしたࠋ石積ࡳは᭱

大で㸰ẁで、⿬㎸ࡵには土࠾よࡧἙཎ石が౑⏝されていたࠋまた、石ᮦの᥍࠼は▷く、青ᡞᐊ石が多いࠋ

石積ࡳの前面には㏫ϴᏐ状のࣥࢥクリートの構造物が㸰ẁ㔜なって☜ㄆされて࠾り、近௦の側⁁と⪃

ࡕの１ẁ目ୗ➃௜近が⁁ᗏ面であったが、のࡳ調査地点壁面の土層ほᐹから、もとは石積ࠋられる࠼

にϨ12層の఩⨨までかさ上ࡆされたと⪃࠼られるࠋ同ᵝの構造をもつ側⁁が2007・2006�2地点で

も☜ㄆされて࠾り、୍㐃のものと⪃࠼られるが、ࡑれらにはᗏ面のかさ上ࡆは見られなかったࠋ

ղࡾࡶ࠸ᇼ（第120・121ղճ図）

近世後期の造成土をᣳࢇで、上ୗ㸰面のἲ面を☜ㄆしたࠋ上面は、明἞40ᖺ（1907）のᇼ埋立て

により埋ἐした面、ୗ面は近世前期の面とࡳられるࠋ

ճ㎮ᕭ⏝Ỉ（▼⟶）（第120ղ・121図）

壁面の土層ほᐹから、⁁状の掘方とࡑの上面を覆ったᩚ地土と見られる層を☜ㄆしたࠋ断面ᙧを見

ると、上部でᖜ1.2㹫௨上（南西⫪はᮍ☜ㄆ）、῝さ40㎝⛬ᗘを掘๐した後、さらにᖜ0.8㹫௨上

（南西⫪はᮍ☜ㄆ）、̔̀ さ１㹫௨上（ᗏはᮍ☜ㄆ）の୍ẁపい掘方が掘られていたࠋ⤮図との対比から、

石⟶をᑟỈ⟶とする㎮ᕭ⏝Ỉの掘方と⪃࠼られるが、石⟶ᮏ体࠾よᩜࡧ石等のᨭᣢ部ᮦについては᳨

ฟされていないࠋ

մᅵᆙS.0�（第120ձ・121ղճ図）

平面ᴃ෇ᙧとࡳられる土ᆙ状の遺構の୍部を᳨ฟしたࠋ径120㎝௨上�176㎝、῝さ57㎝௨上を

 るࠋ土層断面の⢭査から、近世後期の┒土（ϩ層）をษり㎸ࢇで掘๐されているが、୍Ẽに埋ࡵ立

てられた後、ᑟỈ⟶石⟶の㎮ᕭ⏝ỈSD01がタ⨨されたと⪃࠼られるࠋ
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第 120 図 南岸調査区 2006�1 地点 平面図（S=1/80）、土層断面図 SP1�2（S=1/40）
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第121図 南岸調査区 2006�1地点 土層断面図 SP3�4・SP4�5（S=1/40）、土層ὀグ SP1�2・SP3�4・SP4�5
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③SP1-2࣭SP3-4࣭SP4-5土層ὀグ
Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 ࣞࣥ࢞ブロック【Ṍ㐨の⯒⿦⏝】
Ϩ2 灰色細砂【Ṍ㐨の㊰ᗋ】
Ϩ3 褐色砂利層【Ṍ㐨の㊰ᗋ】
Ϩ4 クリート○石層【Ṍ㐨⦕石の基♏】ࣥࢥ
Ϩ5 灰褐色粘質土【ᘓ物基♏、ゎ体後埋土】
Ϩ6 ᾏ砂層【9S側⁁、Ṍ㐨造成᫬┒土層】
Ϩ7 暗褐色○石層【9S側⁁埋タᇼり方】
Ϩ8 ○石層【9S側⁁᰿ᅛࡵ】
Ϩ9 ᾏ砂層【N77埋タࢣーブル掘り方】
Ϩ10 濁黄褐色粘質土【ᡞᐊ石積側⁁ෆ堆積土】
Ϩ11 暗灰色粘砂質土【ᡞᐊ石積側⁁ෆ堆積土】
Ϩ12 クリート【ᡞᐊ石積側⁁ෆ堆積土】ࣥࢥ
Ϩ13 濁暗灰色砂質土【ᡞᐊ石積側⁁ෆ堆積土】
Ϩ14 濁褐色粘質土【ࣥࢥクリートᇼ方埋土】
Ϩ15 灰褐色粘質土【ࣥࢥクリートᇼ方埋土】
Ϩ16 濁褐灰色粘質土【ᡞᐊ石積㝽㛫、⫼後にධる層】
Ϩ17 ῐ灰色○石層【࢓ࣇࢫ࢔ルト⯒⿦の㊰ᗋ（ୗỈ㐨ᩜタ後）】
Ϩ18 ᾏ砂層【ୗỈ㐨埋タ掘り方埋土】
Ϩ19 濁黄褐色粘質土
Ϩ20 灰色細砂 径10cPᮍ‶の෇礫含む
Ϩ21 濁灰褐色粘土 ῐ褐色粘土ブロック混ධ
Ϩ22 濁灰褐色粘土 径５PP前後の小石多く混ධ
Ϩ23 褐灰色粘質土
Ϩ24 濁灰色粘土 㔙⸆瓦・小石混ධ
Ϩ25 灰色粘砂質土
Ϩ26 ○石層【ᾏ砂混じり】
Ϩ27 濁黄褐色粘質土
Ϩ28 濁褐灰色粘質土 ῐ灰褐色粘質土ブロック混ධ
Ϩ29 濁灰色粘土 ῐ褐灰色粘土ブロック・径10cPᮍ‶の礫・㔙⸆瓦混ධ
Ϩ30 濁灰色粘質土 㔙⸆瓦多く混ධ
Ϩ31 青灰色細砂 径５PPᮍ‶の小石多く混ධ
Ϩ32 青灰色粗砂【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土か】
Ϩ33 灰色粘土【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土か】

ϩ層 近世後期造成土
ϩ1 暗灰褐色粘質土 腐植物多く混ධ【明἞40ᖺ埋立┤前いもりᇼ⾲土層】
ϩ2 濁暗灰色砂質土
ϩ3 濁青灰色粘土【㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶上面ᩚ地土】
ϩ4 濁灰色粘質土 㔙⸆瓦含む【㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土か】
ϩ5 濁灰色粘砂質土【㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土か】
ϩ6 青灰色粘質土 径５～20cP⛬ᗘの石・㔙⸆瓦含む【㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土か】
ϩ7 濁灰色粗砂（灰色粘土ブロック・径５～20cP大の石・木片（ᗏ部から）・⇺瓦

 含む【㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土か】
ϩ8 濁青灰色粘質土 径１～20cP大の石混ධ【S.01埋土】
ϩ9 濁灰色粘砂質土
ϩ10 暗灰色粘砂質土 粗砂・焼土粒・植物腐植質混ධ
ϩ11 濁灰色粘砂質土 径５～10cP大の小石多く混ධ
ϩ12 褐灰色粘質土

Ⅲ層 近世前期造成土
Ⅲ1 灰色粘砂質土
Ⅲ2 暗灰褐色粘質土 植物腐植質多く混ධ

【ϩ1層よりྂい᫬期のいもりᇼ⾲土層】
Ⅲ3 灰色細砂
Ⅲ3’灰色細砂 径10cP⛬ᗘの小石含む
Ⅲ4 濁褐灰色粘質土
Ⅲ5 濁灰色粘質土
Ⅲ6 青灰色粗砂 径１cP大の小石含む
Ⅲ7 褐灰色粘土
Ⅲ8 褐灰色粘砂質土 植物腐植質含む
Ⅲ9 暗灰色粘質土 植物腐植質含む

Ⅳ層㸸近世初期造成土
Ⅳ1 青灰色細砂
Ⅳ2 濁青灰色粗砂 㠀ᖖに硬くしまる 径㸰cP大の小石多く混ධ Ⅳ1層とのቃ目

にⷧく暗灰色粘質土層あり
Ⅳ3 灰色細砂 硬くしまる 粘土ブロック・粗砂混ධ
Ⅳ4 灰色粗砂 やや硬くしまる
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�00�ᆅⅬ

（㸯）ᴫせ（第109・110・122～ 125図）

ᮏ調査地点は、南岸調査区のᮾ➃に఩⨨し、調査地点を北➃から㸿～㹆（㸿区㸸ᘏ㛗3.2㹫、㹀区㸸

ᘏ㛗2.2㹫、㹁区㸸ᘏ㛗1.3㹫、㹂区㸸ᘏ㛗2.0㹫、㹃区㸸ᘏ㛗1.0㹫、㹄区㸸ᘏ㛗2.1㹫、㹅区㸸

ᘏ㛗 1.2㹫、㹆区㸸ᘏ㛗 4.0㹫）区に区ศし、調査をᐇ᪋したࠋいもりᇼ南側では、ᮏሗ࿌の南岸

調査区の࡯か、平成15・16・19・20・24ᖺᗘに┴埋ᩥࢱࣥࢭーによるᇽᙧ調査区のⓎ掘調査が⾜ࢃ

れた㹙石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（㈈）石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2010・2012、石ᕝ┴ᩍ⫱ጤဨ఍・（බ㈈）

石ᕝ┴埋ⶶᩥ化㈈ࢱࣥࢭー2014c㹛ࠋᮏ地点の㹂区南部～㹆区北➃は┴埋ᩥࢱࣥࢭー平成15ᖺᗘ㹇区

の㹀㹁１・㸰区と㔜」しているࠋまた、ᇽᙧ調査区の調査成ᯝから、ᡓᅜ᫬௦ᮎ期～Ụᡞ᫬௦初期に

Ꮡᅾしたᒇᩜ地区⏬⁁・␊地・ᇼなどの遺構が、៞㛗～ඖ࿴ᖺ㛫（1595～ 1624）のᇽᙧ造成、࠾よ

ࠋ寛永㸶（1631）ᖺの大火をዎᶵとしたᇽᙧ地区のᨵኚによりᗫ⤯したことがุ明しているࡧ

調査地点北部は遺構のṧりがⰋく、近世初期～後期の遺構を᳨ฟしたࠋ南部は๐平をཷࡅている部

ศが多く、主に近世前期௨前の遺構を᳨ฟしたࠋ調査地点全体では、大ู層Ϩ～Ϭ層を☜ㄆしたࠋまた、

近世層を近世初期（～寛永大火（寛永㸶ᖺ（1631）））（Ⅳ層）、寛永大火後～宝暦大火（宝暦㸷ᖺ（1759））

（Ⅲ層）、宝暦大火後（ϩ層）の３ẁ㝵にศ類したが、ྛẁ㝵で」ᩘの遺構面が᳨ฟされて࠾り、近世

後期（宝暦大火後）のϩ層について、ϩa～ϩ d層をࡑれࡒれ基盤とする㸲面（1a～ 1d面）、近世

前期（寛永大火～宝暦大火）のⅢ層について、Ⅲa層・Ⅲb層をࡑれࡒれ基盤とする㸰面（2a・2b面）、

近世初期（～寛永大火）のⅣ層について、Ⅳa層～Ⅳ d層をࡑれࡒれ基盤とする㸲面（3a～ 3d面）

を☜ㄆしたࠋ

（㸰）遺構

ձ�D面（ϩ D層上面）の遺構

ᇼࡾࡶ࠸ （第124ձ・126・127・135図）

㸿区北側で、明἞40ᖺに埋ࡵ立てられたいもりᇼの南岸を᳨ฟしたࠋ瓦࠾よࡧ㝡☢ჾのฟ土が見

られたࠋ

ղ�E面（ϩ E層上面）の遺構

S'0�（第124ձ・126・127・135図）

㹀区で᳨ฟした北西�南ᮾ方ྥにᘏࡧる⁁状遺構ࠋᖜ96～ 116㎝、῝さ⣙ 45㎝を るࠋ掘方ෆ

部からจ灰ᒾ〇の石⟶を３ᮏศ᳨ฟして࠾り、㎮ᕭ⏝ỈのᑟỈ⟶とุ断されるࠋ石⟶の断面ᙧは方ᙧ

で、全体を᳨ฟでࡁた୰ᚰの石⟶のィ ್は、１㎶40㎝、㛗さ114㎝を るࠋまた、☜ㄆでࡁた石

⟶上面ཬࡧ側面には、細㛗く῝い斜ࡵ方ྥの࣑ࣀຍᕤと、ࡑれに┤⾜したまࡤらに細い⥺状の࣑ࣀຍ

ᕤが᪋されて࠾り、ྛ石⟶の上面➃部（小ཱྀから㸲～㸷㎝の୰ኸ部）に、石⟶の㐃⤖を強ᅛにする⥾

⥅石⟶のࠋられていたࡅの㛗㎶３～㸲㎝、▷㎶３㎝、῝さ⣙３㎝の平面㛗方ᙧの✰があࡵのたࡏྜࡵ

目はᯇ⬡状のもので᥋╔されていたࠋまた、⥅目のୗにはỿୗ㜵Ṇのᩜ石が⨨かれていたᩜࠋ石のィ

 ್は、北西側で᳨ฟしたものが㛗さ60㎝、ᖜ（北側）38㎝、ᖜ（南側）43㎝、ཌさ17㎝、南ᮾ

側で᳨ฟしたものが㛗さ67㎝、ᖜ（北側）43㎝、ᖜ（南側）31㎝、ཌさ（北側）18㎝、ཌさ（南側）

20㎝௨上を るࠋ石⟶・ᩜ石のୗから⋢石ᩜを᳨ฟしたࠋᙜ初、石⟶にకうものと⪃࠼たが、壁面

の土層断面の⢭査から、掘方に含まれて࠾らࡑ、ࡎのୗのS.03の୍部であることがุ明したࠋ

な࠾、㎮ᕭ⏝ỈのᑟỈ⟶については、ᙜ初木〇ࡔったものが、ኳಖ12（1841）㡭௨㝆、㔠ᒇ石（จ

灰ᒾ）〇石⟶に᭰࠼られていることから㹙石ᕝ┴㔠ἑᇛ調査◊✲ᡤ2016b㹛、この石⟶もᙜヱ期にタ

⨨されたと⪃࠼られるࠋ

P0�（第124ձ・137ձ図）

㸿区北側で☜ㄆしたࣆットࠋ掘方の北側はいもりᇼにษり㎸まれていたࠋ平面ᴃ෇ᙧと推定され、
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㛗径34㎝௨上、▷径25㎝、῝さ㸲㎝を るࠋ

ճ�F面（ϩ F層上面）ᙧᡂ௨ᚋの遺構

P0�（第124ղ・126・127・135・137ղ図）

㹀区で北༙部を᳨ฟしたࣆットで、平面ᴃ෇ᙧないし␎෇ᙧと推定され、㛗径68㎝、▷径26㎝௨上、

῝さ23㎝を るࠋ周㎶࠾よࡧ埋土の状ἣから上部が๐平されているとࡳられ、1c面のᙧ成௨後にᮏ

遺構が掘り㎸まれたとุ断したࠋ

մ�F面（ϩ F層上面）の遺構

S'0�（第124ղ・126・127・135・137ղ図）

㸿区北側で᳨ฟした北西�南ᮾ方ྥにᘏࡧる⁁状遺構で、SD03と平⾜するࠋᖜ27～ 52㎝、῝さ

は῝いところで20㎝⛬ᗘを り、ᮾから西にかࡅてὸくなるࠋ埋土୰に宝暦大火（宝暦㸷ᖺ（1759））

⏤᮶とࡳられる焼土・焼ࡅた㖄が௜╔する石を多く含むが、基盤となるϩc・d層୰の遺物が混ධし

たものと⪃࠼られるࠋ

S'03（第124ղ・126・127・135図）

㸿区南側で᳨ฟした北西�南ᮾ方ྥにᘏࡧる⁁状遺構で、SD02に平⾜するࠋᖜ50～ 60㎝、῝さ

30～ 40㎝を るࠋ掘方北壁௜近でᲬ状の木ᮦを᳨ฟしたࠋ木ᮦの࡯とࢇどは腐って࠾り、ཎᙧをと

どࡵていないが、近世後期の⤮図との対比から、木ᵽをᑟỈ⟶とする㎮ᕭ⏝Ỉ掘方と⪃࠼られ、ᙜヱ

木ᮦが木ᵽの୍部であるྍ⬟性があるࠋまた、⁁ᗏ面に㛗径24㎝௨上、▷径 18㎝の平らなἙཎ石

が見られたࠋ木ᵽのỿୗ㜵Ṇのたࡵのᩜ石のྍ⬟性があるࠋ☢ჾᰁ௜ና（P137）や㕲〇ရなどがฟ

土しているࠋ

յ�d面（ϩ d層上面）ᙧᡂ௨ᚋの遺構

S.03（第122・126・127・135図）

㸿区南➃～㹀区にかࡅて᳨ฟしたࠋ調査ᙜ初は㸿区S.05と㹀区 S.03のู遺構としてとら࠼てい

たが、ࡑの後の᳨ウにより同୍遺構であることがุ明したࠋᮏ遺構は、㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方（SD01）

のୗで᳨ฟされ、㸿区側から㹀区側の石⟶南側࡬とᒎ㛤するࠋSD01石⟶のୗにあるᰩ石㞟୰部ศが

石⟶掘方に含まれないことから、ᮏ遺構の୍部と⪃࠼られるࠋまた、㎮ᕭ⏝Ỉ（木ᵽ）SD03との㛵

ಀから、S.03Ѝ SD03Ѝ SD01という㡰でኚ㑄したと⪃࠼られるࠋฟ土遺物には、19世⣖௨㝆のもの

が含まれるࠋ遺構は2a面で☜ㄆしたが、上部が上面遺構により᧠஘されているとࡳられること、࠾

よࡧฟ土遺物のᵝ┦から、ϩd層の堆積௨後にᮏ遺構が掘り㎸まれたと⪃࠼られるࠋ

ն�D面（Ϫ D層上面）の遺構

S'05（第122・126ࠥ 128・135・136図）

㸿区୰ኸ部で᳨ฟした北西 �南ᮾ方ྥにᘏࡧる⁁状の遺構ࠋᖜは 160～ 190㎝、῝さは 23～ 53

㎝を るࠋ埋土には18世⣖୰㡭௨前の遺物を含ࡳ、焼土や炭化物の混じりはⴭしくないものの、宝

暦大火をዎᶵとして埋ࡵ立てられたとุ断した（ϩd層）ࠋまた、遺構☜ㄆ面は、南から北にむかっ

てഴ斜していたࠋ

S'0�（第122・126ࠥ 128・135・136図）

㸿区北➃で北西�南ᮾ方ྥの⁁状の遺構とࡳられる遺構の南⫪部を᳨ฟしたが、ࡑの大༙は調査区

外にᘏࡧているたࡵ、ヲ細は୙明であるࠋ遺構埋土は粘性が㠀ᖖに強い黒褐色粘質土で、ฟ土遺物に

は木片が見られたࠋ近世前期ẁ㝵のいもりᇼのྍ⬟性があるࠋ

S.0�（第122・126・135・136図）

㸿区南側で᳨ฟした土ᆙࡔが、調査区壁面と㸿・㹀区ቃのࢮ࢔に㔜」して࠾り、部ศ的な᳨ฟにと

どまるࠋ㛗径46㎝௨上、▷径32㎝௨上、῝さ18㎝を るࠋS.03にษられるࠋ
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第 122 図 南岸調査区 2008 地点 平面図１（2a ～ 3b 面）（S=1/100）
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第 123 図 南岸調査区 2008 地点 平面図㸰（3c・3d 面）（S=1/100�
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①㻭 䞉 㻮 ༊ 1b 㠃 㑇ᵓᅗ

②㻭 䞉 㻮 ༊ 1㼏 㠃 㑇ᵓᅗ

第 124 図 南岸調査区 2008 地点 平面図３（$㺃B 区 1b㺃1c 面）（S=1/100）
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շ�E面（Ϫ E層上面）の遺構

S'0�（第125ձ・126・131図）

㹆区を南北方ྥに㈏く⁁状の遺構ࠋᖜ11～ 29㎝、῝さ５～㸷㎝を るࠋ周㎶の状ἣから掘り㎸

ࠋないが、ここでは2b面の遺構としてሗ࿌するࡁ面が๐平されているྍ⬟性もྰ定でࡳ

S.0�（第122・125ձ・126・131ࠥ 133図）

㹆区南➃で北側の⫪を☜ㄆしたࠋ周㎶の状ἣから掘り㎸ࡳ面が๐平されているྍ⬟性もྰ定でࡁな

いが、ここでは2b面の遺構としてሗ࿌するࠋ調査⠊ᅖ外にᘏࡧて࠾り、ヲ細は明らかでないが、㛗

径154㎝௨上、▷径57㎝௨上、῝さ30㎝௨上を るࠋ

SX0�（第122・126・129・130・134図）

㹂～㹆区にかࡅて᳨ฟしたࠋ周㎶の状ἣから掘り㎸ࡳ面が๐平されているྍ⬟性もྰ定でࡁないが、
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ここでは2b面の遺構としてሗ࿌するࠋ平成15ᖺᗘに┴埋ᩥࢱࣥࢭーが調査したụ状遺構SX01と同

୍の遺構であるࠋ平面ᴃ෇ᙧのⴠ㎸ࡳ状を࿊し、㛗径5.2㹫、▷径㸲～５㹫、̔̀ さ 40～ 50㎝を るࠋ

北⫪に礫が㞟୰して᳨ฟされているࠋୗ～᭱ୗ層にかࡅて、粘土化した木質࠾よࡧ腐植土、木片・木

ᒌが㞟୰して᳨ฟされているࠋ木〇ရが多くฟ土した࡯か、⿕⇕した㝡ჾ─（P141）などもฟ土し

ているࠋ

P03（第122図）

㹂区北側で୍部を᳨ฟしたࠋ平面ᙧは␎෇ᙧないしᴃ෇ᙧと推定されるࠋ径 25㎝௨上、῝さ 30

㎝を るࠋ上部で径20㎝⛬ᗘの礫を」ᩘ᳨ฟしたࠋ

P0�（第122・125ձ・126・131図）

㹆区北側のᮾ壁㝿で遺構の西部を᳨ฟしたࠋ周㎶の状ἣから掘り㎸ࡳ面が๐平されているྍ⬟性も

ྰ定でࡁないが、ここでは2b面の遺構としてሗ࿌するࠋᮾ壁土層で☜ㄆした径は130㎝、῝さは85

㎝௨上を るࠋ掘方ෆの土は礫などが࣒ࣛࣥࢲにධり、遺構の掘๐土をࡑのまま埋ࡵᡠしたものとࡳ

られるࠋまた、掘方ෆでᮺあるいはᰕとࡳられる断面෇ᙧの径14～ 17㎝の୸ኴ状のᮦを᳨ฟしたࠋ

②㻴༊䠐㠃 㑇ᵓᅗ

①㻴༊ 2b 㠃 㑇ᵓᅗ

第 125 図 南岸調査区 2008 地点 平面図㸲（+区 2b㺃㸲面）（S=1/100）

0 5ｍ(S=1/100)
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第 127 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP1�2（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)
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᧠஘

Ϩ層 近⌧௦
Ϩ1 ᧠஘埋土

Ϩ2 10YR4/6 褐色（やや黄色が強い）砂質土 径㸰～５㎝礫含む しまりやや強 粘性なし

【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】

Ϩ3 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 径３～５㎝礫少量含む しまり強 粘性ややあり

【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻西壁Ϩ3層

Ϩ4 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 やや粘性強い 㕲ศを斑紋状に含む 炭化物粗粒・ⓑ色粒子・

黄ⓑ色粒子少量含む しまり強 粘性あり【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻西壁Ϩ4層

Ϩ5 10YR3/1 黒褐色土 径３㎝礫・ⓑ色粒子少量含む しまりやや強 粘性あり

【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】

Ϩ6 10YR3/1 黒褐色粘質土 腐植物を少量含む 径0.2㎝⛬の砂利を斑紋状に含む しまりやや強

 粘性やや強【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻西壁Ϩ5層

Ϩ7 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 木片（腐植物）を少量含む 径0.2㎝⛬の砂利を୰量含む（Ϩ6層

より多） しまりやや強 粘性あり【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻西壁Ϩ6層

Ϩ8 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 腐植物をࡎࢃかに含む 径0.5㎝礫少量含む しまり強 粘性あり

【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】

Ϩ9 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 径0.2㎝小礫・炭化物粗粒少量含む しまりあり 粘性強

【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】

Ϩ10 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 暗灰黄色粘土ブロック（2.5Y4/2）を少量含む 炭化物粗粒少量含む

砂質土をᚤ量ながら斑紋状に含む しまりあり 粘性強【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】

ͤϨ6層～Ϩ10層 粘性がቑし腐植物が多い

ϩa層 近世後期（宝暦大火後）造成土
ϩa1 10YR4/4 褐色土 径１㎝礫・焼土粒子・炭化物粒子少量含む 黄ⓑ色粘土を部ศ的に含む

しまり強 粘性なし㸻西壁ϩa1層

ϩb層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩb1 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 砂質強 径0.3～１㎝礫୰量含む 炭化物粗粒・焼土粗粒୰量含む

径0.5㎝礫多量含む しまり強 粘性なし㸻西壁ϩb1層

ϩb2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土 砂質強 焼土粒子少量含む 炭化物ᚤ量含む しまり強 粘性あり【SD01㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土】

ϩb3 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 粘質土主体 褐色土が部ศ的に混じる しまりやや弱 粘性極強【SD01㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土】

ϩb4 107R3/4 暗褐色粘質～砂質土 砂質強 径３㎝前後の礫少量 炭化物粒子・焼土粒子少量含む しまりやや強 粘性なし【SD01㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土】

ϩb5 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 砂質強 径３㎝礫・焼土粒子・炭化物粒子少量含む 灰黄褐色と灰色をࡑれࡒれ࿊した粘質土・砂質土が࣐ーブル状に混ࡊる

しまり強 粘性やや強【SD01㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土】

ϩb6 2.5Y3/2 黒褐色砂質土 径0.2～0.3㎝礫含む しまり強 粘性なし【SD01㎮ᕭ⏝Ỉ石⟶掘方埋土】

ϩb7 10YR3/3 暗褐色土 径0.5～１㎝ᶳ色土ブロック（7.5YR6/6）を少量含む（焼土か㸽） 径0.5㎝小礫・炭化物粒子・焼土粒子୰量含む しまりやや弱 粘性なし

 【SD02埋土】㸻西壁ϩb9層

ϩb8 10YR3/2 黒褐色土 上層で見られたᶳ色土ブロックの粒子を少量含む 焼土粒子・炭化物粒子୰量含む しまりやや弱 粘性あり【SD02埋土】

ϩc層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩc1 10YR3/2 黒褐色粘質土 径0.5～１㎝炭化物ブロック・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性あり【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻西壁ϩc1層

ϩc2 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝礫୰量含む 径㸰㎝礫少量含む 焼土粗粒少量含む 炭化物粒子ᚤ量含む しまりやや強 粘性なし

 【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻西壁ϩc2層

ϩc3 10YR3/2 黒褐色粘質土 褐色砂（10YR4/6）を少量含む しまりやや強 粘性強【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻西壁ϩc4層

ϩc4 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 暗灰黄色砂（2.5Y4/2）を斑紋状に含む しまり強 粘性あり【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻西壁ϩc3層

ϩc5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質～砂質土 焼土粒子・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性なし【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】

ϩc6 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 砂質強 径0.5㎝࡯ど礫少量含む しまりやや強 粘性あり㸻西壁ϩc5層

ϩc7 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 黒褐色（10YR3/2）粘土を主体とする 褐色粘土（10YR4/4）を径３㎝⛬のブロック状に୰量含む 灰黄褐色粘土ブロック（径1㎝）

少量含む 㖄௜╔石含む しまり強 粘性あり 遺構か

ϩc8 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 径㸰㎝礫少量含む 径0.2㎝礫多量含む 㕲ศを斑紋状に含む しまり強 粘性あり

ϩc9 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 粘質強 径㸰㎝礫少量含む 径0.5㎝礫୰量含む 焼土粒子少量含む 炭化物粒子ᚤ量含む しまり強 粘性ややあり

㸻西壁ϩc6層

ϩc10 にぶい黄褐～褐色粘質～砂質土 10YR4/3～4/6 㓟化㕲ศ強く褐色がかる ϩc9層より粘性強い

ϩ層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土
ϩ1 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土 ϩb6層よりやや粘性がቑす 径10㎝⛬の礫を含む 礫の周りには暗灰色の粘土が多い しまり強 粘性あり【S.03埋土】

 㸻西壁ϩ1層

ϩ1
 ϩ1層より砂質強ࡵ 褐色がかる【S.03埋土】

ϩ2 2.5Y2/1 黒色粘質～砂質土（粘質が強い） ⓑ色粒子少量含む しまり弱 粘性極強【S.03埋土】㸻西壁ϩ2層

ϩ3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質～砂質土 砂質強 㕲ศを斑紋状に含む 径㸰㎝の礫少量含む しまり強 粘性なし【S.03埋土】

ϩ4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質～砂質土 砂質強 上層と比࡭て礫が少なく密 㕲ศもあまりない しまり強 粘性あり【S.03埋土】

ϩ5 2.5Y4/1 黄灰～2.5Y5/2 暗灰黄色粘質～砂質土 暗灰褐～灰褐色粘土を斑紋状に含む しまりあり 粘性強【S.03埋土】

ϩ6 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 粘性強 径３㎝礫少量含む 砂粒を斑紋状に含ࡳ粗く堆積 しまりやや弱 粘性あり【S.03埋土】

ϩ7 暗灰黄色（2.5Y4/2）・（暗）褐灰色（10YR4/1やや暗）砂質土（混土） 径１㎝௨ୗの小礫多く混じる 木片混じる【S.03埋土】

ϩ8 暗灰黄色（2.5Y4/2）・（暗）褐灰色（10YR4/1やや暗）粘質・砂質土 径１～５㎝小礫混じる（ϩ7層よりやや少ない） 木片混じる 黄褐色砂礫ブロック（2.5Y5/4）

 ≉ᚩ的混じる $区側の埋土とはあまり似ていないが、ᗏ部௜近では粘性の強い砂礫になる点が少し似ている【S.03埋土】
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第 128 図 南岸調査区 2008 地点 土層ὀグ SP1�2

ϩd層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩd1 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 炭化物粒子・焼土粒子少量含む 径0.5㎝小礫୰量含む しまりあり 粘性強

ϩd2 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 径0.5㎝礫少量含む 黄褐色（2.5Y5/3）粘土ブロック（径１㎝）多量含む 焼土粒子୰量含む 炭化物粒子少量含む しまり極強

粘性あり㸻西壁ϩd1層

ϩd3 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 砂質強 焼土粗粒少量・焼土粒子୰量・炭化物粒子少量・径１㎝小礫少量含む しまり強 粘性なし㸻西壁ϩd3層

ϩd4 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土 粘性強 径0.5㎝礫୰量・径３㎝礫少量・オリーブ褐色土（2.5Y4/3）を斑紋状に含む 炭化物粒子・焼土粒子少量含む

しまりあり 粘性やや強い㸻西壁ϩd4層

ϩd5 10YR3/3 暗褐色粘質土 径0.5㎝小礫少量含む しまりやや強 粘性強㸻西壁ϩd6層

ϩd6 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 砂質土強 ϩd9層と同じࡔが礫が少なく粘性がቑす しまり弱 粘性強㸻西壁ϩd8層

ϩd7 10YR3/2 黒褐色粘質土 焼土粒子・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性強【SD05埋土】㸻西壁ϩd10層

ϩd8 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 径㸰㎝礫・径0.5㎝礫多量含む 多ᵝな色調の砂粒と斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】㸻西壁ϩd12層

ϩd9 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 砂質土強 径㸰～５㎝礫多量に含む 褐灰色粘土（10YR4/1）やにぶい黄褐色砂質土（10YR5/4）を部ศ的に含む

しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】㸻西壁ϩd13層

ϩd10 10YR4/4 褐色砂質土 西壁ϩd15層に対応 㕲ศを斑紋状に含む 径１㎝礫多量に含む 褐色の砂質土主体 しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】

ϩd11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 径㸰㎝礫୰量 多ᵝな色調の砂を主体とする 径0.5㎝小礫多量 しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】㸻西壁ϩd17層

ϩd11’ 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 ϩd11層より礫が少なく砂質土主体 しまりあり 粘性なし【SD05埋土】

ϩd12 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 （2.5Y5/4）の黄褐色砂を斑紋状に含む 焼土粒子ᚤ量含む しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】㸻西壁ϩd11層

ϩd13 10YR4/1 褐灰色粘質～砂質土 （2.5Y4/1）の黄灰色砂を部ศ的に含む 炭化物粒子・焼土粒子୰量含む しまり強 粘性やや強【SD05埋土】

ϩd14 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y4/1の黄灰色粘土を部ศ的に含む 径0.2㎝小礫ᚤ量含む しまりやや強 粘性強【SD05埋土】

ϩd15 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】

ϩd16 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 シルトが強い 㕲ศを斑紋状に含む 褐色（10YR4/4）砂を斑紋状に含む ϩd15層より砂が密に堆積 しまりやや強 粘性なし

【SD05埋土】㸻西壁ϩd19層

ϩd17 10YR3/3 暗褐色砂質土 径0.5㎝礫多量に含む 㕲ศを斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】㸻西壁ϩd20層

ϩd18 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y4/2の暗灰黄粘質土を斑紋状に含む 木片などの腐植物を含む しまりあり 粘性極強【SD08埋土】㸻西壁ϩd21層

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲa15 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 径0.2～0.5㎝礫୰量含む 炭化物・焼土粒子ᚤ量含む しまりやや強 粘性ややあり㸻西壁Ⅲa4層

Ⅲa16 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 やや砂質が強い 上層に比࡭て灰ⓑ色粒子が斑紋状にᗈがりしまりが強い 炭化物粒ᚤ量含む しまり強 粘性なし

 㸻西壁Ⅲa5層

Ⅲa17 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 焼土粒子・炭化物粒子ᚤ量含む 径0.2～0.5㎝礫少量含む しまりやや弱 粘性あり

Ⅲa18 2.5Y4/3 オリーブ褐色土～2.5Y3/2 黒褐色粘質土 オリーブ褐と黒褐が斑紋状に堆積 木片などを含む しまりあり 粘性やや強㸻西壁Ⅲa6層

Ⅲa19 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 炭化物粒子ᚤ量に含む しまりやや強 粘性強

Ⅲa20 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 砂質強 灰黄褐色（10YR4/2）砂質土を部ศ的に含む しまりやや弱 粘性あり

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb4 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝礫多量含む 焼土粒子୰量含む 炭化物粒子少量含む しまりあり 粘性強㸻西壁Ⅲb10層

Ⅲb5 10YR5/1～5/2 褐灰～灰黄褐色粘質土

Ⅲb6 10Y4/1 灰（暗青灰）色砂質土 全体的には灰色 青灰色の粒子（5BG6/1等）混じり青灰色がかる

Ⅲb13 2.5Y3/2 黒褐色粘質土～2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 黒褐色粘土と暗灰黄色粘土が࣐ーブル状に混ࡊりྜう 焼土粒子ᚤ量含む しまりあり 粘性極強

 㸻西壁Ⅲb11層

Ⅲb21 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 径0.2㎝礫少量含む しまりあり 粘性極強㸻西壁Ⅲb12層

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc2 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 砂質土主体 て細かく密に堆積ࡵࢃࡁ しまり強 粘性なし㸻西壁Ⅳc3層

Ⅳc3 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂礫土 粗い砂質土主体 径㸰㎝礫少量含む 全体的に㕲ศを多く含ࡳ㉥くኚ色している しまり強 粘性なし㸻西壁Ⅳc5層

Ⅳc5 2.5Y3/1 黒褐色粘質土 しまり強 粘性あり

Ⅳc6 2.5Y4/4 オリーブ褐色砂礫土 径５～10㎝礫含む 径0.5㎝礫・砂を主体とする 㕲ศを斑紋状に含む しまり強 粘性あり

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 㕲ศを斑紋状に含む 㠀ᖖに硬くしまっている Ⅳc2層に比࡭ると砂がやや粗い部ศと密な部ศとにศかれる しまり極強

 粘性なし㸻西壁Ⅳd25層

Ⅳd12 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 径0.2～0.5㎝礫୰量含む ⓑ色粒子少量含む 炭化物粒子・焼土粒子ᚤ量含む しまりやや弱 粘性強

Ⅳd13 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 焼土粒子～炭化物粒子少量含む しまりあり 粘性やや強

Ⅳd14 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 上層と類似するが上層より密 しまりあり 粘性やや強

Ⅳd15 2.5Y4/1 黄灰色粘質～砂質土 粘質強 黄灰色砂（2.5Y6/1）を部ศ的に含む 炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性強

Ⅳd16 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 しまり強 粘性なし

Ⅳd25 砂利・腐植土

Ⅳd31
 10YR5/1～4/1 灰色砂～シルト 均質硬化面 3c面構成層よりやや灰色味強い 粒子細かい

Ⅳd31

 礫混じり層 7.5GY4/1 暗緑灰色

ฟ土遺物は遺構の掘๐土（寛永大火（寛永㸶ᖺ（1631））片௜層）からの瓦がṤどを༨ࡵるࠋ

ո3D面（Ⅳ D層上面）の遺構

S.0�（第122・126・131・137մ図）

㹆区南側で᳨ฟしたࠋ遺構南ᮾ部が調査⠊ᅖ外にᘏࡧているたࡵ、全ᙧは明らかでないが、北ᮾ

部は平面ゅ୸㛗方ᙧ状を࿊するࠋ㛗㍈156㎝、▷㍈125㎝௨上、῝さ46㎝を るࠋS.01࠾よࡧ P04

にษられるࠋ植᱂⑞とࡳられるࠋ

P0�（第122・126・131図）

㹆区南側で᳨ฟしたࠋ調査⠊ᅖ外にᘏࡧているたࡵ、遺構平面ᙧは明☜ではないが、ᴃ෇ᙧかࠋ㛗

径55㎝௨上、▷径52㎝、῝さ54㎝を るࠋ壁面の土層ほᐹから、S.02が黒褐色土で埋ࡵられた後

に掘๐されたとࡳられるࠋ

չ3E面（Ⅳ E層上面）の遺構

S'0�（第122・123・126・131・134ձ・138ձղ図）
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第 129 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP2�4（S=1/40）
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SX01

Ϩ層 近⌧௦層
Ϩ1 ᧠஘

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土
Ⅲa9 5Y3/2 オリーブ黒色（暗青灰褐～黒褐）砂質土【SX01埋土】

Ⅲa10 2.5Y3/2 暗褐～黒褐色粘質土 暗黄灰色・暗灰色砂質土ブロック混じりࣔ࢖ࢨク状 主体は木片㉳※の腐植質土【SX01埋土】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb1 2.5Y4/1 黄灰～青灰褐色砂質土 るࡧ࠾かに青ⓑ色をࡎࢃ

Ⅲb2 10YR3/2 黒褐色砂礫土 炭片・㉥色粒多量に混じる 径0.1～0.2㎝の小礫が主体

Ⅲb3 10YR3/2～2/2 黒褐色粘質～砂質土 炭片・㉥色粒多量に混じる Ⅲb2層に比࡭粘性強い

Ⅲb13 10YR5/1～5/2・5/3 褐灰～灰黄褐色粘質土 㕌い黄褐色土しࡳ状に混じる

Ⅲb17 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 礫少量混じる

Ⅲb19 5Y5/2～4/2 灰オリーブ色粘質土 㓟化すると暗灰黄色（2.5Y4/2）に近くなる 均質

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 砂層

Ⅳc2 礫層・暗褐色土層

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd18 青灰色砂質土 しまり強 3d上部にある

Ⅳd25 2.5GY4/1 暗オリーブ灰色砂質土 （3d面構成層ୗ部） 硬くしまった部ศともろい部ศが࣑ࣛࢼ

状に構成される 明░な⥺はᘬࡁがたいが均等ではない

Ⅳd31 10Y4/1 灰色砂 礫層上部にはもろい砂質土が堆積し、ࡑのୗに礫が㞟୰している【礫層】

Ⅳd36 2.5Y4/2～3/2 暗灰黄～黒褐色砂質土 腐植質土混じる 径10～15㎝大の礫混【礫層】

Ⅳd37 5Y3/2 オリーブ黒色粘土 腐植質系の粘土 粘性強

Ⅳd38 5Y4/1 灰色砂礫 径㸰㎝大までの砂礫主体

Ⅳd39 5Y3/2 オリーブ黒色粘土 腐植質系の粘土 粘性強㸻Ⅳd37層

Ⅳd40 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 礫が混じり やや硬い

Ⅳd41 10YR3/2 黒褐色粘土 褐色がかる 腐植質土系粘土

Ⅳd42 5Y4/1 灰色砂質土 細かく均質な砂質土ࡵࡁ 径５～10㎝大の礫混じる

Ϭ層 ྂ௦ໟ含層
Ϭ2 10YR4/1～2.5Y4/1 褐灰～黄灰色粘土 均質

27 0

26 5

26 0

SP2

0 5ｍ(S=1/300)

㹄～㹆区北部にかࡅて᳨ฟされた、南北方ྥにᘏࡧる⁁状の遺構ࠋᖜ⣙80㎝、̔̀ さ⣙ 60㎝を るࠋ

埋土୰に焼ࡅた瓦や壁が含まれるࠋ⁁ᗏࣞ࣋ルを見ると、南から北࡬⦆くୗっていたようであるࠋ⇺

瓦の࡯か、ₛᕞ❔⏘とࡳられる☢ჾᰁ௜─�P140�がฟ土しているࠋ

P0�（第123・126・134ձ図）

㹄区の西壁㝿で᳨ฟしたが、調査⠊ᅖ外にᘏࡧて࠾り、平面ᙧはᴃ෇ᙧないし␎෇ᙧと推定されるࠋ

㛗径19㎝、▷径14㎝௨上、῝さ12㎝を るࠋ

պ3F面（Ⅳ F層上面）の遺構

S'0�（第123図）

㹂区で᳨ฟした北西㸫南ᮾ方ྥの⁁状の遺構ࠋᖜ59～ 75㎝、῝さ10㎝ෆ外を るࠋ

SX0�（第123・126・130・134ձ・138ճմ図）

㹂区南➃～㹃区北➃にかࡅて、北西㸫南ᮾ方ྥにᘏ㛗⣙1.4㹫（㸲石）を᳨ฟした石ิで、ᡞᐊ

石の๭石࠾よࡧ⮬↛石とἙཎ石から構成されていたࠋ面はいもりᇼ側をྥくࠋ前面掘方はⅣc層上面

から掘り㎸まれていたࠋ
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第 130 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP4�6（S=1/40）
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Ⅳd2㻠

Ⅳd25

Ⅳd㻟1

SX02

SD06 壁面
南北㍈ではなく、
斜ࡵになっている

᧠஘

SX01

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲa1 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 ┴埋ᩥࢱࣥࢭー平成15ᖺᗘ調査Ϩ区SX01୰ኸ１ࢮ࢔層に対応か

Ⅲa2 10YR4/1～4/2 褐灰～灰黄褐色粘質・砂質土 Ⅲa1層より均質 ┴埋ᩥࢱࣥࢭー平成15ᖺᗘ調査Ϩ区SX01୰ኸࢮ࢔㸰層に対応か

Ⅲa3 黄褐～オリーブ褐色粘質・砂質土 ୗẁのⅢa5層に対応 粘性強くなる ┴埋ᩥࢱࣥࢭー平成15ᖺᗘ調査Ϩ区SX01୰ኸࢮ࢔㸴層に対応か【ᩚ地層か】

Ⅲa4 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質～砂質土 暗褐色土混じるがこの⟠ᡤでは砂質味強く明るい色調 径㸰～５㎝大礫多く混じる【SX01埋土】

Ⅲa5 2.5Y5/4～4/4 黄褐～オリーブ褐色砂質土 Ⅲa4層に比࡭砂質味強い この⟠ᡤでは粘性పい【SX01埋土】

Ⅲa6 10YR3/3～2.5Y4/2 暗褐～暗灰黄色粘質土 Ⅲa4層と類似するが砂質味弱い 色調暗い 径㸰～５㎝大の礫多く混じる【SX01埋土】

Ⅲa7 2.5Y5/4～4/4 黄褐～オリーブ褐色砂質土 基ᮏ構成はⅢa5層と同じࡔが、径10～20㎝大の大ᆺ礫�┴埋ᩥࢱࣥࢭー平成15ᖺᗘ調査Ϩ区SX01ᮾ➃の㓄石か）混じる

 【SX01埋土】

Ⅲa8 10YR4/2～4/3 灰黄褐～にぶい黄褐色粘質土 Ⅲa4・Ⅲa6層と類似するが㉥色粒・炭片ⱝᖸ混じる【SX01埋土】

Ⅲa10 木片層 黒褐色（10YR3/2）腐植質土・ᯈ片・木ᒌで構成される 西壁Ⅲa2層に対応【SX01᭱ୗ層】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb14 10YR5/4 黄褐色粘質～砂質土

Ⅲb15 2.5Y4/1 黄灰色粘質～砂質土

Ⅲb16 緑灰・暗灰黄色粘質土 ⱝᖸ小礫混じる D区௨北Ⅲb層ୗ部に対応するྍ⬟性があるが砂礫の混じりලྜなど␗࿴ឤもあり☜定でࡁない

Ⅲb17 7.5GY4/1 暗緑灰色砂質土

Ⅲb18 7.5YGY5/1・2.5Y5/2 灰～暗青灰色粘質・砂質土 ㉥色粒・炭片ⱝᖸ混じる（あまり多くない） 全体としては灰色（5Y4/1）であるが、明青灰色粒（5BG7/1）

が混じり部ศ的には青灰～暗青灰色（5BG5/1～4/1）を࿊する

Ⅲb20 5G4/1 暗緑灰色砂質・粘質土主体 径㸰～５㎝大の礫多く混じる 砂・粘質土ブロック状に混じる

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 N4/ 灰色砂 比較的均質

Ⅳb3 N4/ 灰色砂 オリーブ黒色粘質土 2.5Y3/1 混土

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 炭片少量混じる 明青灰色粒（5BG7/1）少量混じる【SX02前面掘方埋土】

Ⅳc2 5G4/1 暗緑灰～5BG6/1～5/1 青灰色砂

Ⅳc4 小礫・5Y4/1 灰色砂・2.5Y3/1 オリーブ黒色粘砂質土混土【礫腐植土】

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd17 10Y5/1～4/1 灰色砂～シルト やや青味強い【硬化面】

Ⅳd19 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 しまりが強く均質な砂質土 オリーブ褐色（2.5Y4/6）砂質土がⷧく層状に堆積 北側にྥかってⷧくなりなくなる

Ⅳd20 青灰色砂質土【硬化面】

Ⅳd22 2.5Y4/1 黄灰色砂質土 Ⅳd17層の礫混りの青灰色砂を部ศ的に含む

Ⅳd24 腐植物層 G区あたりから見られ、北にྥかってⷧくなりなくなる

Ⅳd25 3d面構成層

Ⅳd31 礫層上部のもろい砂質土 南に⾜くと粘質土が含まれる

27 0

26 5

26 0

SP5 SP6SP4

0 5ｍ(S=1/300)
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第 132 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP8�9（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

Ⅲa1 Ⅲa1

Ⅲb1Ⅳa1
Ⅳd1Ⅳd1’

Ⅳd2 Ⅳd2

Ⅳd3

Ⅳd4

コ
ン
ク
リ̿

ト
杭

コ
ン
ク
リ̿

ト
杭

S.01

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲa1 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 比較的均質㸻ᮾ壁Ⅲa12・Ⅲa13 層、西壁Ⅲa1 層 【S.01 埋土】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb1 褐灰～暗褐灰色粘質・砂質土 炭片・焼土少量混じる （10YR4/1より少し暗い）㸻西壁Ⅲb3層

Ⅳa層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳa1 オリーブ褐色砂質・粘質土（2.5Y4/3）・黒褐色粘質土（10YR2/2）混土 径３～５㎝大の礫多く混じる㸻ᮾ壁Ⅳa3層

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 灰（7.5Y4/1）・オリーブ灰（2.5GY5/1）・黒褐色粘土（2.5Y3/1）混土 径㸰～５㎝大の礫混じる㸻西壁Ⅳd6層
Ⅳd1
 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）・灰色粘質土（7.5Y4/1） 径３～５㎝大の礫多く混じる 西壁Ⅳd6層に対応㸻ᮾ壁Ⅳd2層
Ⅳd2 灰色砂質土（7.5Y4/1） 径３～５㎝大の礫多く混じる㸻西壁Ⅳd12層、ᮾ壁Ⅳd3層
Ⅳd3 10YR4/1 （暗）褐灰色粘質土 径５～10㎝大の礫 同系色砂質土混じる㸻西壁Ⅳd14層
Ⅳd4 7.5Y4/1 灰色砂礫 径３～５㎝大の礫多く混じる 主体は粗い砂・小礫 灰色・暗褐灰色粘土・粘土質ブロック混じる㸻西壁Ⅳd17層、ᮾ壁Ⅳd10層

27.0

26.5

26.0

25.5

SP8 SP9

0 5ｍ(S=1/300)

P05（第123・138յ図）

㸿区୰ኸ部で᳨ฟしたࣆットࠋⅢ b層で埋ࡵ立てられているࠋ平面␎෇ᙧで、径 47㎝、῝さ 13

㎝を るࠋ遺物のฟ土は見られなかったࠋ

⑪3d面（Ⅳ d層上面）の遺構か

SX03（第123・131・133図）

3d面で☜ㄆしたが、上部にࡅ࠾る造成などで周㎶の3c面がኻࢃれたྍ⬟性があり、遺構が3d面

から掘り㎸まれたと断定でࡁないが、ここでは3d面の遺構としてሗ࿌するࠋ

㹆区北側で石ᇉの᰿石３石と⿬㎸ࡵのᰩ石層を☜ㄆしたࠋ᰿石には⮬↛石が౑⏝されていたが、ྜ

➃調ᩚのたࡵか、側面にᡴ๭が見られる石もあったࠋ面はいもりᇼ側にྥいて࠾り、ᰩ石は径㸲～

27㎝で、灰色粘土で⿕覆されていたࠋ

⑫４面（Ⅴ層上面）の遺構（第125ղ・126・131・133図）

調査区南➃の近世初期遺構面のୗ層で、ྂ௦の土ჾを含む灰褐色粘土層と、これを基盤とする⁁状

の掘り㎸ࡳを☜ㄆしたࠋ⌧地⾲ୗ⣙㸲㹫まで掘りୗࡆたが、地ᒣは☜ㄆでࡁなかったࠋ

３．小結

・いもりᇼ南岸のἲ面を᳨ฟし、いもりᇼ┤⥺部ศの南岸ࣛࣥ࢖を☜定でࡁたࠋᚑ前のᇼ北岸の調査

成ᯝとあࡏࢃ、いもりᇼ全体の断面ᙧ状を᚟ඖするᡭ᥃かりがᚓられたࠋ

・いもりᇼ南岸のἲ面について、明἞40ᖺ �1907�のᇼ埋立てにより埋ἐした面と、部ศ的に構⠏ᙜ

初࠾よࡧ近世前期の面を☜ㄆしたࠋ

・いもりᇼ上層について、北岸の調査成ᯝとྜࡏࢃると、ᇼᖜは30㹫௨上、ᗈいところで⣙40㹫に

㐩すると推定され、Ụᡞ᫬௦後期のࠕᚚᇛ୰ኍศ◻⤮図 （ࠖᩥᨻ 13ᖺ（1830））୰のࠕ஧ᣠ୕㛫஧ᑻ（⣙
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第 134 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP11�13（S=1/40）、SX01 平面図（S=1/100）

ձSP11�13 土層断面図

ղSX01 平面図
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Ⅲa2 木片層 ᮾ壁Ⅲa10層に対応する【SX01】

Ⅲa3 10YR4/1～2.5Y4/1 褐灰～黄灰色粘土 粘性強い 木質の粘土化したもの ᮾ壁では㢧ⴭではない【SX01】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb7 灰～暗青灰色粘質・砂質土 ᮾ壁Ⅲb18層に対応する

Ⅲb8 Ⅲb7層୰で炭小片㢧ⴭに含む部ศ

Ⅲb14 灰オリーブ色粘質土 D区௨北Ⅲb層ୗ部に対応

Ⅲb15 黒褐色（10YR3/2～3/3）～暗褐色（2.5Y3/2）粘質・砂質土 Ⅲb7層に比࡭粘質土部ศ多い【SD06主体埋土】

Ⅲb16 7.5Y4/1 灰色砂質土 上部はⅢb7層と区ูしがたい【P06ୗ部埋土】

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 N4/1 灰色砂 比較的均質

Ⅳb2 N4/ 暗灰～灰色砂 オリーブ黒色（暗灰色）粘質土ブロック（2.5Y3/1）礫多く混じる

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 炭片少量混じる 明青灰色粒（5BG7/1）少量混じる【石⤌SX02構⠏の掘方埋土】

Ⅳc2 暗緑灰～青灰色砂 全体5G4/1 青灰色系（5BG6/1～5/1）砂粒も目立つ 青ないし緑がかった砂層 均質

Ⅳc4 5Y4/1～2.5Y3/1 灰色砂～オリーブ黒色粘質・砂質土・小礫混土 小礫が主体をなす【3c・3d面㛫の礫混じり土層】

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd24 10Y5/1～4/1 灰色砂～シルト 粒子細かい 3b・3c面構成層の砂層よりやや灰色味強い
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第 135 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP14�15（S=1/40）
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Ϩ4 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 やや粘性強い 㕲ศを斑紋状に含む 炭化物粗粒・ⓑ色粒子・黄ⓑ色

粒子少量含む しまり強 粘性あり【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻ᮾ壁Ϩ4層

Ϩ5 10YR3/1 黒褐色粘質土 腐植物少量含む 径0.2㎝⛬の砂利を斑紋状に含む しまりやや強 粘性やや強

【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻ᮾ壁Ϩ6層

Ϩ6 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 木片（腐植物）を少量含む 径0.2㎝⛬の砂利を୰量含む（Ϩ5層より多）

しまりやや強 粘性ありり 粘性強【明἞40ᖺいもりᇼ埋立土】㸻ᮾ壁Ϩ7層

ϩa層 近世後期（宝暦大火後）造成土
ϩa1 10YR4/4 褐色土 径１㎝大の礫・焼土粒子・炭化物粒子少量含む 黄ⓑ色粘土を部ศ的に含む

しまり強 粘性なし㸻ᮾ壁ϩa1層

ϩb層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩb1 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.3～１㎝大の礫୰量含む 炭化物粗粒・焼土粗粒୰量含む 径0.5㎝大の礫多量含む しまり強 粘性なし

㸻ᮾ壁ϩb1層

ϩb2 10YR4/4 褐色粘質～砂質土（砂質強） ϩb1層より礫が少なくしまりが弱い 径0.5㎝大の礫୰量 焼土粒子・炭化物粒子୰量含む しまり強い 粘性なし

ϩb3 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.3㎝大の礫୰量含む 炭化物・焼土粒子୰量含ࡳ㕲ศを斑紋状に含む しまり極強 粘性なし

ϩb4 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土（砂質強） 7.5YR4/6の褐色ブロック（径１㎝大）少量 径0.1㎝大の礫少量 径0.5㎝大の礫୰量 炭化物粒子・焼土粒子୰量含む

上層のϩb1層より径0.5㎝大の礫少なく、ᶳ色ブロック・焼土粒子が多い しまりもある しまり極強 粘性なし

ϩb5 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土（砂質強） 㕲ศを斑紋状に含む 径３～５㎝大の礫୰量含む 径0.5㎝大の礫୰量 焼土粒子・炭化物粒子少量含む

ϩb1層より径0.5㎝大の礫が少なく、しまっている しまり極強 粘性なし

ϩb6 10YR3/1 黒褐色砂質～粘質土 やや砂質強 ⓑ色粒子少量 炭化物粒子・焼土粒子ᚤ量含む しまり強 粘性あり ᮾ壁ϩb2層に類似するが、より粘性強い

 【SD01掘方埋土】

ϩb7 ᮾ壁ϩb3層に類似【SD01掘方埋土】

ϩb8 ᮾ壁ϩb6層に類似 ᮾ壁よりやや灰色をࡧ࠾る【SD01掘方埋土】

ϩb9 10YR3/3 暗褐色土 径0.5～１㎝大のᶳ色土ブロック（7.5YR6/6）を少量含む（焼土か㸽） 径0.5㎝大の小礫・炭化物粒子・焼土粒子୰量含む しまりやや弱

粘性なし【SD02埋土】㸻ᮾ壁ϩb7層

ϩc層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩc1 10YR3/2 黒褐色粘質土 径0.5～１㎝大の炭化物ブロック・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性あり【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻ᮾ壁ϩc1層

ϩc2 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝大の礫୰量含む 径㸰㎝大の礫少量含む 焼土粗粒少量含む 炭化物粒子ᚤ量含む しまりやや強 粘性なし

 【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻ᮾ壁ϩc2層

ϩc3 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 暗灰黄色砂（2.5Y4/2）を斑紋状に含む 粘性あり 主体となる土はᮾ壁と同じࡔがᮾ壁より混じりが少なく粘質がቑすࠋまた、

しまりが弱い【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻ᮾ壁ϩc4層

ϩc4 10YR3/2 黒褐色粘質土 褐色砂（10YR4/6）を少量含む しまりやや強 粘性強【SD03㎮ᕭ⏝Ỉ木ᵽ掘方埋土】㸻ᮾ壁ϩc3層

ϩc5 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.5㎝⛬の礫少量含む しまりやや強 粘性あり㸻ᮾ壁ϩc6層

ϩc6 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） 径㸰㎝大の礫少量含む 径0.5㎝大の礫୰量含む 焼土粒子少量含む 炭化物粒子ᚤ量含む しまり強 粘性ややあり

㸻ᮾ壁ϩc9層

ϩc7 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） ϩc6層に類似 焼土粒子・炭化物粒子୰量含む 径0.5㎝礫少量含む しまり強 粘性なし

ϩc8 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質～砂質土（砂質強） 㕲ศを斑紋状に含む 径0.3～1㎝大の礫୰量含む しまり強 粘性なし

ϩ層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土
ϩ1 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土 ϩb6層よりやや粘性がቑす 径10㎝⛬の礫を含む 礫の周りには暗灰色の粘土が多い しまり強 粘性あり ᮾ壁よりやや褐色が

 強い 石の周りは粘質が強い【S.03埋土】㸻ᮾ壁ϩ1層

ϩ2 2.5Y2/1 黒色粘質～砂質土（粘質が強） ⓑ色粒子少量含む しまり弱 粘性極強【S.03埋土】㸻ᮾ壁ϩ2層

ϩd層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩd1 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 径0.5㎝大の礫少量含む 黄褐色（2.5Y5/3）粘土ブロック（径１㎝大）多量含む 焼土粒子୰量含む 炭化物粒子少量含む

しまり極強 粘性あり㸻ᮾ壁ϩd2層
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第 136 図 南岸調査区 2008 地点 土層ὀグ SP14�15

ϩd層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
ϩd2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土（粘性強） 黄褐色砂（10YR5/6）をᚤ量含む しまりあり 粘性あり

ϩd3 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土（砂質強） 焼土粗粒少量・焼土粒子୰量・炭化物粒子少量・径１㎝小礫少量含む しまり強 粘性なし㸻ᮾ壁ϩd3層

ϩd4 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.5㎝礫୰量・径３㎝礫少量・オリーブ褐色土（2.5Y4/3）を斑紋状に含む 炭化物粒子・焼土粒子少量含む

しまりあり 粘性やや強い㸻ᮾ壁ϩd4層

ϩd5 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土（粘性強） 暗灰黄（2.5Y4/2）の砂質土、暗オリーブ褐（2.5Y3/3）の粘質土を斑紋状に含む 炭化物粒子・焼土粒子少量含む

しまりやや強 粘性あり

ϩd6 10YR3/3 暗褐色粘質土 径0.5㎝小礫少量含む しまりやや強 粘性強㸻ᮾ壁ϩd5層

ϩd7 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質～砂質土（砂質強） 2.5Y5/1 黄灰（青灰か㸽）色の砂と㕲ศを斑紋状に含む しまり強 粘性あり【S.04埋土】

ϩd8 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） ϩd13層と同じࡔが礫が少なく粘性がቑす ᮾ壁より粘性弱くしまりあり㸻ᮾ壁ϩd6層

ϩd9 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 焼土粒子・炭化物粒子୰量 径0.2㎝礫少量含む しまりやや強 粘性あり

ϩd10 10YR3/2 黒褐色粘質土 焼土粒子・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性強【SD05埋土】㸻ᮾ壁ϩd7層

ϩd11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 （2.5Y5/4）の黄褐色砂を斑紋状に含む 焼土粒子ᚤ量含む しまりやや強 粘性なし ᮾ壁よりやや粗く色調も黒褐に近い

【SD05埋土】㸻ᮾ壁ϩd11層

ϩd12 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 径㸰㎝礫・径0.5㎝礫多量含む 多ᵝな色調の砂粒と斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】㸻ᮾ壁ϩd8層

ϩd13 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） 径㸰～５㎝礫多量に含む 褐灰色粘土（10YR4/1）やにぶい黄褐色砂質土（10YR5/4）を部ศ的に含む

しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】㸻ᮾ壁ϩd9層

ϩd14 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土（粘質強） （2.5Y4/2）暗灰黄の砂質土を斑紋状に含む しまりあり 粘性やや強【SD05埋土】

ϩd15 ᮾ壁ϩd10層と対応 砂礫土 径㸰～３㎝礫多量 しまり強 粘性なし【SD05埋土】

ϩd15’ ϩd15層より礫少ない 砂礫土 径㸰～３㎝礫少量 しまり強い 粘性なし【SD05埋土】

ϩd16 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色砂質土 やや粗い 細い砂粒から径0.1㎝⛬の粗い砂粒なども含む 㕲ศによるものか㸽 やや㉥味をࡧ࠾る しまりあり 粘性なし

【SD05埋土】

ϩd17 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 径㸰㎝礫୰量多ᵝな色調の砂を主体とする 径0.5㎝小礫多量 しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】㸻ᮾ壁ϩd11層

ϩd17’ 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 ϩd17層より径㸰㎝礫が少なく砂質土主体 しまりあり 粘性なし【SD05埋土】

ϩd18 2.5Y3/2 黒褐色砂質土 上層と色調などは類似するがࡵࡁ細かい しまりあり 粘性なし【SD05埋土】

ϩd19 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 シルトが強い 㕲ศを斑紋状に含む 褐色（10YR4/4）砂を斑紋状に含む 砂が密に堆積 しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】

 㸻ᮾ壁ϩd16層

ϩd20 10YR3/3 暗褐色砂質土 径0.５㎝礫多量に含む 㕲ศを斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】㸻ᮾ壁ϩd17層

ϩd21 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y4/2の暗灰黄粘質土を斑紋状に含む 木片などの腐植物を含む しまりやや強 粘性あるがᮾ壁より弱い【SD08埋土】㸻ᮾ壁2d18層

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土�2a面を構成�
Ⅲa4 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 径0.2～0.5㎝礫୰量含む 炭化物・焼土粒子ᚤ量含む しまりやや強 粘性あり ᮾ壁Ⅲa16層から砂質土をなくしたឤじ

Ⅲa5 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 やや砂質が強い 上層に比࡭て灰ⓑ色粒子が斑紋状にᗈがりしまりが強い 炭化物粒ᚤ量含む しまり強 粘性なし

㸻ᮾ壁Ⅲa17層

Ⅲa6 2.5Y4/3 オリーブ褐色土～2.5Y3/2 黒褐色粘質土 斑紋状に堆積 木片などを含む しまりあり 粘性やや強㸻ᮾ壁Ⅲa19層

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土�2b面を構成�
Ⅲb9 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 炭化物粒子・焼土粒子୰量含む しまりやや強い 粘性ややあり

Ⅲb10 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝礫多量含む 焼土粒子୰量含む 炭化物粒子少量含む しまりあり 粘性強㸻ᮾ壁Ⅲb4層

Ⅲb11 2.5Y3/2 黒褐色粘質土～2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 黒褐色粘土と暗灰黄色粘土が࣐ーブル状にまࡊりあう 焼土粒子ᚤ量含む しまりあり 粘性極強

 㸻ᮾ壁Ⅲb13層

Ⅲb12 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 径0.2㎝礫少量含む しまりあり 粘性極強㸻ᮾ壁Ⅲb22層

Ⅲb13 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 炭化物粒子ᚤ量に含む しまりやや強 粘性強

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土�3c面を構成�
Ⅳc3 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 て細かく密に堆積ࡵࢃࡁ しまり強 粘性なし㸻ᮾ壁Ⅳc1層

Ⅳc5 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂礫土 粗い砂質土主体 径㸰㎝礫少量含む 全体的に㕲ศを多く含ࡳ㉥くኚ色している しまり強 粘性なし㸻ᮾ壁Ⅳc2層

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土�3d面を構成�
Ⅳd25 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 㕲ศを斑紋状に含む 㠀ᖖに硬くしまっている Ⅳc3層に比࡭ると砂がやや粗い部ศと密な部ศとにศかれる しまり極強

 粘性なし㸻ᮾ壁Ⅳd11層

42.4㹫）ࠖ というグ㍕とᴫ୍ࡡ⮴するࠋ

・2006�1・2008地点に࠾いて、近世後期～ᮎにかࡅての⤮図にᥥかれた㎮ᕭ⏝Ỉに対応するとࡳら

れる⁁状遺構を☜ㄆした2006�1ࠋ地点᳨ฟのものからは、ᑟỈ⟶࠾よᩜࡧ石等のᨭᣢ部ᮦは᳨ฟで

、2008地点では、࠾なࠋられる࠼⪄ていないが、⤮図との対比により、ᑟỈ⟶は石⟶であったとࡁ

ᑟỈ⟶を石⟶࠾よࡧ木ᵽとする㎮ᕭ⏝Ỉに対応する㸰᮲の⁁状遺構（石⟶㸸SD01、木ᵽ㸸SD03）を

᳨ฟしたࠋ

・2008地点㸿～㹂区では、北西㸫南ᮾ方ྥの⁁状遺構がᩘ᮲᳨ฟされた（SD01・02・03・05・07）ࠋ

これらが㎮ᕭ⏝Ỉ（石⟶）掘方のSD01とࡰ࡯平⾜していることから、㎮ᕭ⏝Ỉに㛵㐃するものも含

まれているྍ⬟性があるが、SD03௨外からᑟỈ⟶࠾よࡑࡧのᨭᣢ部ᮦなど㎮ᕭ⏝Ỉに㛵㐃するもの

は☜ㄆされなかったࠋ

・ᡓᅜ᫬௦ᮎ期～近世初期、ᇽᙧにはᒇᩜ地やᇼ等の遺構がᒎ㛤していたが、ඖ࿴ᖺ㛫（1615 ～

1624）～寛永大火（1631）௨前のᇽᙧ造成࠾よࡧ寛永㸶ᖺ（1631）の大火をዎᶵとしたᨵኚにより、

これらの遺構がᗫᲠされ、᪂たに⡿ⶶや㤿ሙ等の᪋タが㓄⨨された஦がุ明しているࠋまた、2008

地点南部の㹃～㹆区では、近世初期～前期の遺構（石ิ・石ᇉ・⁁等）が᳨ฟされたࠋヲ細は୙明で

あるが、ᇽᙧ成立前後のᒇᩜ区⏬の୍部であるྍ⬟性も⪃࠼られるࠋ
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第 137 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 P01・SD02・P02・S.02（S=1/40）
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第 138 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SD06・SX02・P05（S=1/40）
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Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb1 10YR3/4 暗褐色土 しまりやや強い 粘性なし

焼土・炭化物・砂利多く混じる
Ⅲb2 10YR4/4 褐色土 しまり強い 粘性ややあり

焼土・炭化物・砂利少量混じる 灰色粘土多く混じる

Ⅲb3 10YR4/3 にぶい黄褐色土 しまりやや弱い 粘性ややあり

粘質土が緻密に堆積 礫少量混じる

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 N4/ 灰色砂 比較的均質
Ⅳb2 N4/ 暗灰～灰色砂

 オリーブ黒（暗灰）色粘質土ブロック（2.5Y3/1）等多く混じる

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 しまりやや弱い 小石～礫多く含む砂層

炭片少量混じる 明青灰色粒（5BG7/1）少量混じる 西壁Ⅳe1層に対応
【SX02掘方埋土】

Ⅳc2 暗緑灰～青灰色砂 青ないし緑がかった砂層 均質 全体としては暗緑灰
（5G4/1）に近いが青灰色系（5BG6/1～5/1）の砂粒も目立つ

Ⅳc3 小礫・灰色砂・オリーブ黒色 5Y4/1・2.5Y3/1 砂質土 混土

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 10Y5/1～4/1 灰色砂～シルト 粒子細かい Ⅳb1・Ⅳc2層より灰色味強い
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Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb1 2.5Y4/2～3/2 暗灰黄～黒褐色粘質～砂質土 焼土片（瓦・壁など）・炭片多く混じる【SX01基盤】

Ⅲb2 濁黄褐（10YR4/3）～暗灰黄色砂質土（2.5Y4/2） 径３㎝大の礫多く混じる 全体に砂利質

Ⅲb3 10YR4/2～4/3 暗灰黄褐色粘質土 灰黄色粘土小塊混じる

Ⅲb4 5Y4/1 暗灰色粘質～砂質土 炭片混じる F区ではSD06を覆うと推定される

Ⅲb5 5Y4/1～3/1 暗灰色砂質土 焼土片（瓦・壁など）・炭片混じる【SD06埋土】

Ⅲb6 2.5Y3/2 暗褐～黒褐色砂質土 Ⅲb7層に類似するが砂質味強い【SD06埋土】

Ⅲb7 2.5Y3/2 暗褐～黒褐色粘質～砂質土 焼土片（瓦・壁など）・炭片・径３～10㎝大の礫混じる【SD06埋土】

Ⅲb7’ Ⅲb7層+灰オリーブ色粘土塊（5Y5/2）混じる【SD06埋土】

Ⅲb8 5Y4/1 褐灰色粘質～砂質土【SD06埋土】

Ⅲb9 7.5Y4/1 灰色砂質土 【SD06埋土】

Ⅲb10 10YR3/2～3/3 黒褐～暗褐色粘質（腐植質）土 灰色砂質土多く混じる（7.5Y4/1主体）【SD06埋土】

Ⅲb11 7.5Y4/1 灰色砂質土・砂礫（砂利）土 径１～３㎝大の礫・小礫混じる 砂利が主体

 Ⅲb10層の主体ブロック状に混じる【SD06埋土】

Ⅲb12 10YR3/2～3/3 Ⅲb10層と同質 径５～10㎝大の礫目立つ【SD06埋土】

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 黒褐色（2.5Y3/1）・暗褐色（10YR3/3）・黒色（2.5Y2/1）粘質土 混土【SD06基盤】

Ⅳb2 7.5Y4/1 暗青灰色粘質・砂質土 黄褐色砂質土（2.5Y5/4）ブロック混じる【SD06基盤】

Ⅳb3 N4/ 灰色砂 やや青味がかった砂でオリーブ黒（暗灰）色粘質土ブロック（2.5Y3/1）など混じる

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 小礫・灰色砂（5Y4/1） 北側では3d面の基盤をなすが、3d面上部の硬化した面がここでは見られない

Ⅳd2 5GY4/1 暗オリーブ灰色砂

Ⅳd3 10YR3/1 黒褐色粘質土 腐植質

Ⅳd4 10GY4/1 暗緑灰色砂

Ⅳd5 7.5Y4/1 灰色砂質土 径３㎝大の礫多く混じる

Ⅳd6 N4/ 灰色粗砂 もろい粗砂
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